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プロローグ１　《魂喰らい》と魔術







　強い奴やつは上に立つ。

　弱い奴はその下につく。

　もっと弱い奴はくたばるしかない。




　これは絶対的な真理だ。

　少なくとも、オレが生きているこの最下層のクソのような世界においては。




　とある廃はい工こう場じようの中。たむろしているのは一〇人ほどの不良少年クソガキたち。

「これだけ。たった、これっぽっち。これが、お前の稼かせぎの、す・べ・て」

　トウヤは二、三枚の千円札で、カイの頬ほおをぺしぺしと叩たたいた。

「やる気あんのかこのカス、ああ？」

「あ、いや、一いつ生しよう懸けん命めいやったんだよ？　俺おれ。……でもさ、なかなか難しくてさ？」

　あははと笑うカイの腹に、トウヤの膝ひざが入る。ぐえぁというカエルを踏ふみ潰つぶしたような呻うめき声ごえ。

「笑うなカス。言い訳の前にもっと稼いでこいカス。《ＦＦフエイクフイスト》の名前出しゃあ、どんなアホでも一〇枚くらいは簡単にハケんだろうがよ。お前何回連続でぶっちぎり最下位だと思ってんだ、この役立たず――」

「そのへんにしとけ」

　オレは読みかけの文庫本から目を離はなさぬまま、そう言って止めさせた。

　オレたちのような底辺が小金を稼ぐ手段の一つに、各種チケットを売りさばくというのがある。取とり扱あつかうのは、ライブ、クラブのイベント、あるいはちょっと非合法なクスリの出回るパーティーのもの、等々。売り上げに応じてその何割かが懐ふところに入るシステムになっている。

　捌さばく手段は自由だ。欲ほしがってる友人に売ってもいいし、その辺歩いている奴を捕つかまえて無む理り矢や理り押おしつけてもいい。自分の下に誰だれか、例えば背せ伸のびしたがりな中学生のガキあたりを利用して組織を作り、人海戦術で攻せめればさらに利益は上がる。まっとうとは到とう底てい言えないものの、盗ぬすみや強請ゆすりなどよりは比ひ較かく的てきリスクが少ないタイプのシノギだった。

　上から支し払はらわれたマージンは一度オレの懐に入り、そこからオレがチームの奴らに分配するという方式になっている。等額の基本ギャランティに、成績の良かった者にはボーナス分が付く。

　当然の話だが、こんな仕事においても有能な奴、無能な奴にははっきりと差が付く。オレがとりまとめている一〇人余りのうち、このカイという奴は極きわめつけに無能だった。

　チームに加えてくれと言ってやってきたのが数週間前。だが、気力に乏とぼしく、機転も利きかず、他人の顔や名前を覚える程度の頭もない。それでいて――おそらくは無意識なのだろうが――言動がやたら他人の感情を逆さか撫なでするので、仲間からの風当たりもきつい。まあ、できる奴もできない奴もまとめて面倒みるのがオレの役目ではあるのだが。

「何とかトータルでノルマは達成してるから問題ねえよ。上への顔も立つ」

「でもさ、ショーマ君――」

　不満げに何か言いい募つのろうとしたトウヤは、オレが一いち瞥べつすると口をつぐんだ。

「いやあ、お金かね儲もうけってやっぱ難しいよねえ。俺さ、いままでこうやってお金稼いだことってなくってさ。あ、でも難しいけど結構楽しい――」

「楽しいじゃねえ！　お前のせいで俺らにしわ寄せがきてんだろが！」

　ギャラの最低金額が保障されているわけではなく、全体としてノルマに達していなければ、上からの報ほう酬しゆうは大おお幅はばに減額される。つまりカイが捌けなかった分は誰かがカバーしなければならないのだ。

「お前よお、金もらってるんだから、もう少しプライド持って働けや。恥はずかしいとかみっともないとか感じねえのかよ」

「いや、で、でもさ、俺、がんばってるんだよ。お金、稼いだら、妹にお土産みやげ買ってやるつもりなんだ。俺の妹、すげえ、かわいくてさ――」

「てめえの家庭事情なんか聞いてねえよ！」

　一度治まりかけたトウヤがまた爆ばく発はつ、蹴けりをくらわせる。カイはヘラヘラ笑いながらやめてよやめてよとただ繰くり返かえす。

　オレはうんざりして口を挟はさんだ。

「トウヤ、もういい。――カイ、お前今回の報酬は半額な」

「ええ、そんなあ、ひどいよリーダー」

　カイは泣き笑いの表情になる。まあ、この程度のペナルティはないと、他の奴が納なつ得とくしないだろう。

　オレたちは世の中の様々な階層から弾はじき出され、たたき落とされて最下層にたどり着いた、文字通りのクズだ。その意味でカイもトウヤも、このオレにも違ちがいなんてない。本来パー券売りの手しゆ腕わんやプライドなんざ、自じ慢まんにもならねえはずなんだがな。バカバカしい話だ。

　とそのとき、仲間の一人が泡あわを食った表情で駆かけ込んできた。

「ちょ、ショーマ君、大変だ、あいつらが――」

　何事だ？と問いただそうとして、オレは理解した。入り口から四、五人の男が非友好的な表情でこちらに歩いてくる。金属バットを肩かたに担かついだ先頭の男の顔は見たことがある。喧けん嘩かっ早ぱやいので有名な、別チームの頭だ。

「十と川がわってのはどいつだ？」

　オレは文庫本を閉じ、ゆっくりと立ち上がって進み出た。

「何か用か？」

　男は獰どう猛もうな笑えみを浮うかべた。オレより少し上、二〇歳さいくらいだろうか。身長はさほどないががっしりとした体つきをしている。まだまだ肌はだ寒さむい季節なのにタンクトップを着ているのは、両りよう腕うでの筋肉とタトゥーを見せびらかすためだろうか。

「忠告だよ、忠告。お前らさ、最近ちょっと調子に乗ってんじゃね？　こっちのシマまで荒あらしに来られちゃ困るんだよなあ」

　集まって騒さわぐにしてもチケットを捌くにしても、チームごとに縄なわ張ばりが存在している。どこかが勢力を拡大すれば、その分だけ割を食う奴らが出てくるわけだ。当然抗こう争そうなども日にち常じよう茶さ飯はん事じである。

　オレはため息をついて口を開いた。

「で？」

「……あん？」

　脅おどしが予想通りの効果を挙げなかったからだろうか、男は眉まゆを寄せた。

「あん？　――じゃねえよ。回りくどいことは抜ぬきにしようぜ。得物持参ってことは、やる気なんだろ？　まさか使う度胸もねえのに、ハッタリで持ち歩いてるだけってわけじゃねえよなあ」

　男たちが色めきたった。安い挑ちよう発はつに乗るんだな。せっかくだからダメ押おしをしておこう。

「こっちはオレ一人、お前らは全員まとめてでいいや」

「お前、舐なめて――」

　オレは手を伸のばして相手の突つきつけてきた金属バットに触ふれる。と、その上半分が粘ねん土どでできているかのようにあっさりとちぎれ、床ゆかに落ちた。男たちの顔から表情が消える。

「……い、今、なにを、した？」

「さっさと帰るなら追わねーよ。どうする？」

「ざ、ざけんなぁ！」

　男たちは一いつ斉せいに殴なぐりかかってきた。




「やっぱ、すっげえよ！　ショーマ君！」

　トウヤが大声を上げた。

　男たちの姿はすでにない。腕うでの骨を全員一本ずつ折ってやったら、おとなしく引き上げていった。

「ほんと器用だねえ、リーダー。よくあんなことできるなあ」

　カイが金属バットの半分をもてあそびながら、少しずれた感心の仕方をしている。

「ここ最近、連戦連勝じゃないっすか。もしかしたら、あの成なる島しまとやりあっても勝てたんじゃないっすか？」

　トウヤが興奮気味に言った。

　さあな、と素っ気なく答えておく。

　成島というのは、ここらで幅はばを利かせていた不良の名前だ。オレたちの年代では喧嘩最強と言われていた。少し前に姿を消しており、バイクで事故って死んだだの、ヤクザの事務所に殴りこんで数人を道連れにして自じ爆ばくしただの、無責任な噂うわさが飛とび交かっている。真相は知らないが、もうやりあう機会がないのは確かだ。

「これなら街のチーム全制覇も余よ裕ゆうすよ、余裕」

「イエーッス！　ショーマ君サイキョー、俺らサイキョー！」

　他の奴らも口々に褒ほめそやす。

　オレはただ無言で肩をすくめ、立ち上がる。

「あれ？　どこへ？」

「竹たけ林ばやしさんにアガリ届けてくる」

　その名前にトウヤの表情が凍こおる。

　竹林というのは、オレたちの上にいるヤクザだ。この場のガキたちにとっては、大いなる畏い怖ふの対象である。

　興奮と熱ねつ狂きように冷水を浴びせられたチームの連中を尻しり目めに、オレは金の入ったバッグを持ち、工場の外へ出た。




『なかなか覚えが早いのう。感心感心』

　頭の中に老ろう婆ばのようなしわがれた声が響ひびく。

「……出てくんじゃねえよ《魂たましい喰くらい》、クソ鬱うつ陶とうしい」

『そう言うでない。師としては弟で子しの成長は嬉うれしいものでな。物体に力を加えて操作するのは、魔ま術じゆつの初歩の初歩。とはいえ、動き回る人間の骨を正確に折るというのはさほどたやすい技わざではない。習得速度は悪くないぞ』

「そりゃどうも」

『そっけないのお。お主の手下が言っていたように不良どもを束ねる程度なら、造作もなかろうに』

「…………」

　オレは黙もく殺さつした。声はその後もあれこれと話しかけてきたが、やがてあきらめたように静かになった。

（不良どもを束ねる、か）

　強い奴が上に立つ世界。

　皆みな、上に立ちたがる。ただそれだけのために、強さに憧あこがれる。

「……くだらねえ」

　オレは吐はき捨すてる。

　ほんっと、くだらねえ。







プロローグ２　牙龍院煌夜最初の闘い







　俺の暮らしている実み尋ひろ市しは、人口約三〇万余りの地方都市である。




　さて、都心などとは比ぶべくもないものの、一応ここにも繁はん華か街がいらしきものが存在している。各種ショップや飲食店、ライブハウスやクラブもあり、それなりの賑にぎわいを見せていたりするわけだ。

　もちろん物事には裏うら面めんがある。大勢の人で賑わっているということは、ロクでもない奴も多数紛まぎれ込んでいるということで、結果的に治安があまりよろしくない地域として有名だったりするのだ。

　そんなわけで、路地裏を歩けば割とすぐに小こ競ぜり合あいや恐きよう喝かつの場面に遭そう遇ぐうすることができる。現に俺の眼前では、気弱そうな中学生くらいの少年が柄がらの悪そうなの三人に囲まれて、今まさに財さい布ふを取り上げられようとしていた。

「そこまでだ！」

　俺は声を上げた。

　彼かれらはそれぞれの表情で俺に視線を向けた。一人は救いの手が来たという泣きそうな、三人は邪じや魔ますんな殺すぞというような。そして、一いつ瞬しゆんの間を置いて、全員が同じ顔になる。すなわち――

　なんだこいつ、頭がおかしいのか？　……というような。

「なにこいつ」

「頭おかしいんじゃね？」

　……実際に言われたよ。

　まあ、そうだろうなあ。こんなコスプレ野や郎ろうがポーズ付けて叫さけんでいるのを見たら、誰だってそう思う。俺だってそう思う。

　ちなみに現在の俺の格好を解説しておこう。

　黒いコート黒い革パン黒いブーツ。そして髪かみは銀色のロング（無論ヅラ）、手には鋲びようの付いた指ゆび貫ぬきグローブ。白塗りアンド隈くま取どりバシバシメイク。ついでに頬には謎なぞの魔ま方ほう陣じん風な紋もん様ようをあしらっている。一五年前のアマチュアビジュアルバンドだってもう少しセンスのある出いで立たちだっただろうに。

「わ、我は《紫し電でんの堕だ天てん使し》牙が龍りゆう院いん煌こう夜やッ！」

　俺が名乗ると男たちの顔に失しつ笑しようが浮かんだ。

『セリフにまだ照れがあるよー。自然に自然に』

　頭の中に万ま那なさんの声が響く。俺は半ばヤケクソで更さらに声を張り上げた。

「邪じや悪あくなるイドに心を乗っ取られし、愚おろかにして哀あわれな人間たち、我わが浄じよう化かの拳こぶしを受けるがいい！」

　同時に突とつ進しん。不意を突かれた男たちはあわてて身構える。が、遅おそい。

「極大ライトニング雷拳・フイストォ！」

　叫び声と共にひらめいた拳が、正確に男たちの意識を刈かり取った。膝から崩くずれ落おちる三人の悪漢。いやまあ、そんな大層な技わざでもなく、単に顎あごを狙ねらって脳しんとうを起こさせてるだけなんですけどね。

　ジャキィ！と拳を天空に突つき上あげ決めポーズを取り、その後俺は財布を拾い上げて、茫ぼう然ぜんと固まっている被ひ害がい者しやの少年に手て渡わたした。

「あ、ありがとうございます……」

　少年は対応に困ったような様子ながらも礼を言った。

「うん、無事でよかっ――」

『天たか人と、セリフセリフー』
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「…………少年、イドの穢けがれ無き綺き麗れいな眼をしているな」

「え……」

　ずざっと後ずさられた。恐喝されてたときより怯おびえてないか、この子。

「堕天使は闇やみより闇へと渡わたり、消えゆく定め。我のことは忘れるがいい。汝なんじに天の守護のあらんことを」

　そのままざっと背中を向け、俺は歩き去った。

　通行人からの視線が集中しているのを感じる。なにあれ？　コスプレ？　なんかの撮さつ影えい？　――そんな声が聞こえてくる。

　やばい、超恥ずかしい。これはもはや空前絶後の恥ずかしさと言っても過言ではない。

　俺は悲鳴を上げながら駆け去りたくなる衝しよう動どうを必死に堪こらえた。

　大体なんだよ、『忘れるがいい』って。こんな愉ゆ快かいな格好した奴に電波なセリフ吐かれて忘れられる奴がいるわけねーだろ。

『はいはい、おつかれー。じゃ、今日のところは、いったん撤てつ収しゆうしようか』

　いったん、ってことは明日以降まだまだ続けるんですね。任務だから仕方ない。必要なら、辛つらいことだって我が慢まんします。でもこれ、ホントに必要なんですかね？

　万那さんの声を聞きながら、泣きたい気分になる。




　俺の名前は名な塚つか天人。半分人間、半分人外の半天使ネフイリム。

　絶対無敵のヒーローを目指して挫ざ折せつし、ただの人間として生きて行こうと決意して、そして今なぜか《紫電の堕天使》牙龍院煌夜を名乗っている一五歳の高校生。

　――死にたい。むしろ誰か今すぐ俺を殺せ。




　……なんでこんなことになったのか。

　事の発ほつ端たんは、数日前にさかのぼる。







一章　初仕事







　――涼すずやかな早朝。




　空気を切きり裂さいて襲おそいかかってきた獣けものの爪つめを、俺は紙かみ一ひと重えでかわす。

　同時に巨きよ大だいな胴どう体たいの中心に蹴り。加減はしていない。足の甲こうにすさまじい衝しよう撃げきが伝わる。が、相手は微び動どうだにせず、逆に体重を預けてのしかかってきた。

　まずい。この重量差で押さえ込まれると身動きが取れなくなる。俺は毛皮に包まれた太い前足に手を触れ、〝下〟への意識を変へん更こう、同時に視界が九〇度回転。バランスを崩した獣の下から脱だつ出しゆつ。

　だが、距きよ離りを取る前に体当たりを食くらう。地面を吹ふっ飛ばされ、体勢を整えたときは目の前に灰色の巨きよ体たいがあった。対応する間もなく前足で押さえつけられ、牙きばが首筋に――

「参った、降参！」

　俺は怒ど鳴なる。

　と、灰色の獣は消え、代わりに全ぜん裸らの幼い少女が俺おれの胸の上に現れる。

「ウルリカのかちなのですー」

　彼かの女じよは耳と尻尾しつぽを揺ゆらしながら、にーっと笑った。

　俺は寮りようの裏庭の草むらに寝ねころんだまま、空を見上げる。今日は雲一つないいい天気だ。

　五月下げ旬じゆんの日曜日。

　俺がこの街で生活を始めてから約二ヶ月が経過していた。




　実み尋ひろ市しでは人知れず多くの〝人ならざるもの〟が暮らしている。

　ここ数百年の人類の発展に伴ともなって、人外の存在たちはその勢力を衰おとろえさせていった。中でもとりわけ強力な、神と称しようされるものたちにとってもこれは深刻な問題だった。薄うすまる敬意と弱まる信しん仰こうは彼らの力を大きく減じさせ、存在を保つことすら危あやういという状態にまで追い込んだのである。

　やがて彼らは『あらゆる人外の存在は、人間との共生を目指すべきだ』と結論した。これまでにも人間にとけ込んで生きる例外的なものは存在したが、それを大規模かつ組織的に推すい奨しようしようというのだ。

　数十年前の大戦の混乱に乗じて計画はスタートした。その際にモデルケースとして選ばれたのがここ、実尋市だった。

　今、俺が住んでいるのは曙しよ光こう山ざん学がく園えん紅こう南なん寮りよう。通つう称しようニュートラルハウス。学がく生せい寮りようであると同時に人間と人外の共生を推おし進すすめる重要な拠きよ点てんでもあり、住人のほとんどが神様であるという非常識な場所である。




「たたいて～♪　つか～まえて～♪　まるかじり～♪」

　メイド服を着ながらウルリカは楽しそうに調子外れな歌を口ずさんでいる。着衣のまま本来の姿に戻もどると服が破れるため、あらかじめ脱ぬいであるのだ。

　その正体は神話に登場する巨大な犬の怪かい物ぶつ。普ふ段だんの姿は小さなメイドさん、一〇歳くらいの、黄こ金がね色いろの髪を持つ幼女だ。気分によってときどき犬耳やしっぽが生える以外は、人間と見分けがつかない。

「……もう少しうまく戦えるといいんだけどなあ」

　俺は呟つぶやく。

　俺は半天使ネフイリムという種族に属ぞくしている――のだそうだ。ずっと人として生きてきたし、この寮に居る常識外たちに比べれば肉体的にも人間とほとんど変わりはないため、人外の存在としての意識はあまりない。

　一応、常人より少しばかり強きよう靭じんな体と、自分及および手の触れられる範はん囲いに限り重力の方向を操作できるというささやかな特とく殊しゆ能力を持っている。壁かべや天てん井じように上って掃そう除じをしたり、重いものを移動させたりするのには便利な力だ。

　戦せん闘とうにも応用が利きく――はずなのだが、力の差がある相手に対しては焼け石に水である。使うためには接近しなければならず、ということは、向こうもまたこちらを好き放題できる距離にあるということなわけで。

　もう少し強くなりたいなあ、と思う。せめて、遊び半分のウルリカの相手が務まる程度には。

「んー、ウルリカ、にんげんタイプでおあいてするほうがいいですかー？」

　メイドさんは金きん髪ぱつを揺らして、可愛かわいらしく小首を傾かしげる。

「いや、犬のままで良いよ」

　人間形態であってもウルリカは俺を上回る怪かい力りきを発揮するが、こちらが体格で有利な分、犬形態時よりはまだましな勝負になるだろう。

　とはいえ訓練も兼かねている以上、あまり手加減されるのも望ましくない。自分より強い相手とどう戦うか、勝てない相手に対応するか。そのあたりを身につけるのも修しゆ行ぎようのうちなのだ。

　俺は弱い。だから少しでも自分を磨みがきたい。――そう思っている。

　まあ、一いつ朝ちよう一いつ夕せきに効果があがるようなものでもないだろうけど。

　ため息をついたそのとき、寮の廊ろう下かの窓からひょいと見慣れた顔が覗のぞいた。

「二人とも、朝ご飯できたってー」

　柚ゆず原はら万ま那なさん。明るい色の髪をした今風な印象の美人。曙光山学園では俺の一つ上、高等部の二年に在ざい籍せきしている。正体は戦いくさの女め神がみである（らしい）が、普段の姿はバイトと遊びに明け暮れる女子高生にしか見えない。

「もう勝負ついたのね。今日はどっちが勝――って聞くまでもないか」

　憮ぶ然ぜんとした表情の俺と、ニコニコしているウルリカを見比べて言う。

「ちなみに通算成績は？」

「えーと、じゅう、じゅういち……」

　ウルリカは小さな指を折って数える。

「一四勝〇敗二引き分け」

　俺は助け船を出した。もちろんウルリカから見た数字である。

「あははははははははは、天たか人と完敗じゃん」

　遠えん慮りよのない言葉がぐさりと俺のナイーブなハートに突つき刺ささる。

「手も足も出ないって感じの数字だね！」

「…………」

　ぐさり。ぐさり。

「あ、でも一応引き分け二つついてるんだ？　どうやったの？」

「……ひたすら逃にげ回まわって時間を稼かせぐ戦法を取っただけですよ」

　ＫＯされないまま朝食の時間を迎むかえることには成功したが、自分の力を高めるという観点上あまり意味がないと判断して、すぐにやめた。以降は正面から挑いどんでひたすら負け続けである。

「なんだ、じゃあ、実力だと全然勝負になってないのね。ふむ……そうだ、お姉さんがちょっと稽けい古こを付けてあげようか！」

　ぽんと手を打つと、万那さんは軽かろやかに窓まど枠わくを飛び越こえて、裏庭に出てきた。

「あ、ちょ、万那さん室内履ばきのままじゃないですか！　泥どろついちゃいますよ！　掃除するの、俺なのに――」

「固いこと言わない。ほら、構えて構えてー」

　後でちゃんと雑ぞう巾きんで拭ぬぐってくださいよ、とぶつぶつ言いながら、俺は身構える。

　万那さんはにこりと笑った。

「じゃ、よけてみてね。いっくよー！」

「ぐあ」

　言葉と同時に俺は吹っ飛んでいた。地面を数回転して塀へいに激げき突とつ。目から火花が散る。

「わあ、天人さま、すごく回ったのですー」

　ウルリカがのんきに感かん嘆たんの声を上げた。

「――殺す気かあっ！」

　跳はね起おきて猛もう然ぜんと抗こう議ぎする。

「人間なら頭吹き飛んでますよっ！　今の！」

「殺す気ならその程度で済ませるわけないし、だいたいあんた純人間じゃないでしょうが。ほれほれ、こっち来なさーい」

　ぶつぶつ言いながら俺が歩み寄ると、万那さんはゆっくりと先ほどの攻こう撃げきを再現してみせた。

「ま、なんの変へん哲てつもない右パンチなんだけどさ。十分手加減したから全く見えないわけじゃなかったでしょ」

「そりゃ、まあ……」

　無造作にぶん殴なぐられたんだな、ってくらいは認にん識しきできた。

「今のは、最速のタイミングで受けるか払はらうかすれば防げたはず。かわせないってのは、要するに備えが足りてなーいの。別の言い方をすれば集中力ね。勝ちたい、負けたくないって考えてるのはわかるけど……」

　んー、と万那さん考える。

「何ていうのかな、天人、目標が遠いんだよね。すぐに勝敗に意識が向く。そして、目の前の攻撃に対する備えがちょっとずつ甘あまくなる」

「甘く……」

　そうかもしれない。

「だから結果を過剰に気にしたり、恐おそれたりしない。まず、全ぜん身しん全ぜん霊れいを次の一手に注ぎ込むこと。攻せめの時も、守りの時も。それを積み重ねた先に結果があるの。おっけー？」

「……わかりました」

　思いのほかまともなアドバイスだった。素す直なおに反省する。

「じゃ、もう一回いくよー」

　集中、集中――

　先ほどと同じ右ストレート。反応できるギリギリの速度だったが、今度は手のひらで軌き道どうをそらすことに成功した。

「で、でき――おぅわっ！」

　その瞬しゆん間かん天地が回転。二回転半一回ひねりして俺は顔から地面に叩たたきつけられた。ローキックで足を払われたのだ。

「おお、爽そう快かいだなー、これ」

「…………」

　俺が仏ぶつ頂ちよう面づらで土にまみれた顔を上げると、万那さんがまじめくさった表情で見下ろしていた。

「一いち撃げきで終わりとは言ってないよ。一つ上う手まくいったからって、気を抜ぬいてちゃだめだわねー」

「いや、あんた今、爽快だとか抜かしたでしょ。意味あるんですかこのサンドバッグ状態。もしかして俺をストレス解消のおもちゃにしてないですか？」

「してないしてない」

　俺の抗議は軽く流された。

「仮にしてたとしても、そこから何かを読み取り、何かを学びなさい。そういう心構えが早く上達するためのコツなのです」

「…………」

　誤ご魔ま化かされてる気がする上に、中ちゆう途と半はん端ぱに正論なのがまたムカつく。

「まあ、そう簡単に強くなれるわけじゃないから気長にねー。でも、訓練することは無む駄だじゃないよ。特に精神力や判断力は修練と経験を積めば積むほど成長する。そういう心の強さは――そうだね、例えば天人がてとらの力を利用するときにも、有効に働くはず」

「…………」

　俺は一瞬言葉に詰つまった。でも、あれは、あの力は――

「……できればあまり使いたくないですね」

「んにゃ、気持ちはわからんでもないけどね。怖こわいんでしょ？」

　万那さんは少し肩かたを竦すくめて、耳に掛かかった髪を掻かき上げた。

「うまく使いこなせれば、あたしとも良い勝負できるかもしれない、それほどの力なんだけどね。まー、あれだ、超必を必ひつ殺さつ技わざのように、必殺技を通常技のように使えれば、一段高いレベルに行けるってこと。目標として頭に置いておいても損はないっしょ？」

「そうですね」

　俺は肯うなずいた。

「それはともかく……万那さん格ゲー好きだったんですか？」

「２Ｄドット絵限定だけどね。ポリゴンの質感や操作感覚はどうにも苦手で、このところあんまり――」

　とそのとき、きょとんとした顔で俺たちの会話を聞いていたウルリカの腹がぐうと音を立てた。

「ああ、朝飯だっけな、行こうか」

　俺は口元を緩ゆるめてそう言った。




　キッチンではエプロンを着けた羽は村むら梨り玖くが忙いそがしく動いていた。

「あ、たか兄、おはよー」

「おはよ」

　一つ年下の中等部三年生。俺の幼なじみでもある。非の打ちどころのない働き者で、黒くろ髪かみショートと元気な笑え顔がおがトレードマーク。

　元は人間だったのだが、とある事件で吸きゆう血けつ鬼き化。天てん涯がい孤こ独どくの身の上ということもあって、つい先日からニュートラルハウスの住人となった。体質上直射日光を浴びることができないので、現在学校は休学中だ。

　昼夜逆転生活を送っているが、寝る前にこうして寮りよう生せいの朝飯を作る習慣になっている。

　人の姿をとっている以上、神といえどもこの世界の物理法則の影えい響きようから自由ではいられないのだそうだ。要するに、腹も減るし食事を摂とる必要もある。そんなわけで、誰だれかが食べるものを用意しなければならないのだった。

「何か手伝おうか？」

「ありがとね。えーと、あとサラダ運べば終わりだから……あ、取り皿持って行ってもらおうかな」

　梨玖と食堂に行くと、もうみんなテーブルに着いていた。

　手前の椅い子すに座すわってぼーっとしているのが寮りよう長ちようの御み子こ神がみてとらさん。大学生。スタイル抜ばつ群ぐんの美人だが、つねにうとうと眠ねむそうなのと、だらしない言動のおかげで印象がやや台無し気味。

「ご飯ですよ。起きてますか？」

「…………………………んぁ、天人……くん？　もちろん、起きてるよぉ、うん」

　怪あやしいものだ。無駄なのはわかってるから、いちいち追つい及きゆうしたりはしないけど。

「やあ、ありがとう。梨玖ちゃんのおかげで朝食の時間が待ち遠しくなったよ。おいしい食事が楽しみなのはもちろんだけど、綺麗な女性は場を華はなやかにし、朝から爽さわやかな気分にさせてくれるからね」

　梨玖に微笑ほほえみかけ、さらりと恥はずかしい台詞せりふを吐はくのは、ホスト風の大学生和泉いずみリョウタさん。特に口説いてるというわけではなく、相手が女性なら誰にでもこんな感じだ。言われた梨玖も社交辞令一〇〇％の笑顔でそれはどうも、などと答えている。

「迷めい惑わくだよ、兄貴。まったく、飯時に鬱うつ陶とうしい」

　冷ややかに言うのはその隣となりに座った和泉コウタ。中性的な顔立ちの初等部六年生。言動が大人びているので、少し年上に見える。

「心外だなあ。軽く感謝を述べたまでだよ」

「余計なものが色々くっついてた気がするけど？」

「ほらほら、喧けん嘩かしてるとなくなっちゃいますよ」

　ゆったりとした動きでサラダを取り分けているのが、柚原姉妹の片割れ千せん那なさん。万那さんの姉で高等部の三年生。顔立ちが綺麗なのは共通しているが、妹とは対照的に黒髪お下げで落ち着いた雰ふん囲い気きを纏まとっている。

「あ、あたしキュウリ要らない。お姉にあげる」

　と、これは万那さん。

　テーブルを囲むのは俺、梨玖、てとらさん、リョウタさん、コウタ、千那さん、万那さん、ウルリカの八名。あと、この場にいない一人を加えた九人が、この曙光山学園紅南寮、通称ニュートラルハウスの住人だ。

「……てか、あいつ、また出てきてないのか」

「ですねー。呼んでくるですかー？」

　挙手するウルリカ。俺は少し考えて首を横に振ふった。

「や、まあいいや。後で俺が部屋に持っていくよ。戻るついでだしね」




　朝食を終えると、俺は自室へ向かった。

「悪いな、手伝わせて」

　コップと牛乳を持って隣を歩く梨玖に言う。

「いいよ、そんな。私はたか兄と、ここの人たちのおかげでこうして生きていられるんだから、少しでも役に立たないとね――って、あれ？　人間じゃないんだから、人って言うのはおかしいのかな？」

　首を傾げる梨玖。

　それを言うならこいつもすでに人間ではないし、厳密には生きてもいないのだが、人としての感覚はなかなか抜けないものらしい。

　人外のものに転化して間もない梨玖は、まだ今の体に順応しきれていない。日光への耐たい性せいの獲かく得とくや、吸血衝動の制せい御ぎよに関してはてとらさんが付いて訓練してくれているはずだ。

「まあ、当分の間は外出禁止っててとらさんには言われてるし、結構暇ひましてるからどんどん用事言いつけてよ。何でもやるよー、たか兄のためなら」

　学校は休学中だが、友人とはときどき携けい帯たいを通じて連れん絡らくを取っているようだ。

　一時期は自分自身の命も含ふくめた何もかもを捨て去ろうとしていた梨玖だったが、またこうして笑えるようになって、本当によかったと思う。

「助かるけど、自分の時間もちゃんと取れよ。いずれ復学するつもりなんだろ？」

「自主学習はちゃんとやってるよ。大だい丈じよう夫ぶ。――でも、そういうのとは別口でたか兄には恩があるからね。死ねと言われれば死んでもいいくらいの」

「大げさだな」

　俺は苦く笑しようする。梨玖は何も言わず、ただニコニコと笑った。

　実際、梨玖にはかなり助けられている。

　梨玖が来る前、俺はこの寮の家事を一手に引き受けていた。

　極きわめて個人主義かつだらしのない連中が揃そろっているので、長らく放置されていた寮りよう内ないは惨さん憺たんたる有様になっていたのだ。入にゆう寮りよう以来、こまめに掃除をし、食事を作って全員で一いつ緒しよに食べることを習慣付け、規律と秩ちつ序じよを根付かせるべく奮ふん闘とう中である。

　ずっと一人で苦労していたのだが、先日梨玖が入ったことにより状じよう況きようは大きく改善されることになった。この幼なじみ、家事に関しては十分俺の代わりが務まるだけの能力を持っているのである。早朝にウルリカと訓練（彼女にとっては遊び）ができるのも、梨玖がみんなの分の朝食を作ってくれるおかげだし、掃除や整理、その他雑用も嫌いやな顔一つせずに手伝ってくれる。おかげで寮の日常は以前と比べものにならないほど規則正しく回るようになった。

　――とはいえ、この秩序構築に非協力的な問題児が約一名存在しているのだが。

　俺はドアをノックした。

「亜あ夜や花か、飯持ってきた」

　そしてドアを開ける。

　十数畳じようはありそうな大部屋――その室内の様子が目に飛び込んできた。

　地層のように床ゆかに堆たい積せきしているコミック。山のように積まれたアニメのＤＶＤ。その隙すき間まを川のように縫ぬって散らかされているゲームのケース。まんべんなくばらまかれているお菓か子し類るいの袋ふくろに包み紙。

　そして――椅子の上に行ぎよう儀ぎ悪く体育座りをしてパソコンに向かう少女。ところどころほつれた長い髪かみにパジャマ姿。見た目は十代に足を踏ふみ入いれたばかり、というところ。どちらかといえば小こ柄がらな梨玖よりも、さらに小さく幼く見える。

　左右色いろ違ちがいの綺き麗れいな瞳ひとみがゆっくりと動き、俺を捉とらえた。

「まだ入って良いと言ってませんけど」

「固いこと言うなよ。俺の部屋でもあるんだから」

　気にせずずかずか入り込む。

　ここは冥めい界かいの神である氷ひ室むろ亜夜花とその従者ウルリカの部屋であり、同時に俺の部屋でもある。

　四月に引ひっ越こしてきたとき、ここは俺の個室になるはずだった。だが、このひきこもりが頑がんとして移動を拒きよ否ひしたため、紆う余よ曲きよく折せつの末、カーテンで部屋の一部を仕切ってルームシェアリングすることになったのだ。

　ちなみに俺の使用している一角の方がかなり狭せまかったりする。とはいえまあ、六畳間に近い程度の広さはあるし、俺はデスクトップパソコンも大きな液えき晶しようテレビも山のようなＤＶＤやコミックやゲームも持ってないから、いいと言えばいいんだけど。

　部屋の一部を俺に譲ゆずり渡わたした後も、亜夜花はマイペースなひきこもり生活を満まん喫きつしている。ときどき見かねて部屋の片付けを手伝う（というか、ほとんど俺一人でやる）のだが、瞬しゆん時じにまたカオスな状態に戻るのでげんなりする。わざとやってるんじゃないだろうな、と思うほどだ。

　ウルリカの方はその日の気分によって俺と亜夜花のベッドを行き来したりして、案外楽しそうだ。亜夜花の移動先になるはずだった唯ゆい一いつの空き部屋、二階の一室には先日梨玖が入ったから、当分はこのままの状態が続くだろう。

「君さ、また徹てつ夜やしてただろ」

　昨夜俺が寝ねたときにはパソコンに向かっていたし、今朝俺が起きたときもパソコンに向かっていた。

「……人間の子どもは遠足や運動会前になるとしばしば眠れなくなるということがあるようですね」

　亜夜花は表情を変えないまま言った。

「期待や興奮が睡すい眠みん欲よくを駆く逐ちくするという一例でしょう。珍めずらしいことではありません」

「いや、俺にもそういう経験がないわけじゃないけどさ。何、またネトゲ？　なんかイベントでもあったのか？」

「いえ……ネットサーフィンです」

「似たようなもんじゃないか」

「んー、遊園地、水族館、映画館、ショッピングモール……近場の有名スポットだねー」

　俺の背後から梨玖がひょいと顔を出し、パソコンの画面を眺ながめる。亜夜花が普段の無気力な様子からは想像も出来ない素す早ばやさでウインドウを閉じた。

「……なぜ、あなたまで居るんです？」

「たか兄のお手伝いだよ。ご飯持ってきたんだ」

　梨玖は笑顔で言った。

「トーストにサラダにスクランブルエッグ、そして牛乳。私が作ったんだよ。さ、食べて食べてー」

　亜夜花は対照的に渋しぶい表情ながらも、素直に折りたたみテーブルの上を片付け始めた。

「あ、それと、さっき開いてたサイトだけど――」

　梨玖の言葉に亜夜花の動きがぴたりと止まる。

「お出かけの候補地かな？　どれも定番で良いと思うよ。初体験だからじっくり記き憶おくに残るようにしたいよねえ、うん」

「…………」

　亜夜花は余計なことを言うなというような、じとっとした目で梨玖を見た。

　梨玖は笑顔のままである。

　おでかけ？と俺は首を傾げ、思い出す。

「ああ、俺とのか。そういや今日だったな」

　このひきこもり神は人間と人間の世界を嫌きらい、強固な壁を作っていた。

　半人間ハーフではあるが人間として育ってきた俺にとって、それは非常に残念かつもったいないことに思われた。それで少し前、俺おれや梨玖にとって転機となったとある事件が片付いた際、一緒に外に出て人間たちのことをもう少し知ってみたらどうかと提案したのだ。

　心中複雑なものがあっただろうが、最終的には亜夜花も同意した。その第一歩を踏み出す予定になっているのが今日というわけである。

「まあ最初だし、亜夜花の行きやすいところでいいんじゃないか？　本人に候補地があればそれに合わせるよ」

「だってさ。よかったね、亜夜花ちゃん」

　と梨玖。

　亜夜花はなぜか気を許すものかという表情を梨玖に向けている。

「……何か企たくらんでますか？」

「いいえ、何も。たか兄が楽しく過ごせることが私の望み。亜夜花ちゃんにも恩があるから、ちゃんと返せるといいなと思ってる。そんな顔しないで仲良くしようよー」

　微び妙みように意味のわからない会話が交かわされ、俺は内心で小さく首を傾げた。何か女の子同士通じあうものがあるのだろうか。

　梨玖がニュートラルハウスの住人になってからまだ日が浅く、亜夜花と接せつ触しよくした機会も数えるほどしかないはずだが――どうも亜夜花は梨玖のことを苦手にしているようなふしがある。

　まず、接し方が微妙に不自然、例えて言うなら人見知りする子こ猫ねこみたいだ。油断しないぞ油断しないぞ、と自分に言い聞かせながら様子をうかがう感じ。

　そして寮内をたまにうろつく程度には改善していたひきこもり癖ぐせが、再び悪化している。そう、まるで梨玖と顔を合わせるのを可能な限り避さけるかのように、だ。

　まあ、こいつが他人とのコミュニケーションを不得手にしているのはいまさら驚おどろかないけど……梨玖はどっちかというと、とっつきやすい性格をしてると思うんだけどなあ。基本、明るいし、誰に対してでも友好的だし。

　そのうち仲良くなってくれればいいけど。

「昼飯は外で食べるとして、早めに出た方がいいか。梨玖、寮りようの昼は任せて良い？　冷蔵庫に昨日の夜の残り物があったと思うから適当に利用して」

「うん、わかった」

「亜夜花の方は一一時半に出発するから、ちゃんと準備しておくこと。俺はそれまで、そうだな、庭の草むしりと時間があれば屋根の修しゆう繕ぜんをしてるから――」
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　と、そのとき、ウルリカがドアからぴょこんと顔を覗のぞかせた。

「あ、ここにいた。天人さま、てとらさまがお呼びなのですよー」

「てとらさん？」

　珍しいな。大たい抵てい日がな一日寝てる人なんだけど。何の用だろう。

「わかった、すぐ行くよ」

　日曜のこの時間なら、昼ひる寝ね部屋代わりの応接室か。俺はそちらに足を向けた。




＊　＊　＊




　日曜の昼前。

　人でごった返す交差点の景色を見た亜あ夜や花かは、感情を露あらわにしない彼かの女じよにしては珍しく感かん慨がい深ぶかげに口を開いた。

「これだけ居て処理落ちしないものなんですね……」

「はい？」

「さすが現実リアルと言うべきでしょうか。一昔前ならスプライトのちらつきがないことに違い和わ感かんを抱いだいていたかもしれません」

「……意味はよくわからんけど、人としてとてつもなくダメな発言であることはすごくよくわかる」

「私、人じゃなくて神ですが」

「余計悪いわ」

　ここは遊園地でも水族館でもなく、地元実み尋ひろ市しの繁はん華か街がい。

　俺たちがここに来ることになったのは、てとらさんから依い頼らいされた仕事のためだった。




　話は数時間ほど巻まき戻もどる。

「お仕事のお願いー」

　応接室に入った俺に、てとらさんはソファから体を起こしながら、のんびりと言った。

「はあ、いいですよ。どこかのドアが開かなくなったとか、棚たなが壊こわれたとかですか？　夕食メニューのリクエストなら請うけかねます。スーパーのセール内容と予算によってきっちり献こん立だてが決まってるんで」

「んー、私、ハンバーグがいいなー。半熟の目玉焼き付きで」

「……人の話聞いてましたか？　卵は買い置きがありますけど、ひき肉の特売は多分来週くらいなんで、それまで待ってください」

「ん、楽しみにしてるよー。私、天たか人とくんのハンバーグ大好きー」

　てとらさんはふにゃっと笑った。

「で、仕事って、それですか？」

「ああ、別件だよー。夕ご飯のお話をするつもりじゃなかったんだけど、天人くんが言ったから急に気になっちゃって、つい」

「さっき朝飯食べたところでしょう……」

「三度の飯よりご飯が好きなんだけど、喉のど元もと過ぎれば食べたの忘れるんだよねえ」

「いや何言ってんだあんた」

「もちろん寝るのも好き。そういえば、どうして食べると寝るは同時にできないんだろう、不思議ふしぎ」

「知りません」

　威い厳げんのかけらもないな、この神様。

「で、あらためてお仕事のおねがいー。――『天てん秤びんの会かい』としてのね」

「…………」

　俺は思わず居住まいを正した。

『天秤の会』――曙しよ光こう山ざん学がく園えん生徒間の互ご助じよ組織。

　曙光山学園は小中高大まで一いつ貫かんの大規模な学園だ。年代間の壁かべに囚とらわれず生徒たちの相談に乗り、アドバイスや援えん助じよをするというのが表向きの立場である。

　そしてその実態は、この寮の名のある神々で構成された統治機構。圧あつ倒とう的てきな力を背景に実尋市を治め、その秩序を維い持じし、人外たちに畏い怖ふされている存在だ。

　先日、とある事情により俺もその一員に加えられることになった。

「まあ、俺にできることなら」

　正直なところ自分の半はん端ぱな能力で役に立てるとは思えないのだが――

「大だい丈じよう夫ぶだよー。天人君、私の代行者なんだし」

　てとらさんは柔やわらかい微び笑しようを浮うかべた。

　俺の種族とてとらさんは、関係が深い。てとらさんの代理人として、その手足となって様々な役目を担になうべく作られた種族、その末まつ裔えいが俺なのである。

　もっともすでに契けい約やく切れのようなもので、本来なら何かの義務が生じることはない、そのはずだったのだが――先日のとある事件のせいで、状況が変わってしまう。

〝人ならざるもの〟との闘いで大怪我を負い、俺の命は消えうせる寸前だった。てとらさんが俺を代行者に任じ、それを口実に自分の力を分わけ与あたえてくれたことで、死の淵ふちから辛かろうじて生せい還かんすることができたのだ。

　そんなわけで、今、俺は彼女に従属している状態である。繋つながれた鎖くさりを通してその力の一いつ端たんに触ふれることができるのだが、その度に圧あつ倒とうされて身のすくむような思いを味わっている。

　……まあ、本体の言動はコレなんだけど。

　従属しているとはいえ、何かをしろと強制されることはない。でも大きな恩があるのは確かなので、役に立てることがあるなら恩返ししておきたいというのが、現在の俺の気持ちだ。そんなわけで、協力するに吝やぶさかではない。

「で、何をすればいいんですか？」

「んー、情報収集、というか、人ひと捜さがし、かな」

　てとらさんは一つ欠伸あくびを挟はさんで話し始めた。

「えーと、繁華街の方に不良？　ヤンキー？　ってのかな、そういう人たちがよく集まってるじゃない。喧嘩とか縄なわ張ばり争いとか、してるような」

「あー、いますね」

　とはいえ、『天秤の会』がヤンキー抗こう争そうの仲ちゆう裁さいに乗り出す必要があるとも思えないが。

「そのなかに、どうも魔ま術じゆつを使って暴れてる子が居るらしいんだよねー」

「魔術……ですか」

　手品とかイリュージョンとか、そういう人間界のショー的なものではないんだろうな、当然ながら。

「黒魔術とか白魔術とか、そっちの方ねー。一応あれ、人外由来の技術だし、まあ、個人で研究したりする分には別に見み逃のがしてもいいんだけど、この街であんまり派手に使われても困るかなーって」

「つまり、噂うわさを集めて、そいつを見つけ出せばいいんですね？」

「そ。軽くお灸きゆうを据すえておきたいから。ちょくちょく被ひ害がい者しやが出てるみたいだし、できるだけ早めに。お願いできるかなー？」




　そんなわけで俺は地元の繁華街に出ることにしたのである。

　怪け我が人にんが出ているなら確かに早期解決が望ましいし、月曜になって学校が始まると時間が制限されるから、今日のうちから動き始めた方がいいと判断したのだ。

　申し訳ないが亜夜花との予定は先延ばしにしてもらおうと思いそう伝えたのだが、意外なことに彼女は同行を申し出た。

「おとなしく留守番してた方がよかったんじゃないか？」

　亜夜花の顔色はあまり良くない。身体的に虚きよ弱じやくなうえに、人間世界の空気というか、人間の気配そのものを苦手としているのだ。俺にはよく分からない感覚だが、『人ひと混ごみで気分が悪くなる』の超ちよう重じゆう症しようバージョンみたいな感じだろうか。

「昨夜寝てないって言ってたよな。やっぱり状況と場所をよく選んで、人に慣れてからの方が――」

「一応私も『天秤の会』ですし、仕事のうちです。気き遣づかい無用。大丈夫」

「無理することないと思うけど……まあ、きつくなったら言えよ」

　亜夜花は無表情のまま素す直なおに肯うなずいた。

「んー、どうかな、それはちょっとそっけなさすぎやしない？　お姉、どう思う？」

「天人君のフォローの意図はちゃんと見える気がするけど」

「お外に亜夜花さまがいるというのはとっても新しん鮮せんなのですー！　感激なのですー！」

「……ボクまで来る必要ない気がするんだけどな」

　俺は振ふり返かえった。

「――で、あんたらはなんで居るんですか？」

　背後には万ま那なさん、千せん那なさん、ウルリカ、コウタの四人の姿がある。

「あたし、現場指揮官。駆かけ出しとブランク長いひきこもりだけに任せるわけにいかないじゃん」

「まあ、天人君たちを信じてないわけじゃないんですけどね。一応、念のためのお手伝い要員ということで」

「ご主人とのお出かけは、ウルリカたちの種族の最大の喜びなのですよー」

「万那に無む理り矢や理り引っ張ってこられたから」

　俺はため息をついた。

　ひとまず全員で手近なコーヒーショップに入ることにする。店内には六人分の席が空いていなかったので、オープンテラス席へ。こちらは人もまばらで落ち着いて座すわれそうだな。

「ありゃ、もう休きゆう憩けいなの？」

「このメンバーでぞろぞろ行動してたら目立ちすぎるでしょう。特にメイド服の女の子とか連れて歩いてたら――あ、別にウルリカを責めてるわけじゃないんだけどな」

　こうしている間にも、何あの子、可愛かわいいー！などと道行く人から指さされている。まあ無理もない。日本には金きん髪ぱつ幼女のメイドなどまず生息していないし、何より実際可愛いしなあ。

　ウルリカはきょとんと目を瞬またたかせたのち、首を傾かしげた。

「んーと、じゃあ天人さま、ウルリカはお洋服脱ぬぐですかー？　それとも犬になったほうがいいです？　いつもみたいに」

「……いや、どっちもしなくていい」

　なんか通りがかった店員のお姉さんに、愕がく然ぜんとした視線を向けられたぞ、今。

「で、俺としては、とりあえず、ちょっと話をしたいわけなんですが……」

　俺が切り出すと万那さんはうむ、と肯いた。

「じゃあ天人が奢おごるってことで」

「何が『じゃあ』なのか意味がわかんないです」

「普ふ通つう、誘さそった方が奢るもんでしょ、こういうのは。ささ、奢られてあげるから、遠えん慮りよなくどうぞ」

「――あー、そうですね。奢るのはいいけど、年少組の三人だけってことで」

　差別じゃないかなーだいたいなんで亜夜花が年少組なんだよー納なつ得とくいかないなーとぶつぶつ言う万那さんは放っておいて、俺はカウンターに向かう。

「……コーヒーにも色々あるのですね」

　好こう奇き心しんに駆られたのかくっついてきた亜夜花が、メニューを見上げて言った。そういや、こいつ普ふ段だんはあんまりコーヒー飲んでないな。苦いの嫌いなお子様味覚みたいだし。

「クリームたっぷりとか甘あまめにとかカスタマイズもできるから、希望があれば適当に頼たのむといいよ。あ、一応、俺の懐ふところ具ぐ合あいには配はい慮りよしてくれな」

　列に並んで、さてコウタとウルリカは無難にココアとかでいいか、俺はどうしようかな、などと考える。ショートのアイスで、キャラメルかバニラを――

　と、袖そでをくいっと引かれた。

「何？」

「――あの、あれは何語なのですか？」

　トールカプチーノホットトールキャラメルマキアートダークモカチップフラペチーノアイスグランデエクストラホイップヘーゼルナッツラテショートアイスワンショットダブルアーモンドホワイトモカ――

　客と店員さんの間のやり取りのことらしい。

「何語ってか……英語、かな？　次、俺たちだけど注文どうする？」

「……お任せします」

　なぜか逃にげるように俺の背中に回り込む亜夜花。

「そう？　じゃ、ココアでいいよな？」

　せっかく付いてきたんだから、自分で頼めばいいのに。

　サービスでドーナツも付けて、年少組の三人に置く。

「はい、食っていいよ。あ、ウルリカ、人前で尻尾しつぽ振ふっちゃ駄だ目め。――で、実際のところ、何の用なんです？」

　俺は千那さんに視線を向けた（ちなみに俺のラテは、千那さんが奢ってくれた。天使のような人だ）。万那さんはともかく、さすがにこの人は意味もなくくっついてきたりはしないだろうしな。

「いえ、ほんとにフォローなんですよ。亜夜花ちゃん、能力はともかく体力は人並み以下なわけですし、天人君も初めてのお仕事ですから、色々わからないところもあるでしょうし……困ることもあるんじゃないかなあ、と思ったので。――別に邪じや魔まするつもりはなかったんです、ごめんなさいね」

　千那さんはなぜか亜夜花にそう言った。言われた方は無言のまま、ドーナツを両手で持ってモシャモシャと囓かじっている。あまり機き嫌げんが良くないのかな？

「そう！　張り切るのはいいけど、天人は何も知らない！」

　突とつ然ぜん万那さんがびしっと俺に指を突つきつけた。

「知識もなく心構えもなく事に臨のぞむのはまさに自殺行こう為い！　そんなわけで、あたしたちがサポートしてあげようというのです。感謝するように！　――てかさ、例えば魔術使う奴やつを捕つかまえるたって、魔術がどんなものか知らないわけじゃん。一回くらいちゃんと話を聞いといても損はないよ」

「……まあ、それは確かに」

「そんなわけで専門家のコウタちゃん、解説よろしく！」

「結局人任せかよ！」

　俺のツッコミが炸さく裂れつ。しかし万那さんは涼すずしい顔で答える。

「誰だれから聞いても情報の価値は変わらないよー。てか、あたし、魔術よくわかんないし」

「……まったく、なんで連れてこられたのかと思えば」

　コウタはため息をついた。

「てかさ、話聞くだけなら寮でもいいだろ。なんでボクまでこんなところに来なきゃいけないわけ？」

「あんたはもう少し外に出なさい。趣しゆ味みの園芸と読書ばかりじゃ病気になるっての」

「それについては珍しく万那さんと意見が一いつ致ちするな。もっと健全な生活を送らないと」

　俺は同意した。コウタの場合、学校にも行っていないようだし特に気に掛かかる。

　助言された方は半はん眼がんの醒さめた視線で返答した。

「何か、言うことがおばちゃんじみてるね、二人とも」

「お、おば――」

　万那さんの口元が引きつる。

「まあ、いいよ。ドーナツごちそうになったし、その分は協力する」

　手に付いたパンくずを払はらい落おとし、コウタはテーブルに肘ひじを突いて俺を見た。

「さっき万那が魔ま術じゆつよくわかんないって言ってたけど、これはある意味当たり前なんだ。魔術ってのは、神々が行使する奇き跡せきの力をわずかでも自分のものにして使いこなしたいという、無力な人間のための技術だから」

　労せずとんでもない力を発揮できるような存在にとっては、そもそも不要なものだということか。

「多くの魔術は酔すい狂きような〝人ならざるもの〟によって人間に伝えられる。映画やゲームなんかにもよくあるよね、そういうシーン。魔ま術じゆつ師しが魔術書を使って悪あく魔まを呼び出し、大いなる秘ひ儀ぎを教えてもらう、みたいなの。フィクションは大抵演出過か剰じようではあるんだけど、まあイメージとしてはあんな感じ」

　うん、何となくわかった。

「で、厄やつ介かいなのは、さっきも言ったけど魔術ってのは一種の技術だってこと。選ばれたものだけが持つ特別な超ちよう能のう力りよくとかじゃなくて」

「つまり……ある程度のレベルまでは人を選ばす習得可能ってことか？」

「そ。もちろん一流になるには素質や才能が必要になってくるけど、基本的には知識と努力があれば、誰にでも使える」

「だから、あらゆる人間が容疑者になりうるわけだな」

　俺は顔をしかめる。確かに厄介だ。特定するのに手間がかかりそうである。

「加えてこの街特有の事情があるね。超ちよう常じよう的な現象を引き起こす以上、魔術を使っても普通の人の記憶には残らない」

「ああ、結界か……」

　認にん識しき修正の結界――常識からして考えられないような出来事を人間が目もく撃げきした場合、その記憶を自動的に無難なものに書かき換かえるという力だ。実尋市全体を恒こう常じよう的てきにカバーしている。本来、人外のものが人目に付いてしまった際の混乱を抑よく止しするシステムなのだが、こういう場合は裏目に働いてしまうようだ。

　魔術を使うシーンを、街に紛まぎれている〝人ならざるもの〟が、偶ぐう然ぜん目撃していれば覚えているだろうが――そんな都合のいい偶ぐう然ぜんはそうそう起こらないよなあ。

「あ、先生質問」

　俺はふと疑問を覚える。

「なに？」

「魔術師本人は基本的に〝人ならざるもの〟ではなく普通の人間なんだよな？　結界によって記憶を失ったりはしないの？」

「魔術という人外からの技術を使っている以上、魔術師本人は一いつ般ぱん人じんとは判定されず、結界の対象からははずれることになるね」

「あーなるほど。そうすると、やりたい放題になるよな」

　こうして考えてみると、確かに『天秤の会』が動くべき事案なわけだ。

　てとらさんの話によれば、標的は喧けん嘩かに魔術を利用しているようである。魔術そのものが記憶に残らなくても、連戦連勝なら間ま違ちがいなく不良の間で有名人になっているはず。地道な情報収集で辿たどり着つけるかもしれない。

「ありがとう。助かった。しかし、お前、詳くわしいんだな。万那さんは全然だったのに」

「専門分野の違ちがいなんですー。なに、天人のくせにナマイキ」

　万那さんはむくれた。

「まあボク本人が魔術師だしね」

「魔術師？」

　俺は目を瞬かせた。

「魔術師……って、基本的に普通の人間じゃなかったっけ？」

「そうだよ」

　そしてコウタは眉み間けんにしわを刻んだ。

「あのさ、もしかして気付いてなかった？　今までボクのこと、人じゃない何かだと思ってたの？」

「あー、そういや誰も教えてなかったっけ？　コウタ、寮で唯ゆい一いつの純人間だよ」

　万那さんがあっけらかんと言った。

「え、あれ？　えっと、ならリョウタさんは？」

「あれは人外」

　コウタは言った。

「寮に来る前からの付き合い。一番自然だから兄貴ってことで通している」

「ああ、そうなんだ……」

　複雑な事情がありそうだ。まあ、その辺りに踏ふみ込む気はないが、それにしても――

「しかし、すげーなあ」

「え？」

「てことはさ、普通の人間が努力して努力して『天秤の会』に加われるくらいの存在になったわけだろ？　それってとんでもないことなんじゃないか？」

　魔術については全くの門外漢だけど、素直にそう思った。

「い、いや……」

　コウタは少し戸と惑まどったように視線を逸そらした。

「ボクにとって魔術は、その、人生そのものみたいなもんだし、別に努力ってほどのことは……えっと……」

　意外な反応だった。耳が少し赤くなっている。

　子どもらしい表情もするんだな。普段ほとんど一人で居るから、あまり褒ほめられ慣なれていないのかもしれない。

「それで、一つ、注意するべき点として」

　千那さんがゆっくりと口を開いた。

「魔術師に魔術を教える〝人ならざるもの〟――人間に倣ならって悪魔と表現しましょうか、この悪魔がきわめてタチの悪い存在なことがあります。経験の浅い魔術師だけなら大した脅きよう威いではないですが、悪魔が術者に手を貸すようだと少し危険かもしれませんね」

「悪魔が人間に味方するんですか？」

「必ずというわけではないですが、彼かれないし彼女も何らかの目的があって人間に憑ついているわけですから、味方する価値があると思えばね。見捨てた方が利益に適かなうならそうするでしょうけど」

「……えっと、もし、そんなのに襲おそわれたら？」

「問題ありません」

　答えたのは亜夜花だった。ドーナツは食いきってしまったらしい。

「半天使ネフイリムの格はそこまで低くありません。並の悪魔なら十分戦えます。あなたは自分を過小評価しすぎですね。最悪でも私の存在が傍そばにあれば、手出しできるものはまず居ません」

「そそ、『天秤の会』の名前出せば、正面切ってやり合おうって根こん性じようのある奴はまーいないだろうね。あ、そもそもあたしたちが〝人ならざるもの〟の中でも並外れて強くて特別で格上なだけだから、比ひ較かくしてヘコむことないよー」

　万那さんは言った。なんでこの人は一言多いかな。

「さっきの話にもあったけど、見付けるまでが面めん倒どうなんだよね。だから、天人は当面情報収集に専念してくれればそれでいい。亜夜花もいるなら好都合。色々な場所に出入りできて行動範はん囲いが広がるしね、男女のカップルは」

「カ――――」

　何かに驚おどろいたように身じろぎした亜夜花がココアのカップを倒たおした。テーブルの上に甘い匂においが広がる。

「あーあ、何やってんだ……すみません、台だい拭ふき貸してくださいー」

「あ、ウルリカもお手伝いするのですー」

　小さなメイドさんは伸のび上あがってテーブルをわしわしと拭く。

　中身がそれほど残ってなかったのが幸いだったけど、もったいないな。食い意地張ったこいつのことだから残念がってるかなと横目で見ると、なぜか亜夜花は万那さんに抗こう議ぎするような視線を向けていた。

「利用できる立場は利用する。図太く行った方が良いと思うよー」

　万那さんは、どこか人の悪い顔でニヤニヤしていた。

　意味の分からない会話に首を傾げながらテーブルの上を片付けていたそのとき――

「離はなしてください！」

　不意に表の通りから大きな声が聞こえた。

　女の子が柄がらの悪い二人組に肩かたを抱かれている。望んでの状じよう況きようでないのは明白だった。

　俺は思わずそちらに駆け出そうとする。が――それより早く女の子は腕うでを振ふりほどくことに成功し、逃げるように去っていった。残った男二人は肩を竦すくめ、何やら下げ卑びた顔でぎゃはははと笑いあっている。

「あー、最近ああいう奴ら増えたよねー」

　万那さんがうんざりした様子で言った。

「そうなんですか？」

「ほら、成なる島しまって居たでしょ？」

「……ええ」

　俺は幾いく分ぶん複雑な気持ちで思い出す。高等部の二年生で、少し前に俺や梨り玖くが関かかわった事件の首しゆ謀ぼう者しやである〝人ならざるもの〟。そして今はもうどこにも居ない。

「あいつがこの辺りを押おさえつけてたんだけど、居なくなっちゃったもんだからもうバカがはしゃぐはしゃぐ。日が暮れてからなんかは、特に柄悪いみたいねー。シマ争いで、喧嘩が絶えないとか」

　逆に言えばその辺を調べていけば、目当ての魔術師に行き当たるということかな。

「あたしにとってはもちろん問題ないんだけど、学校の友だちを誘いにくくなったのが困るんだよなー」

　万那さんはため息をついた。

「……争いが好きですね、人間は」

　亜夜花がぽつりと言う。好意的な表情ではなかった。

「えっと、さ……」

　俺おれは少し考え、頭を一つ掻かいて続けた。

「こういうのも人間の一面であるのは否定しないけど。君はそれだけじゃないと思ってるから、もっと見てみることにしたんだろ？　ちゃんと、そっちも見られるよ」

　……多分。

「大丈夫だ。少なくとも人間相手なら俺がちゃんと守れるし、守るから」

　本来生死を司つかさどる強力な神ではあるのだが、人間の姿を取っている現在の亜夜花の体力は人並み以下だ。ちゃんと面倒を見てやらなければならない。

　亜夜花は無言で目を二、三度瞬またたかせ、そしてうつむき加減でこくんと肯いた。




◆　◆　◆




　きっかけは一冊の本だった。




　基本的にオレは独りを好む。空いている時間は廃はい工こう場じようの片かた隅すみで本を読むというのが、お気に入りの習慣だ。中身は何でも構わない。小説、詩集、随ずい筆ひつ、専門書、図ず鑑かん、通つう販はんのカタログまで、選より好ごのみせず目を通す。

〝それ〟が紛まぎれ込んでいたのは、古本屋で適当に買い込んだ何十冊かの本の山の中だった。

　ハードカバー小説本程度の大きさの、何やら見たこともない紋もん様ようがあしらわれた表紙。こんなものを買ったか？とパラパラとページをめくり――オレは異常に気がついた。

　ここに書かれてある文章は明らかに日本語でも英語その他の外国語でもない、未知の言語だ。しかし、オレはその中身を理解することができた。なぜか、すらすらとその意味するところが頭の中に流れ込んできたのだ。

　なにかの呪まじないの本らしかった。

　オレは最初の方のページに記き載さいされていた『召しよう喚かん術じゆつ』というものを試ためしてみた。術者に〝力〟を授さずける存在が呼び出せるらしい。

　魔ま方ほう陣じんを書き、香こうを焚たく。

　――何も起こらなかった。

　まあそうだろうな、と自分に苦く笑しようしたとき、頭の中に声が響ひびいた。

『おうおう、本に掛けられた隠いん蔽ぺいの呪法を突とつ破ぱするとはな。多少なりとも魔術の才を持つ人間に出会うのは久しぶりじゃわい』

　あえて例えれば、一〇〇歳さいの老ろう婆ばが出すような声に似ていただろうか。ただし、老婆の声はこんなに力強くないだろうが。

　オレは自分の耳を、次いで正気を疑った。

『どうじゃ、お主、力が欲ほしくはないか？』

「……力？」

『おうともさあ。わしの名は《魂たましい喰くらい》。人に人を超こえた力を教授するものよ』




　指定されたカラオケボックスの一室。

　扉とびらを開けると大音量の演歌が耳に飛び込んできた。

　部屋の中で一人マイクを握にぎっているのは若い男。ハデハデな柄シャツに脱だつ色しよくした金髪。絵に描かいたようなヤクザの下したっ端ぱだ。

　オレはただ黙だまって歌が終わるのを待った。経験上、こいつは気分良く歌っているところを邪魔されると激げき怒どするのを知っている。

　三曲ほど熱唱し、ようやく入力分が終わったらしい。男はこちらを向いた。

「よお、翔しよう馬ま」

「……お呼びすか、竹たけ林ばやしさん」

　暴力団事務所に出入りしているチンピラヤクザ。半年ほど前にこの街に流れて来て、たまたまケンカの場に居合わせたことから何かとオレに声を掛けてくるようになった。

　まあ座れやと対面のソファを勧すすめる。上じよう機き嫌げんのようだ。

「お前、こないだまた余よ所そのケンカチーム潰つぶしたそうじゃねえか。《怒乱ドラン》とかいったか」

　一いつ瞬しゆん何のことか分からず、記き憶おくを探さぐってようやく思い出す。ああ、この間腕を折ってやった五人組か。

「別に。売られたケンカ買っただけす」

「上出来だ。徹てつ底てい的てきにやれ。舐なめられたらしまいだからな」

「……うす」

「しかし、これでまたアガリが増えるなあ」

　竹林は笑う。

　解散したチームの縄張りは空白地帯になる。そこにオレたちが入りこむ。客が増える。金が稼かせげる。万ばん歳ざい。――そういうシステムだ。

「で、今日呼んだのはな、新しい商売の話だ」

　身を乗り出すと、竹林は声をひそめた。

「なあ、翔馬――お前、ドラッグに手ぇ出す気はねえか？」

「ドラッグ？」

「つってもハッパやＬ程度だけどな。せこくチケやパー券売ったりするよりはよっぽど金になる。いい卸おろし元もとが確保できそうでな」

　なるほど上機嫌の理由はそれか。

「……組の上の人には、何も言われないんすか？」

　こういうのは大たい抵てい組織の中で担当が決まっている。勝手な新規参入は疎うとまれるはずだが。

「黙もく認にんの約束を取り付けた。あとはどれだけ金を稼げるかで俺の立場が決まる。お前と組めば結構な量が捌さばけるはずだ。損はさせねえよ」

　竹林は黄ばんだ歯を剥むき出しにして、オレの肩を叩たたいた。振り払ってやりたくなる衝しよう動どうを覚えたが、実行はしなかった。

「お前はお前でどんどんケンカしてでかくなれ。――なあ、俺は、お前がこんなとこで終わる奴じゃねえと思ってるんだ。俺と一いつ緒しよにもっと上に行こうや」

「…………」

『良い申し出ではないのか？　うん？』

　頭の中で揶や揄ゆするように笑う声。うるせえ、と怒ど鳴なりつけたくなるのを辛かろうじて堪こらえる。

　縄張りが広がれば商売の規模は大きくなる。名前が上がれば強ごう引いんな商売に逆らえる奴もいなくなる。いいことずくめ。

　強ければ金が儲もうかる。

　そういうクソみてえな世界。

　――くだらねえ。ほんっと、くだらねえ。







二章　刻まれた黒歴史







　プレハブ校舎での昼休み。教室では三々五々、クラスメイト達たちが弁当を広げている。

　とある事件で校舎が半はん壊かいしたため、現在突とつ貫かん工事で補修中。その間授業は校庭に建設されたこの臨時教室で行われている。急造なだけあって風通しが悪く、防音、断熱効果も低い。夏場までにはなんとか本来の校舎に戻もどりたいと、生徒の間ではもっぱらの評判だった。原因に一枚かんでいる身としては、多少の罪悪感を覚える。

「――んー、今、有名なのといえば《怒乱ドラン》てのと、あと《ＦＦフエイクフイスト》かなあ」

　同級生の細ほそ屋やからはそんな答えが返ってきた。

　街で暴れてる不良グループで有名なものを知らないかと尋たずねてみたのだ。情報収集の一いつ環かんである。俺の通う曙しよ光こう山ざん学がく園えんはそれなりに大きな学校であり、自然、うわさ話も結構な量が集まってくる。

「人数は《ＦＦフエイクフイスト》の方が多いけど、凶きよう暴ぼうさでは《怒乱ドラン》だろうな。ケンカになると手段を選ばず徹底的にやるとか。あー、でもこの間、《ＦＦフエイクフイスト》に潰されたって話も聞いたな。《ＦＦフエイクフイスト》の方はなんせリーダーがムチャクチャ強いらしくて、ケンカ無敗らしい。――人外なんじゃないかって俺は踏んでるんだけどね」

　自身も水すい妖ようの眷けん属ぞくであるという細屋はそう言った。人間社会に関する基き礎そを学ぶため、学校にも一定割合の〝人ならざるもの〟が通っている。

「なんか、成なる島しまが居なくなったせいで街が荒あれてるって聞いたけど」

「あいつ、あれで悪い連中の顔役みたいなもんだったしなあ。ま、別に俺は不良同士のケンカには興味ないから、どうでもいいけど。繁はん華か街がいでウォッチできる女の子の姿が減ったのが、ちっと悲しいくらいでさ」

「あんまりじろじろ見てると気味悪がられるから、ほどほどにな」

「……はッ！」

　細屋は突然かっと目を見開いた。

「これだから！　これだからリア充じゆう様は！　お前みたいに美女美少女に囲まれた生活してれば、そりゃ道行く女の子を愛めでたくなる気持ちなんかわからないでしょーよ！　ああ、羨うらやましい！　超羨ましい！」

「……別にリア充でもないと思うけどな、俺」

「だが聞けよ、名な塚つか！　もう勝ち組はお前だけじゃねえ！」

　俺の呟つぶやきは無視された。

「この俺がそうやってガールウォッチングをしているとだ、なんと、逆ナンというものをされてしまったのだ！　それも二回！」

「ほんとか……？」

「本当だとも」

　細屋は胸を張った。

「一人はなんか、すごく優やさしい子でさ、ほとんど初対面の俺の幸せを一いつ生しよう懸けん命めい祈いのってくれるんだよ。感動しちゃったな」

「……もう一人は？」

「何か美術に詳しいお姉さんで、絵について色々教えてもらったなあ。名塚お前、シルクスクリーンって技法知ってるか？　財産価値もあるらしいぞ。なんかよくわからんけど」

「……それで、その子たちはどうした？」

「最初の子とは笑え顔がおで別れたよ。ニコニコしてたからまた会えるかもな。お姉さんは、俺が高校生だってわかるとどっか行っちゃった。もっと大人な男が好みだったのかな。まあ、年ねん齢れいはしょうがないよな」

「うん……付き合う相手は慎しん重ちように慎重を重ねて選んだ方が良いぞ」

「？　もちろんそのつもりだが？」

　俺はがんばれ、と細屋の肩を軽く叩いた。




　警察にいる顔見知りの協力者にも話を聞き、ある程度情報を整理する。どうやら細屋の話にも出てきた《ＦＦフエイクフイスト》という集団が最近急激に勢力を伸ばしているらしい。

　あとは自分の足を使っての情報収集だ。

　しかし――改めて思うと、地味な仕事だなこれ。まあ、『天秤の会』の面々は能力がぶっ飛んでる代わりに、人間相手のコミュニケーションに不安を抱かかえる人が多いので、その意味では俺が適任なのかもしれないけど。

　今日で聞き込みも三日目。俺は亜あ夜や花かと二人、てくてくと繁華街を歩く。

　人間に話を聞くのは俺の役目。亜夜花は人外の存在を見付けるとそれとなく教えてくれる（俺にはまったく見分けが付かない）。彼らは記憶修正結界の影えい響きようを受けないので、優先的に話を聞いてみることにしているのだ。

《ＦＦフエイクフイスト》については、かなり詳しく知ることができた。対たい抗こうするグループが次々倒れて、今や文句なしのトップに上のぼり詰つめそうな勢いだという。

　溜たまり場ばになっているのは少し離はなれた廃工場。ヤクザが土地の権利を持っている一帯であり、つまりは半ば公こう認にんの下部組織なのではないかという噂うわさもある。

　リーダーに関しては、『ショーマ』という通つう称しよう以外よく分からない。あまり人前には出てこないらしい。ケンカに無類の強さを誇ほこっていることはここでも聞けた。ただ、今のところ、魔ま術じゆつ師しと特定するだけの決定的な情報は入っていない。

　日も落ちてきたところで、一いつ旦たんコーヒーショップに入って休きゆう憩けいすることにした。この間と同じ店の、同じオープンテラスである。

「……よく続くなあ、君も」

　俺は席でぐったりとしている亜夜花を見下ろす。

　無表情なので感情は読み取り辛づらいのだが、疲ひ労ろうで死にかけているのはよくわかる。身体能力的には小学生以下の神様なのだ。とはいえ、不平は口に出さない。

「無理すんなよ。限界なら帰ってもいいぞ」

「平気、です……」

　机に突つっ伏ぷしてる様子からはそう見えないけどなあ。俺は亜夜花の目の前にカップを置いた。

「ほれ、ジュース。奢おごり」

　俺が飲み物を買ってきて奢るのが定番コースになりつつある。

　どうも先日ので怖おじ気けづいてしまったらしく、亜夜花はこの手の店で自ら注文しようとしない。ネット通販なんかの方がよっぽど複雑のような気がするんだけどな。まあ体力的にも余よ裕ゆうはないのだろうし、いちいちツッコまないが。

「……寮りようで、倒れたりすると、ガミガミ、うるさいのに、外では、ずいぶん態度が、違いますね」

「そりゃね。手伝ってもらってるわけだし、ネトゲで三日徹てつ夜やしてぶっ倒れたとかいうのとは事情が違う」

「……なら、もう少し、付き合います」

「ほんとに大だい丈じよう夫ぶか？　――じゃ、しばらく休んだらな」

　亜夜花の回復を待つ間、俺は通りを眺ながめる。

　日が落ちると、少しずつ道行く人にも変化が表れる。制服姿の学生が減り、お酒の飲める年ねん齢れい層そうが増えてくるのだ。街が荒れてるという話だったが、こうして見ると確かに健全風な若者が姿を消すのは早くなっているのかな、という気がする。

　しっかし、薄うす着ぎの女の人、多いよなあ。ここ数日は天気が良く暖かかったせいか。

　何というか、いい感じのバストやヒップにはつい目を奪うばわれてしまう。これでは細屋のことを笑えない。――おおっ、あのお姉さん、すげえロケット型。人類は今、重力の束そく縛ばくから解放され自由に！

　ふと視線を感じて横を向くと、亜夜花が睨にらむように俺を見ていた。

「……どうした？」

「いえ、別に」

　？　疲つかれて機き嫌げん悪くなってるのかな？

　しかし、ひきこもりが外に出る気になったのはいいけど、亜夜花にとっては優しくない環かん境きようだな、ここは。今は仕方ないが、人間を知ってもらうならもう少しそれに適した場所を案内してやりたいところである。

「――ダメ！　返して！」

　と、そのとき、そんな悲鳴が聞こえた。

　声を上げたのは少女。二人乗りの原付にバッグをひったくられたようだ。

　どこか見覚えのある子だな、と思いつつ、俺は反射的に飛び出して追いかける。とはいえ、さすがに原付と競争は辛いか――と、その瞬しゆん間かん、細い路地を曲がったところで突とつ然ぜん標的がバランスを失って派手に転倒した。

「何やってんだバカ！」

「いや、あ、あれ、何か急に体から力が抜ぬけて……」

　よっし、追いついた！

「おい、今盗とったもん返せ！」

　俺が駆かけ寄よると、一人がオラァ！と威い嚇かくの声とともに殴なぐりかかってきた。一発殴って怯ひるんだところで逃にげ出そうと思ったのだろうが、甘あまい。俺はあっさりと手首を捕まえる。

「お？」

　振ふり払はらおうとしてもぴくりとも動かないことに驚きの声を上げ、次いで骨が砕くだけそうな激痛に真っ青になる。

「い、いた、い、いってえ！　離はなせボケくそったれえぇ！」

「離すわけないだろ」

　俺は男を確保したまま、道路に落ちたバッグを拾い上げる。

「お、おい、アキ、ショーマ君呼んで来い！　こいつ、やべぇって！」

　男はもう一人に叫さけんだ。相棒の方は原付を放ほう棄きして、そのままおぼつかない足取りで走り出す。追おうかどうか一瞬迷ったが、ひとまずバッグを持ち主に返して、こいつを警察に突き出すのを優先させることにした。

　だが……男を引きずるようにして大通りに戻った俺は思わず眉まゆを寄せていた。

「……おい？」

　亜夜花が椅い子すから落ちて地面に倒れていた。

「どうした、大丈夫――」

　注意がそれた瞬間を突き、男が腕を振りほどいた。しまった、と舌打ちしたが、逃げる男には構わず俺は亜夜花に走り寄る。

「……うー、目が、回る」

　意識はあるようだ。俺はほっと息をつき、様子を見にきた店員さんに大だい丈じよう夫ぶですと告げて安心させる。

「一時的に、あの男の体機能を、死の側に傾かたむけて、自由を奪って――」

「ああ、わかった、ありがとな」

　原付を運転していた男に対して力を行使し、俺のアシストをしてくれたのだ。が、疲ひ弊へいした体が持たずそこで体力が尽つきたらしい。

「仕方ない、今日は引き上げようか。ちょっと待ってろ」

　俺は取り返したバッグを渡わたそうと、周囲を見回す。

「……あれ？」

　そして間ま抜ぬけな声を上げていた。

　バッグの持ち主である少女の姿は、いつの間にか消えていた。




◆　◆　◆




「……邪じや魔まだ、どけよ！　――ショーマ君！」

　血相を変えたアキがカイを蹴けっ飛とばしつつ工場に飛び込んできたとき、オレはちょうど読みかけの文庫本の最終章に入ったところだった。

「へ、変な奴がさ、原付ゲンチヤこけたら、なんか、トウヤが――」

「ああ？」

　意味わかんねえよ。ちゃんと喋しやべれ。

　落ち着かせて聞いてみると、トウヤが変な奴に絡からまれて捕つかまったということらしい。手を貸してくれということで、その場にいた仲間と共に現場へ向かうことになった。めんどくせぇが、立場上放ってもおけない。

　アキを先頭にゾロゾロと足を急がせる。――と、むこうから捕まったはずの当人が、手首を押おさえて毒づきながら歩いてくるのに出くわした。

「お、トウヤ？　大丈夫だったのか？」

　アキが言った。

「ああ、何とか逃げてきた。くっそ、あのヤロ！」

　憤ふん懣まんやるかたない様子で道みち端ばたのゴミバケツを蹴り飛ばす。

「……何があったんだよ」

「あ、ショーマ君、すんません。ちょっと変な奴ともめたんすよ。見た目は普ふ通つうっぽい奴なんすけど、これがえらいバカ力で……」

　トウヤは紫むらさき色いろのあざが付いた手首を見せる。

「原付ゲンチヤに二ケツしてたら、なんか、追いかけてきて……」

　アキが説明する。

「ほー、原付で走ってるだけで追いかけてきたのか？　しかも追いつかれた？　えらく足の速い奴なんだな。どうせロクでもねえことやって、ハシャイでたんだろうが」

「いえ、その……ちがうんす。えっと、俺がなんか急に体調おかしくなって、転んだところを……」

「ええ？　体調おかしくなったの？　急に？　虚きよ弱じやく体質？」

　カイがずれたことを言って、ぺたぺたとアキの体を触さわる。そしてるせぇ！と怒鳴られまた蹴飛ばされていた。

「つまり、今からノコノコ行っても、そいつはもういねえんだな？」

「え、はい、たぶん。それに、その、ポリ来てたりするとやべぇし……。でも次、あいつに会ったらショーマ君、ぶっ殺しちゃってくださいよ！　このままだと俺ら舐なめられっぱなしなんで」

「機会があればな」

　そうトウヤに答えると、俺は興味のなさを隠かくそうともせずに踵きびすを返した。人ひと騒さわがせな話だ。さっさと帰ろう。

『…………ふむ』

　そのとき、《魂喰らい》がぼそりと呟いた。どうした？と俺は小声で問う。

『……いやいや、大したことではないよ、ほっほ』

《魂喰らい》はそう言って、それきり口を噤つぐんだ。




＊　＊　＊




「おかえりー、たか兄」

　ニュートラルハウスに戻ると、エプロンを着けた梨り玖くに出で迎むかえられた。

　てとらさんに任された仕事があるうちは、夕食当番を代わってもらっているのだ。

「夕ご飯残してあるよー。すぐ食べる？」

「あ、いや、今はいいよ」

「じゃあ先にわ・た・し？」

　笑顔の梨玖。いや何言ってんだお前。

「え……天たか人とさま、梨玖さまを、食べちゃうですか？」

　同じく迎むかえに出てきたウルリカが、目を丸くした。

「い、痛くないです？」

「んー、どうだろ。聞くところによると、最初のうちは痛――」

「食べねえよ。子どもに変なこと吹ふき込むなよ。――おい、歩けるか」

　俺は背中におぶっていた亜あ夜や花かをゆっくりと下ろす。辛うじて自分の足で立てるようだ。

「あれ、亜夜花ちゃん、どうしたの？」

「体力の限界らしい。梨玖、悪いけどちょっとこいつ部屋に運んで看みてやってくれないか？」

「はいはい、了りよう解かい」

　梨玖が肩を貸そうとすると、亜夜花はうぅーっと唸うなり声ごえを上げた。

「あ、あなたの、世話になど、は……」

「だーめ、たか兄の言いつけだから。あと私、他人に貸しつくるの結構好きだしねー。はいはい、力ずくで連れてくよー」

　弱々しい抵てい抗こうの声を無視してひょいと小さな体を抱え上げると、梨玖は亜夜花の部屋に向かった。




「天人、おつかれ――おや、いいバッグ」

　食堂から引き上げてくる万ま那なさんが目ざとく見つけて声を上げた。ちょうど夕食が終わったところらしい。

「どしたの、それ？」

「ひったくりに行き合って、取り返したんですけど――」

　俺は経けい緯いを説明する。

「ふーん。で、そのまま持って帰ってきちゃったわけ？」

「一応辺りは捜さがしてみたんですが、亜夜花の具合も気になりましたし。まあ、改めてどこか交番にでも届けて――」

「うわー、これ、ブランド物だ。マジ高級品だねー」

　万那さんは人の話を聞かず、バッグを手にとって矯ためつ眇すがめつしている。

「んー、あたしじゃちょっと手が出ないなあ。バイト増やしてコツコツ貯金したらあるいは何とか……ちょっと羨ましい。これの持ち主、いくつくらいの子だった？」

「多分、俺と同じかちょっと下くらい」

「うーむ、生意気な。お金持ちの子かなあ。――あれ、そういえば、このバッグ、最近どこかで見たような……」

　首を傾かしげながら万那さんは中を覗のぞき込む。

「あ、財さい布ふに携けい帯たいも入れっぱなしだ。困ってるだろうねー。あと化け粧しようポーチと……なぜか、ノートが一冊。何だろこれ」

　何の変へん哲てつもない大学ノート、俺も授業で使っているようなやつだ。

「名前か学校名でも書いてないですか？」

「待って、今調べて――っと」

　万那さんが手を滑すべらせた。ノートはページを開いてばさりと床ゆかに落ちた。
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「…………」

「…………」

　俺たちはそろって沈ちん黙もくした。いや、圧あつ倒とうされて言葉が見つからなかったと言う方が正確だろうか。

「……………………………………………………………………………………うわあ」

　時計の秒針が一周するほどの時間を置いて、ようやく万那さんの口からそんな声が漏もれた。

　まさにうわあ、だ。

　愚ぐにもつかない空想に身を委ゆだねた経験の一つや二つ、誰だれにだってあるだろう。もちろん俺にだってある。むしろ最近まで割と本気で無敵のヒーローを志していたクチだ。

　だが、その俺から見てもこれは凄すごい――というか、あまりに痛々しいと評するに足る記述群だった。目に付いたところを斜ななめ読よみしただけで、ツッコミ所が数え切れないほど見つかるよ？

「……どうします？」

「どうって……見なかったことにするのが、大人の対応ってものよね。武士の情け的な意味でも」

　賛成だ。万那さんはノートを拾い上げて、ぱたんと閉じた。

「えーと、話を戻すけど、このノートはともかくとして、バッグの持ち主は困ってるんじゃないかなー」

「だとしたら、姿を消しちゃった意味がわかりませんけどね」

　まあ、先方の事情がどうあれ、持ち主に渡すのが筋ではある。

「ん、よし。じゃ、今から、これ返しに行こうか」

　突然万那さんがそんなことを言い出した。

「え、どうやってです？」

「魔ま術じゆつの力で。失うせもの捜し、持ち主捜しは魔術の基本だよ」

「万那さん、魔術よくわからないって言ってませんでしたっけ？」

「うん」

　万那さんはいい笑顔で肯うなずいた。

「だからコウタにやらせる」

　また他人任せかよ。




「あ、いたいた。あの子だね」

　万那さんが指さした。

　繁華街からほど近い公園。弱々しい街灯だけの薄うす暗くらがりの中、少女が一人途と方ほうに暮れた様子でベンチに腰こし掛かけている。

　コウタはぶつぶつ文句を言いながらも、魔術で持ち主の位置を特定してくれた。何でも所有物と所有者の間はある種の目に見えない絆きずなでつながっているらしく、確かに魔術としては初歩の部類なのだそうだ。

　まあ醒さめた物言いや態度の割になんだかんだと付き合いいいよな、あいつも。また今度桜おう寿じゆ屋やのシュークリームでも買ってお礼しとこう。

　渡すだけなら俺が一人で出向いても、と言ったのだが、万那さんは同行を主張した。

「その子にしてみたら、ついさっき怖こわい目にあったところなのに、知らない男と一対一になるのはいい気分しないでしょ。あと、少し気になることもあるしね……」

　とのこと。

「ねー、そこのあなたー」

　万那さんが呼びかけると、少女は弾はじかれたように顔を上げた。

「これ、あなたのバッグじゃない？」

「あ……」

　顔がぱっと輝かがやく。そして奪うような勢いでバッグを受け取ると、中身を確かく認にん。

「そ、そうです！　間ま違ちがいないです。ありがとうございます！」

　そこで怪け訝げんそうに首を傾げる。

「……あの、でも、どうして私がここにいるとわかったんですか？」

「バッグ返そうと思って、そのあたりを捜してたんだ。諦あきらめて帰ろうとしたときに、たまたまこの公園に居るの見つけて」

「運が良かったねー、天人」

　適当な言い訳だが彼かの女じよは信じたようだった。

「あなたは……ひったくりからバッグを取り返してくださった方ですね。あのときは何も言わず立ち去ってしまって、本当に申し訳ありませんでした。改めてお詫わびとお礼を言わせていただきます」

　立ち上がって一礼する。

　整った顔立ちで、きりっとした眉が気の強い印象を与あたえる。言葉づかいは丁てい寧ねい、姿勢も背筋の伸のびた非の打ちどころのないもので、育ちの良さがうかがえた。

「で、あなたさ、何日か前も繁華街のあたり、うろうろしてたよね。鞄とか服が印象的だったんで、覚えてたんだけど」

　万那さんの言葉を聞いて、俺も思い出した。この前の日曜、ナンパを振ふり切きってた子だ。亜夜花やウルリカたちとコーヒーショップに居たとき見かけた。

「何か訳アリかな？」

「…………」

　少女は沈黙した。万那さんの意図を推おし量はかるような視線を向けている。

「いや、地元民としてのなーんとなくの勘かんなんだけどさ。あの辺りに遊びに来る人間の格好としては浮ういてるんだよね。服も持ち物も高級過ぎて。だから目立つしナンパやひったくりの標的にされたんだと思うけど。……でも、嫌いやな目に遭あっても懲こりずに繰くり返かえしあそこうろついてるんだよね？」

　返答はまた無言。戸と惑まどい半分、警けい戒かい半分といったところだろうか。

「えーと、個人の事情に立ち入るようだったらごめんね。でも、困ってるなら何か手伝えたらと思ったからさ。よかったらおねーさんに相談してみない？　あ、あたし柚ゆず原はら万那。こっちの男は名な塚つか天人ね。よろしく」

　俺は少し感心した。こういうときの万那さんは気さくで頼たよりがいのある姉あね御ごに見える。

　普ふ段だんのだらしなくてはた迷めい惑わくな性格を知っている分、意外に感じられるが、これも確かに彼女のひととなりの一面ではあるのだろう。

　少女はまだ少し悩なやむ表情を見せていたが、やがて決心が付いたのか顔を上げた。

「私、十と川がわ蛍ほたると言います」

「歳とし、訊きいていい？」

　蛍ちゃんは少しためらったものの、肯いて答えた。

「一五歳さい、中学三年生です」

　亜夜花の人間界での設定や、梨玖と同じ歳か。もっとも梨玖は小こ柄がらな童顔だし、亜夜花に至ってはさらに小さく発育不良の小学生レベルなので、二人に比べれば蛍ちゃんはかなり大人っぽく見える。

　ここ実み尋ひろ市しから電車で二時間半ほどの街に在住。実家は総合病院を営んでいるそうだ。うん、確かにお金持ちのお嬢じよう様さまな雰ふん囲い気きはあるな。といっても、人を見下したり、あるいは変に浮うき世よ離ばなれしているという意味ではない。しっかりと地に足のついた品の良さがあるってことだ。
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「私には三つ年上の兄が居ます。数年前から家出していて音信不通だったのですが……最近、人づてにこの街で姿を見たという話を聞きました」

　ここの不良集団のなかで、最近目立って名前を上げている人間が居る。それが彼女の兄に似ているのだそうだ。

「だから確かめに？」

　俺おれは尋たずねた。

「はい。それで、ここ数日、繁華街を歩いていました。――確かめて、もし兄なら実家に連つれ戻もどすために」

　ずっと空から振ぶりに終わっているのですが、と蛍ちゃんは小さく付け加えた。

「連れ戻すって……君が？　そういうのは普通、ご両親の役目なんじゃないかなと思うんだけど」

　少なくとも俺が家出したら連れ戻しに来るのは親おや父じだろう。怒ど声せいと拳げん骨こつ付きで。

「……両親は忙いそがしいので、あまり煩わずらわせたくないのです。いずれにしろ、まず本人かどうか確認しないと始まりませんし」

「まあ、それはわからないでもないけどなあ……えーと、蛍ちゃん、家からこの街まで、毎日通ってきてる？」

「いえ、それは時間のロスが大きいので、ホテルに泊とまっています」

「じゃあ、その、学校は？」

　中間考査も間近な時期である。休みということはないはずだ。

「…………」

　黙もく秘ひされた。

「ごめん、別に責めるつもりはない」

　褒ほめられたことじゃないんだろうけど、まあ、今ここで俺がそれを言っても仕方ないし。

「お金と時間の余裕がどのくらいあるのかなと思って。それによって、色々変わってくるから」

「お金は大丈夫です。バッグ、取り返してもらいましたし。時間の方は……両親とも仕事でほとんど家に帰ってきませんし、学校には法事で遠くの親しん戚せきの家まで出で掛かけると連れん絡らくしてあります。でも正直、あまり長くは」

　なら、あと二、三日というあたりが限界かな。

「お兄さんの名前教えて。あと顔写真とかないかな？」

「え」

　蛍ちゃんは目を瞬またたかせた。

「あの、手を貸してくださるんですか？」

「……いや、君、そのために事情を話してたんじゃないの？」

「いえ、まさか見ず知らずの人がそんなに簡単に――」

「別に見ず知らずじゃないだろ。俺は君に会ったし、名前も知ってる。……まあ、成功は保証できないけどな。それでよければ手伝うよ」

「こいつ、こういう奴やつだから遠えん慮りよすることないない」

　万那さんが笑いながら背中を押おした。

　ありがとうございます、と蛍ちゃんは深々と頭を下げた。

「兄の名は十川翔しよう馬まと言います。写真は……ありません。家に残っていなかったもので。ただ、手掛かりはあります。今日、私からバッグを取ろうとした二人組、居ましたよね」

「ああ、原付のな。もちろん覚えてる」

「名塚さんが取り押さえてくれたとき、犯人の一人が言ったんです。『ショーマ君呼んで来い』って」

　そういえば、相方にそんなことを怒ど鳴なっていたな。

　おそらく奴らのボスなのだろう。俺の情報収集の成果によれば、《ＦＦフエイクフイスト》とかいうグループのリーダーがそんな名前だった。十川翔馬、ショーマ君、同一人物だろうか。調べる価値はありそうだ。

「私、確かめるつもりで、身を隠して様子を窺うかがっていたんですが……結局、それらしき人間は誰も現れませんでした」

「あ、だから姿が見えなくなってたわけか」

「すみません、名前を耳にして少し冷静さを失っていたもので、バッグのことが頭から飛んでしまって……お手数をお掛けしました」

「でもなんで隠れる必要があったの？　お兄さんがやってきたなら、直接会って話をすればいいと思うけど」

　俺が言うと、蛍ちゃんは一いつ瞬しゆん、言いよどんだ。

「……それは……その、私と兄の関係はあまり良くないからです。私が捜しに来たことを知れば、兄はおそらくまた姿をくらませてしまうでしょう。それだけは絶対に避さけなければいけなかった」

　数年ぶりにつかんだ手掛かりでしたから、と蛍ちゃんは呟くように言った。

　んー、これ以上は踏ふみ込みづらい雰囲気だな。

「話変わるけどさ」

　と、そのとき万那さんが突然口をはさんだ。

「中に入ってたノート見ちゃったんだ、ごめんね」

「あ、いえ……」

「あれ、お兄さんの？」

「そうです。あんな妙みような内容でも、兄の残したほとんど唯ゆい一いつといっていい品ですし、何かの手がかりになるかと持ち歩いています。せめて日記とかならまだ格好が付いたんですけどね」

　蛍ちゃんはため息をつく。

　目の前の少女と黒歴史ノートはイメージが合わないと思っていたが、兄のものだったわけだ。納なつ得とく。

　もっとも、もし自分がこんなのを他人に見られたら恥はずかしさで死にたくなるだろうし、形かた見み扱あつかいで持ち歩かれるというのもどうなんだろうと思うけど。

　蛍ちゃんの宿しゆく泊はく先さきを聞き携帯電話の番号を交こう換かんして、ひとまず俺たちは別れた。

「……俺、手伝うとかあっさり約束しちゃいましたけど、いいんですか？」

　帰き途とにつきながら尋ねる。

「ん？　なんで？　やっぱ安やす請うけ合あい後こう悔かいしてんの？」

「そうじゃないですけど……なんで止めないのかな、と思って」

　むしろ、万那さんは賛成していたよな。

　止められても手を貸したとは思う。なんか、困ってる子をそのままにしておくのも気が治まらないというか、まあ、そういう性しよう分ぶんなのだ。

　ただ『天てん秤びんの会かい』の神の一柱である万那さんが、あっさりとそれに同意したのは少し意外だった。会が動くのはただ街の秩ちつ序じよのため。単純な親切心とは縁えん遠どおい組織であり、時に人間に対して冷れい徹てつともいえる判断を下すことを俺は知っている。

「現場指揮官としての判断よー。『ショーマ君』って、確か容疑者の筆頭っしょ？　どのみちそいつと顔合わせて確認しなきゃなんないし、もしそいつが捜してる魔ま術じゆつ師しだったなら、さっさとこの街を出て実家に帰ってもらった方がありがたい。蛍ちゃんの目的が達成できれば、誰にとっても丸く収まるってわけ」

「まあ、それはそうですね」

　なるほど。ちゃんとこちら側の実利をにらんでたわけか。

「納得したら存分に尊敬しなさい」

　ふふん、と胸を反らす万那さん。

　――あれ？

　と、そこで俺は気付く。俺が蛍ちゃん手伝うって言って万那さんがそれを後あと押おししたのって、ショーマ君の話が出る前じゃなかったか？

「――ふーん……」

「……なにニヤついてんの、気持ち悪い」

「いえ何でも」

　意外に甘いんだな、と思っただけですよ。

　む、と面おも白しろくなさそうに眉をひそめると、反はん撃げきのつもりか万那さんは話を振ってきた。

「で、天人、何か手はあるの？」

「え、俺？　指揮官、万那さんじゃないんですか？」

「もともとあんたの担当」

「そうなんですけど……えーと、俺らの方もあんまり目立つわけにいかないですよね。派手な強きよう硬こう手段に出てやっぱり間違いでしたってなると、真犯人に警戒されちゃうでしょうし。だから、まずその『ショーマ君』が魔術師だって確証を得ること。そのためには、このまま情報収集の継けい続ぞくをして、蛍ちゃんの方はどこかのタイミングで彼の顔を確認してもらって――」

「ぬるいなあ」

「確実ですよ」

「好みじゃないんだよねー、ふむ……」

　そこで何かを思いついたような顔になった。

「――発想を逆転させてみようか。とことんまで目立ってみるというのはどうかな？」

「は？」

　意味がよく分からない。

「で、翔馬クンに出てきてもらうの。向こうから自主的に」

「できるんですか？　そんなことが」

「んー」

　万那さんは唇くちびるに指を当てしばらく何かを考えていたかと思うと、今度は俺の姿を頭のてっぺんからつま先までジロジロ見ながら、ふんふんと肯いている。

「多分、大だい丈じよう夫ぶかな。うん、いけるいける」

　楽しそうな万那さんに、俺は何となく嫌な予感を覚えた。
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　翌日。

　俺は学校帰りに繁はん華か街がいへ立ち寄った。

　ここ数日は一度寮りように帰ってから亜夜花と一いつ緒しよに来ていたのだが、彼女はまだダウン中なので今日は一人きり。そのまま、やや寂さびれた地区にあるカラオケボックスへと向かう。別に一人カラオケの趣しゆ味みがあるわけではない。万那さんにそう指示されたのだ。

　この近辺には幾いくつもカラオケボックスがあるが、中でもここはとりわけボロっちい。機械は旧式だし、壁かべは黄ばんでるし、変な臭においするし……。まあ、空いてるうえに安いから文句を言う気はないんだけど。

　指定時間の五分前に現場着。部屋に通され、そこから待つこと三〇分。ようやく万那さんがやってきた。

「おまたせー」

　寮で着き替がえてきたのか私服姿である。そして何やら荷物を幾つか抱かかえている。大きめのバッグ、小さめのバッグ、一〇〇円ショップのビニール袋ぶくろ――

「……何ですか、それ？」

「いいもの」

「いいもの？」

「具体的には、天人の任務をお助けする秘密道具」

　万那さんは機き嫌げん良さそうな鼻はな唄うたとともに小さい方のバッグを開け、何やら紙束を取り出した。書かれてある内容をチラ見し、俺は戦せん慄りつを覚える。これは――もしや、あの黒歴史ノート？　蛍ちゃんから借りてコピーしてきたのか？

　嫌な予感がどんどん大きくなるんですが。

「さて……じゃ、天人は脱ぬいで」

「は？」

「上も下もね。そんで着替えて」

　バッグの一つを渡される。黒い革パン、黒いロングコート、黒いブーツ、シルバーロングのウィッグ。

　もはや最悪な予感しかしない。

「あ、ちなみにここの監かん視しカメラはダミーだから、気にすることないよ」

「それ以前の問題でしょう！　やですよ、こんな変な格好！」

「聞き分けのない子だなあ。――ね、天人、あたしが何の神様だか知ってる？」

「……なんですか、いきなり。戦いくさ神がみだって聞いてますけど」

　何をたくらんでいるのだろう。警戒しながら俺は答える。

「そう。でも、それ以外にも色々な役割があってね、その中の一つに、王権の守護者ってのがあるんだよねー」

「オウケン？」

　とっさに漢字が出てこなかった。

「つまりね、王様を任命するの。古代において王になるってのは、神と契けい約やくして特別な関係になるってことだったんだ。人間が『私はあなたとのものとなり、あなたの庇ひ護ごの元、この国を治めます』って誓ちかい、あたしが『うん、がんばんなさい。気が向いたら手伝ってあげるから』みたいな感じで承しよう認にんするわけ」

「はあ」

　それ、なんか王様というより神様専用下げ僕ぼくっぽいな。

「ねえ天人、王様になりたくなぁい？」

「なりたくありません」

「あたしと契約して王様になってよ」

「ろくな死に方ができなくなりそうな勧かん誘ゆうですね、それ。――てか、せめて説明してくださいよ！　契約すると、俺、どうなるんですか？」

「んー」

　少し考えて、万那さんはにこっと笑った。

「あたしと一つになるの」

「え――？」

　可愛かわいらしい笑え顔がおに思わず見とれた瞬しゆん間かん、額の真ん中をかるく指で弾かれた。

『はい、ライン繋つながったー』

「ら、ラインって――」

　何ですか？と尋ねようとして、その声が頭から響ひびいてきたことに気付く。万那さんは口を動かさず、ニヤニヤしている。

『久しぶりだけど上う手まく行ったな。一つになるって言ったでしょー。げぼ――じゃなくて王様が神の声を聞いてちゃんと従うことができるように、感覚を接続するの。どこに居てもあたしの声が聞こえるし、そっちの声も届くよ。あと視覚その他も共有可能』

「……俺のプライバシーは？」

『良い王は私生活の全すべてをなげうって国と国民に尽つくすものよ』

「俺、国も国民も持ってないんですけど」

『国がないなら、あたしに尽くせばいいじゃない』

　おい。

『ちなみにあらゆる感覚を操作できるから、遠く離はなれてもあたしは天人のことを自由自在にできるよ。――はい、ここで質問。強制的に協力させられたい？　それとも、ラインの利用は意思伝達程度に留とどめて、自主的に協力する？』




　――そんなわけで。

　本日、《紫電の堕天使》牙龍院煌夜が実尋市に降臨した。




◆　◆　◆




「ショーマ君！」

　廃はい工こう場じように響く声に、オレは舌打ちして本から目を上げた。トウヤを先頭に、三人ほどが顔色を変えて駆かけ込んでくる。どうもこのところ、落ち着いて本を読むことができない。

　チームが大きくなれば、頭あたまとしての仕事も増える。そういうものではあるのだろう。とはいえ、いささかどころではなく煩わしい。

　――もっとも今さらオレに他の生き方などできようはずもないが。

「何だ？」

「い、いや、その……」
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　トウヤは口ごもった。まるでどう説明するべきかわからないというように。

「何だよ」

　オレは苛いら立だちを覚える。

「あの、えっと、ゲーセンで、俺たち三人で、オタっぽいの狩かってたんすよ。そしたら、なんか変な奴が出てきて、邪魔されて……」

「あ？　昨日の奴か？」

　前日の繁華街で、トウヤはどこの誰とも知れない奴に痛い目に遭わされている。

「い、いや、なんか、よくわかんなくて……ちょっとコレ見てくださいよ。その、そいつが帰って行くところを何とか撮とったんすけど……」

　トウヤは携帯を取り出して、画面を見せた。立ち去ろうとする男の後ろ姿が写っている。

　オレは眉まゆを寄せた。

　多分、男だ。背はそこそこ高く、やや痩やせ型がた。妙なのはその格好だ。初夏のこの時期に、黒いロングコートに黒い革パン、黒いブーツ。髪は銀色で腰こしに届く長さ。地毛ってことはないだろう。付け毛か、ヅラか。

「……なんだ、このイカレたのは」

「天使とか堕天使とか言ってましたけど。なんか格好も喋しやべりも頭おかしい感じなのに、恐おそろしく強いんすよ」

「…………」

　――銀色の長髪、黒ずくめの、堕天使。

　ふと覚えがあるようなないような、既き視し感かんめいたものが生まれる。

　オレはこんな奴に会ったことはない。なのになぜか知っているような気がする。

　なんだ？　この感覚は。言いようのない不安は。
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「つ、疲つかれた……」

　ニュートラルハウスに戻もどった俺は、食堂の椅い子すに腰を下ろすと大きく息を吐はいた。トラブル解決、揉もめ事ごと仲ちゆう裁さいの経験は何度もあるが、なんだか今日はその何倍も疲ひ労ろうしているような気がする。

　帰りに人気のない公衆トイレに立ち寄り、服は着替えた。顔の化け粧しよう及および頬に浮かんだ（という設定の）謎の紋もん様ようも、万ま那なさんから借りたクレンジングオイルその他を駆く使しして落としてある。とはいえ、気の重さまで払ふつ拭しよくできるわけではない。

「し、紫電の堕天使……くく……」

　隣となりで万那さんが体を震ふるわせている。やらせたのはあんたでしょうが。

《紫電の堕天使》牙龍院煌夜。繁華街の不良に立ち向かう、謎の拳士。正体俺。外見、台詞せりふなどはノートの内容を可能な限り再現した。ちなみに衣装一式は万那さんが調達してきた。入手経路は謎だ。

　まあ、形はどうあれ、財布を取り上げられそうになっていた少年を一人救うことはできたわけだ。それは素す晴ばらしいことである。――そうでも思わないとやってられない。

「……いつまで笑ってんですか」

「い、いやいや、笑うなんて、とんでもない。か、カッコ、よかったよ、すごく……く……ぶふっ……」

　作戦としては単純である。俺が不良たちを手て当あたり次し第だいに叩たたきのめす。そのうち面メン子ツをつぶされた奴らの頭が出てくる。そいつが魔術を使うようなら確保する。加えてこの格好、『ショーマ君』が十と川がわ翔しよう馬まであるなら絶対に無視できないだろう。自らその正体と目的を確認しに来るはず。

　――というのが万那さんの主張なわけだが……ほんとに俺がここまでする必要があるのかなあ、という疑問を禁じえない。

「とりあえず、ご苦労さまー。あと何回かやれば、何か動きがあるでしょ」

「またやるんですか、あの格好……」

　俺はげんなりした。

「発案者責任で万那さんが着ればいいのに」

「牙龍院煌夜は男性でしょ。――真ま面じ目めな話をすれば、あたし、結構知名度あるから、表に出ると気付かれたり警戒されたりするリスクが無視できないんだよね。できれば油断を誘さそって魔術師だけじゃなく悪あく魔まも捕つかまえたいし、その点弱くて新入りの天たか人とならノーマークである可能性が高い」

「ぐ……」

　筋は通っている気がする。納得はしたくないが。

「あ、たか兄、万那さん、帰ってたんだね。おつかれさまー」

「ただいま。はい、これ」

　俺はエプロンを着けて夕食の支し度たくをしていた梨り玖くに、買かい物もの袋ぶくろを手て渡わたす。料理は代わってもらっているが、梨玖は外出ができないので買い出しは俺の仕事だ。

「ありがとう。――で、どんな格好だったんですか？」

　キッチンに戻るのかと思いきや、梨玖は興きよう味み津しん々しんの体ていで会話に参加してきた。

　行きも帰りも外で着替えたから、あの恥ずかしい姿は寮の人間に見せていない。というか見せたくもない。

　だが万那さんは非情だった。

「携帯に動画撮ってあるよ。見る？」

「い、いつのまに……あ、ちょ、ダメ、止めて――っ！」

　もちろん俺の意見など通るはずもなく、ちょうど夕食に集合していた寮のメンバーの間に携けい帯たい動画が回されることになる。拷ごう問もん、まさに拷問だよ、これ。

「わあ、カッコいい！」

　と声を上げたのは梨玖。続いて、

「かっこいいのですー」

　とウルリカ。

「ほんとかよ……」

　肯こう定てい的てき評価に戸惑う俺。

「亜あ夜や花かさまのやってるゲームの中の人みたいなのですー」

　あー、でも現実世界に現れたらただのイタい人だよね。

「私にとって、たか兄が『かっこわるい』というのは絶対にあり得ないんだよ。どんな服を着ていても、どんなことをしでかしても」

　真面目な顔でありがとう、梨玖。でもあまり慰なぐさめにならないな、それ。

「んー、まあ、よく似合ってるんじゃないかなあ」

　てとらさん評。嬉うれしくないです。

「堕天使の扮ふん装そうと言うには、ちょっとリアリティに欠ける気がするね」

　リョウタさん評。〝人ならざるもの〟ならではの感想だが、リアルな堕天使ってどんなのだろう。

「――ばっかじゃないの」

　コウタ評。ごもっとも。

　千せん那なさんは何も言わず少し気の毒そうな顔でほほえんでいる。

　ようやく羞しゆう恥ちプレイの時間が終わり、夕食（パスタとカルパッチョだった。刺さし身みのタイムセールをやっていたのだ）を食べ終えると万那さんは立ち上がった。

「さーて、じゃああたし、部屋で動画をアップしてくるね」

「ちょ……待って待って待って」

　俺は慌あわてて追いすがる。

「聞いてないですよ、そんなの！」

「だって『ショーマ君』釣つり出すためには、大勢に知ってもらわないと意味ないでしょ？　地名明記してネットに投とう稿こうしたら、あっというまに噂うわさが広まる」

　万那さんは意に介かいした様子もなく歩を進める。俺は並んで階段を上りながら、さらに食い下がった。

「それはわかりますけど……じゃあ、あれですか、俺は全世界的に恥はじをさらさないといけないわけですか？」

「あたし自ら厚あつ塗ぬりメイクばっちりかましたから、あれが天人だって誰にもわからないよ。大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。じゃあ明日も引き続きがんばろうねー」

　そして鼻先でドアが閉められた。

　……どうせならもう少し格好かつこいい方向で頑がん張ばりたいです。

　とぼとぼと引き返すと、階段の下で千那さんが待っていた。

「おつかれさま、天人君。――あの、万那ちゃんのこと、あんまり悪く思わないであげてくださいね。大たい抵ていいい加減でときどき横暴に見えるけど、ちゃんと考えるべきところは考えてるから……たぶん」

「……まあ、その辺はわかってます」

　最後の『たぶん』がちょっと気になるけど。

「何だかんだで、心配だからあれこれ口を出したくなるんですよ。それは私も同じ。『天てん秤びんの会かい』の先せん輩ぱいとしてできるだけフォローしますから、何かあれば相談してくださいね。……今回の件では少し気になることもありますし」

「気になること？」

「あ、いえ、些さ細さいなことですよ。思い過ごしかもしれません」

　はあ、と俺は肯いておく。

　まあ、協力的で面めん倒どう見みの良い先輩が居てくれるというのはありがたいことなのだろう。

　そこで俺はふと疑問を覚えた。

「あの、『天秤の会』のメンバーってどうやって決められるんですか？」

「基本的にはてとらさんが声をかけて集めてるみたいですね。どういう基準で選ばれるのかはよく知りませんけど」

「千那さんも？」

「私と万那ちゃんは少し特別。先に私たちの兄が『天秤の会』に入っていたんですよ」

　千那さんは少し遠くを見る視線になった。

「強くて、優やさしくて、人間との共存共生に積極的で、非の打ち所のない神格を備えた、それはそれは素晴らしい方でした」

　言葉の端はし々ばしから尊敬の気持ちが伝わってくる。兄神を心から愛していたのだろう。

　ただ――

「あの、過去形、なんですか？」

　そう問うと、彼女は少し寂しそうに肯いた。

「ええ、もう居ません。とある戦いに敗れて、ね」

「そ、それって――」

　死んでしまったということか？

「人間の言う死とは、微び妙みように概がい念ねんが異なりますけどね。残念なことに神も不ふ滅めつの存在ではありませんから。――私たちが力の消費を抑おさえるために、この姿をとっていることはご存じですよね。『滅ほろびる』に値あたいするような、つまり存在そのものにダメージを負った場合、まず肉体を維い持じすることができなくなります。さらに深刻になると、この世界に一いつ切さいの干かん渉しようができなくなり、やがて自意識すら消しよう滅めつします」

　千那さんは携帯電話を取り出して見せた。何度か見かけたことがある。彼女が常に肌はだ身み離はなさず持ち歩いているものだ。小さな人形の付いたストラップが揺ゆれる。

「兄の形見です。まだ少しだけ存在の残ざん滓しが留まっているようで、耳を当てるとときどきかすかに声が聞こえてくるんですよ。多分、ここから時間を掛けてゆっくりと完全な消滅に向かうのでしょうね」

　俺は何も言うことができなかった。

「兄が居なくなった後、私と万那ちゃんは『天秤の会』に志願しました。理由はここで活動していた兄の遺志を継つぎたかったことと、もう一つ兄を滅ぼした相手を――」

　省略された言葉は俺にもわかった。

　千那さんは過去を懐なつかしむ表情で続ける。

「兄は……兄様は人間がとても好きで、親しみを感じておられました。多分、万那ちゃんもそうなんでしょうね。私は……おそらく、少し違ちがいます。兄様たちのように、あるいは天人君のように人間を愛してはいないし、愛せない」

「…………」

「そうですね、例えていうなら人間が虫や小動物の群体を認にん識しきするのに近い感覚かもしれません。種として滅んでほしいとはもちろん望まない。でも一つ一つの個体を必死に保護したり、そうすることに意義があると信じられるほどの思い入れを持っているわけでもない。――天人君は腹立たしく思いますか？　こういう言い方」

「え、えっと……」

　どうなのだろう。楽しくなるわけではもちろんない。でも腹立たしいというのも少し違う気がする。

「嘘うそはつきたくありませんから、私の正直な気持ちです。ただ――」

「ただ？」

「私は人間を愛した兄様を誇ほこりにしていますし、兄様が大切にした『天秤の会』も大切に思っています。それは信じてもらえると嬉しいかな」

　そして千那さんは綺き麗れいな笑顔を浮かべる。

「もちろん天人君のことも大切なんですよ」

「ど、どうも」

　少し頬が熱くなった。

　以前、万那さんが『お姉は思考や価値観にかなり人間とかけ離れた部分がある』と言ったことがある。多分それは間違っていないのだろう。

　でも、こうしてゆっくり話してみると、決して理解不能な人じゃないし、意思疎そ通つうができないというわけでもない。だったら――

「あの、神様も価値観を変えることってあります？　いや……思い上がった言い方かもしれないけど、神様の価値観を変えることってできますか？」

「さあ、それは……」

　千那さんは目を瞬かせ、そして首を小さく傾かしげた。

「どうでしょうね。なんせ、人間よりは遥はるかに長い時を生きていますから、急激な変化というのはなかなかないかもしれませんけど」

「俺はやっぱり人間側ですから、人間を愛してもらいたいです」

　千那さんにも、そして亜夜花に対してもそう思う。その方が絶対に楽しいはずだ。

　意外そうに目を見張り、そして千那さんは笑った。

「……可能だとも不可能だとも言えないですね。ただ、諦あきらめない限り、見込みはゼロではないでしょう」




　夕食の片付けを梨玖とウルリカに任せ、俺はお粥かゆを作って亜夜花の元に向かった。

「よ、どんな具合だ」

「……レア素材の出現率が今ひとつです」

　亜夜花は寝ね転ころがったまま携帯ゲーム機を操作していた。おとなしく寝ねてるのかと思ったらモンスター狩ってやがる。

「そんなことしてると治るもんも治らないだろバカ。熱下がったのか？」

　俺はゲーム機を取り上げた。

「あ、今、クエスト中――」

　抗こう議ぎの声を無視して左手で手首を捕とらえ、右手を亜夜花の額に置く。

「あ…………………………………………」

　ほら、手のひらにカッカと熱が伝わってくる。

「ぁ…………………………ぅぁ…………」

「大丈夫でもなさそうだな。まだ熱いぞ、顔も赤いし」

　解放されると、亜夜花はしゅっと頭から布ふ団とんを被って姿を隠かくしてしまった。何？　ヤドカリ？

「不ふ意い討うちに対し厳重に異議を申し立てます」

　布団からくぐもった声が聞こえた。

「せめて心の準備をする猶ゆう予よを求めます。切に、切に」

「大げさだな。クエストならまたやり直しゃいいだけだろ。――お粥作ってきたけど食えるか？」

　顔が半分だけ覗のぞいた。理由はよく分からないが、なんか抗議するような顔で睨にらまれる。

　やがて亜夜花は、諦めたようにため息をつき、のそのそと出てきた。

「…………いただきます」

「よしよし、とにかく食って寝ろ。ひたすら寝ろ」

　体調の回復にはそれが一番だ。

「……進み具合はどうなんですか？」

　亜夜花はお粥をかき混ぜながら尋ねた。猫ねこ舌じたなので、なかなか一気に食べられないようだ。もう少し温ぬるめにしてやった方が良いな。

「容疑者特定中。うまくいけばもうすぐ終わるよ」

　むしろすぐに終わって欲ほしい。羞しゆう恥ち心しんの限界が訪おとずれる前に。

「……《紫し電でんの堕だ天てん使し》の動画見ました。もうネットで視し聴ちようできますよ」

　うげ。

「だ、誰に聞いた？」

「ウルリカに。あの子はお気に入りのようでしたけど」

「そんなもんチェックしてる暇ひまがあったら、体休めろよなあ、君も。――カッコ悪かっただろ？」

　亜夜花は少し考え、器から俺に視線を移した。

「でも、対象を燻いぶり出すためなんでしょう？　だったら、それは目的に対する真しん摯しさの表れで、私は格好悪くなんか――」

「あ、ちょっとごめん」

　そのときポケットに入れていた俺の携帯が鳴った。表示された名前を見る。

「もしもし、蛍ほたるちゃん？」

『あ、名な塚つかさん、今大丈夫でしょうか？』

「いいよ、どうしたの？」

『万那さんから連絡もらって、あの、投稿サイトで、動画、見ました』

　またかい。

『えっと……すみません』

「……ああ、うん、まあ仕事のうちだから、気にしないで」

　謝あやまられると余計に惨みじめになるし。

『それで、兄から反応はありましたか？』

「いや、さすがにそれを期待するのはまだちょっと早いと思うよ。明日も繁華街に出向くつもりだから、何かあるとすればそこでかな」

『そうですか……そうですよね、どうも気が逸はやっているようです』

　自分に言い聞かせるように蛍ちゃんは呟いた。

　俺は少し考え、そして先日から疑問に思っていたことを口にした。

「蛍ちゃんはさ、どうしてお兄さんを連つれ戻したいのかな？」

『え？』

「立ち入ったこと聞くようで悪いけど、あんまり仲良くないって言ってたよね。仲良くないなら、別に逃にげられても構わないんじゃない？」

『……兄は一族の落らく伍ご者しやです。だからといって逃とう避ひを許し続けるわけにはいきません。連れて帰るのが妹としての義務です』

　声調は抑えているが、激しい感情がこもっているような気がした。

「お兄さんに怒おこってる？」

　蛍ちゃんは少しの間沈ちん黙もくし、そしてゆっくりと答えた。

『そうですね、そうかも。……多分、私は許せないんだと思います』

「許せない、というと？」

　今度の沈黙は、先ほどのものより長かった。俺は何も言わず、蛍ちゃんの言葉をただ待つ。やがて静かな声が聞こえてきた。

『私は……私は、本来、十川家の人間ではありません。母が再さい婚こんした際、苗みよう字じが変わったんです』

「えっと、連れ子ってことかな？」

『はい。父となる人も再婚で、既すでに子どもが一人居ました。それが翔馬兄さんです』

　血は繋がっていないのか。

『十川の家の人間となった以上、それに恥ずかしくない存在であるように、と私は親や祖父祖母から言い聞かされ続けました。そして多くの犠ぎ牲せいを払はらって彼かれらを満足させるだけの結果を出してきました。なのに――』

　抑えきれない激情に声が揺れる。

『なのになぜ、逃げ出した兄が何の罰ばつも受けずに放置されているんですか？　落伍者である兄は報むくいを受けて後悔するべきではないのですか？』

　そこまで言って、蛍ちゃんは大きく息を吐いた。

『……分かってるんです。私は多分歪ゆがんでいる。ただ、どうしても兄に会いたい。逃げた気分はどうかと、自分の選せん択たくを後悔していないのかと問いただしたい。そして今の私を見てどう思うか聞きたい。そうしないと前に進めない気がするんです』

　怒いかりという感情は、つまり執しゆう着ちやくだ。

　気持ちはわかるよと軽々しく言うことはできない。でも、自分の歩んでいる道が正しいのか、これでいいのかという思いに苛さいなまれ、一歩も進めなくなる辛つらさは少し理解できる。多分、これは彼かの女じよにとって必要な儀ぎ式しきなのだろう。

「ん、妙みようなこと聞いてごめんな。お兄さんのことは任せておいて。俺は必ず、君の力になる。手を尽くすから」

　電話を切り、深く息をつく。

　俺にも八歳下の妹が居るが、歳の差があるせいか関係は良好と言ってもいいだろう。

　先ほど聞いた千那さんの兄の話も併あわせて思い出される。世の中には色々な兄弟関係があるものだ。

「……なあ、亜夜花、君って兄弟いたりする？」

「何ですか、いきなり」

「いや、今の依い頼らい人にんの子が兄との関係で悩なやんでて、なんか色々考えてたもんでさ」

「兄――ですか？」

　亜夜花は眉み間けんにしわを寄せた。

「私にとってはろくでもない存在というイメージしかありませんが」

「仲悪かったのか。――ああ、もう全部食べたんだな」

　お粥の器は空になっていた。

　長電話でしたから、と亜夜花は素っ気なく答える。

「あ、そういえば、電話の前に何か言いかけてなかったか？」

「……天人さんは全然格好良くないという話です」

　亜夜花は無表情で言った。







三章　貪るもの







『へー、お姉に聞いたの？』

　万ま那なさんの少し驚おどろいたような声が頭の中に響いた。

「いけなかったですか？」

『いや、別に。お姉がお兄のことを他人に話すのは結構珍めずらしいからさ。――ふーん、お姉がねえ』

「すごく立派な神様だったと聞きましたけど」

『あー……』

　同意ではなく、何か残念な感じの『あー……』だった。

「お姉の言うことは割り引いて聞いて。あれ、ものすごいブラコンだから』

　万那さんはため息をついた。

『実際は変人……というか、変神だったよ。そもそも人間に肩かた入いれしようという神が少数派なんだしさ。なんかサブカル方面に大ハマリしてたなあ』

「サブカル？」

『ゲーム、アニメから、同人誌、変なマイナー映画、アングラ演劇とか。――まあ、言っちゃえば、オタク？』

　千せん那なさんに聞いたのと、ずいぶんイメージが違うなあ。

『格ゲーつか、ゲーセン通いはお兄の影えい響きようで始めたんだよなあ、あたし。あと、天たか人とのそのコスプレ衣装も元はと言えば――と、出番っぽいね』

　前方に柄がらの悪そうな二人組を発見。自転車の鍵かぎをこわして盗ぬすんでいこうとしている。

　俺は大きく息を吸い込み、大声を上げた。

「そこまでだ！　イドの走そう狗くたる哀あわれな人間よ！」

　慣れてきたのか最初ほど照れは感じなくなってるなあ。もしかしたら良くない傾けい向こうなのかもしれないが。

「《紫電の堕天使》牙が龍りゆう院いん煌こう夜やの名において――」

「出たぞ！」

　だが、男たちの反応はこれまでと少し違っていた。

　呆れるのでもいきり立って威い嚇かくしてくるのでもなく、距きよ離りを取りつつ携帯電話でどこかに連れん絡らくを取り始めたのだ。

「――おい、コスプレ君。おめー、詰つんだぜ。今ショーマ君来るから、ちっと待ってろ」

　電話を切った男は俺にそう言うと、勝かち誇ほこったような笑いを浮うかべた。

『ヒット』

　万那さんが楽しそうに言った。




　ほどなく数人の男たちが現れた。

　一人が進み出る。中背の少年だ。これといって特とく徴ちようのない顔に、緊きん張ちよう感のないへらへらした表情が浮かんでいる。

「ねえねえ、君が――」

「カイ、すっこんでろ！　このアホ！」

　たちまち後ろに引ひき戻された。あー、怒ど鳴なった方はこの間の引ったくり犯の一人だな。ゲーセン裏で恐きよう喝かつしてた場面にも居たような。よく覚えてないけど。

　改めて、一人の男が前に出た。身長は高いというほどではないが、痩せていて俊しゆん敏びんそうだ。目付きが悪く、陰いん気きな顔をしている。周囲の表情から見て、こいつがリーダーの『ショーマ君』か。

「……好き放題やってくれたな、何者だよ、お前」

「紫電の堕天――」

　言い終えないうちに胸むな倉ぐらを掴つかまれた。

「それ以上言ったら殺すぶっ殺す」

　よく見ると赤面しているようだった。

「――動画も見たぞ。何のつもりだてめえ。なんでコレのことを知ってやがる」

　周りに聞かれたくないのだろう、早口な小声で言う。

　どうやら十と川がわ翔しよ馬うま本人のようだ。ようやく会えた。俺がこんな格好までした甲か斐いがあったというものだ。いやほんと……

「聞いてんのか？」

　静かな、ドスの利きいた声。瞳ひとみに殺気が宿っていた。ああ、申し訳ない。

　えーと、次はこいつが本当に魔ま術じゆつ師しかどうか確かめなきゃいけないのか。

「弱者に答える口は持たぬ。まずは拳こぶしで語るがいい」

『おー、板についてきたねー。その調子』

　頭の中に万那さんののんきな声が響く。

　翔馬は目をすっと細め――無言で襲おそいかかってきた。

　俺は下がって最初の蹴けりに空を切らせる。動きは鋭するどいが、ただの喧けん嘩か馴なれした人間以上のものではない。

　続いて踏み込んでの右ストレート。だがそれは囮おとりだったようだ。そのまま距離を詰めて、俺おれの肩かた口ぐちに右手をかざす。

「――――っ！」

　俺は反射的に飛とび離はなれた。

　翔馬の口元が動いて何かを呟いたように見えた瞬間、不可視の力が彼の手に集まったのを感じたのだ。これが魔術、か。

　一方、攻こう撃げきを外された翔馬も目を見張っていた。

「……てめえ、何、なんだ？」

　とそのとき、周囲の人ひと垣がきからポリだ！という大声が聞こえた。翔馬が舌打ちする。

「明日、同じ時間、西の公園へ来い。ケリをつけてやる」

　そう言い残し、翔馬は背中を向けて立ち去った。

　うーむ、今とっ捕まえることができればベストだったんだけどなあ。まあ、一日延びただけだと思えば。

　当然ながら俺も警察に捕まるのはごめんだったので、急いでその場を離れることにする。

　ともあれ、ようやく首しゆ尾びよく終わりを迎むかえられそうだ。蛍ほたるちゃんにもお兄さんが見つかったことを早く連絡してあげよう。

　コインロッカーに入れておいた自分の服を回収。トイレで扮装を解いて、万那さんと合流する。

「や、おつかれさまー、天人」

　待ち合わせ場所のハンバーガーショップの前で、万那さんが手を上げた。

「魔術、確かく認にんできたみたいね。あいつらも、溜たまり場ばの方に引き上げていったよ。翔馬も警官に捕まらず、うまく逃げたみたい」

「あとは明日を待つだけですね。このふざけた格好ともこれでお別れ。ほっとします」

　その後事情を聞いたり、魔術に関する記き憶おくを消したりいろいろあるのだろうが、そのあたりは俺の仕事ではない。翔馬本人は普ふ通つうの人間で、魔術も脅きよう威いになるようなレベルではなかった。捕とらえるだけならまず失敗せずにやれるだろう。

　だが万那さんは眉を上げた。

「は？　何言ってんの。明日までに起こりうる事態は色々あるでしょ。例えば翔馬が逃げちゃったりとか、翔馬を殺して憑ついてる悪魔が逃げちゃったりとか。イレギュラーは全部阻そ止しするの。天人は奴らのアジトの近くで待機」

「えー……」

「それから、バカ正直に決けつ闘とうしたりしないよ。油断してるようなら奇き襲しゆうして叩きのめすから。貧弱な魔術なんてなんの役にも立たないってことを、教えてやらないとね」

　――鬼おにだな、この人。

　逆らうことなどできようはずもなく、俺はとぼとぼと一人廃工場の方に向かった。

　繁華街からはさほど離れていないのだが、こちらの方には人がほとんどいない。日が落ちたこともあり、もの寂さびしい印象を受ける。

（――あれか）

　廃工場の一つには明かりが灯ともっていた。中のくわしい様子は見て取れないが、複数の人間が動いているようだ。出入りする人ひと影かげもある。

　俺は手て頃ごろな電柱の陰かげに陣じん取どった。

　夏も近いはずだが、今夜は少し肌はだ寒さむい、と思ったら小こ雨さめがぱらついてきた。雨宿りできるような場所は……ないなあ。多少はマシか、ってことで塀へいに張り付いてしゃがみ込む。

　ひたすら待つだけの退たい屈くつな時間が過ぎていく。ドラマの中の刑けい事じや探たん偵ていはよくこうして何時間も張り込みをしているが、あれは結構な苦行なんだなと俺は身を以もつて知った。体力はともかく、精神力がもたない。

　と、そのとき、唐とう突とつに背後に人の気配を感じた。

「――――っ！」

　振ふり向むいて立ち上がると、感情の見えない赤青の双そう眸ぼうが、至近距離からじっとこちらを見つめていた。

「お、おどかすなよ。どうしたの？」

「これ」

　亜あ夜や花かはカサを差し出した。

「おそらく持っていないだろうと。あとこれも」

　小さな包み。開けてみると小こ振ぶりでやや不格好なおにぎりが三つほど姿を現した。

「ああ、ありがとう、助かる。――寮はどうだ。みんなちゃんと飯食った？」

　亜夜花はこくんと肯うなずく。

「梨り玖くはちゃんとやってるんだな。あ、そういや、君、体は？　もう動いても平気なのか？」

「熱、下がりましたから。外出を積極的に望むわけではありませんが、迷めい惑わくを掛かけた分の対価となればいたしかたありません」

　ややこしい言い回しだ。要するに看病の礼として夕食を届けたということか。

「お返しなんて別にいらないんだけどなあ。また体壊こわすぞ」

　寮りようからここまで歩いてくるだけで結構体力を使うはずだ。

　む、と亜夜花は眉を寄せた。

「…………私の気き遣づかいは不要でしたか？」

　あれ、機き嫌げん悪くなったか？

「じゃなくて、無理してまで対価を返してもらう必要はないという話で――」

　声が高くなりかけたのに気づき、俺はあわてて口を閉じる。

　と、その瞬間――絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたった。

「工場の方、か？」

　俺は駆け出した。




◆　◆　◆




「今いま頃ごろあいつびびってガタガタ震えてるって！　絶対！」

　トウヤが声を張り上げた。

「あーあ、ポリ来なけりゃ、ショーマ君がボッコボコにしてくれたのによお」

「でも、あれ、たぶんけっこう強いよ。リーダーの技わざで対たい抗こうできるかなあ……」

　とカイ。

「あほか。もしかしたら空手かなんかやってるのかもしれねーけど、あんな恥はずかしいカッコしたやつ楽勝っしょ！」

　アキが力強く断言する。

「ねえ、ショーマ君！」

「……ああ」

　恥ずかしいカッコ……。

　内心頭を抱かかえたいような気分だった。あれはオレが中学生の頃に妄もう想そうしていた設定そのままであり、『恥ずかしい』というのは否定しようのない事実である。それが今や動画サイトに投稿され、全世界から視聴可能となっている。しかも、なぜだか光の速さで噂が広まって、人気ランキングの上位に食い込んでいる有様だ。羞恥のあまり叫さけび出したい衝しよう動どうに駆られるが――いや、ひとまずそれはおいておこう。

　あの男は何者だ？

　衝動に任せて空想を書き連ねた俺のノート、その存在を知っている奴やつなどいないはずだ。

　ただ、ずいぶん昔のことでもあり、現物をどこにやったのかまでは覚えていない。もしかして誰だれかの手に渡った？　だとしても、あんな扮装をして動画を撮さつ影えいしてまで、オレを挑ちよう発はつする必要がある？

　――とそこまで考えて、気がつく。

　ノートを手に入れる機会があって、オレを釣り出す動機のある奴。

　まさか。あいつの差し金――？

『……のう、お主、あの男と戦うつもりかの？』

　そのとき突とつ然ぜん、頭の中で《魂たましい喰くらい》が話しかけてくる。

「ああ、そのつもりだ、聞き出したいこともあるしな」

　小声で答える。そう、何としても目的を、そしてもし依い頼らいした奴がいるようなら、そいつのことも吐かせなければならない。

『そう簡単にいくかのお』

「何？」

『わしは結構用心深いタチでなあ。……ふむ、まあ早々に街から出さえしてしまえば問題なかろうかの。少なくとも奴らの権限と責任は、この実み尋ひろ市しに限定してのものじゃしな』

　何を言っている？と問おうとしたそのとき、カイがうひゃ、というような声を上げて床ゆかに転がった。

「ようようようよう、元気でやってるかぁ？　クソガキども」

　蹴けり倒たおしたカイの向こうから、竹たけ林ばやしが姿を現した。トウヤたちが表情を強こわ張ばらせてざっと道を空ける。万が一にも機嫌を損そこなえば、顔の原形を留とどめなくなるまでぶん殴なぐられることを知っているのだ。

「……何か、用すか？」

「連れないこと言うなよ。たまには遊びに来たっていいじゃねえか」

　竹林は馴なれ馴れしく肩かたを組んできた。

「噂、聞いたぞ。正体不明のコスプレ野や郎ろうに喧けん嘩か売られてるんだってなぁ」

「…………」

「どこの誰かしっかり調べあげてシメとけ。これからが大事な時だからな。いいか、何度も言うが、俺らは嘗なめられたらしまいだ」

「……ちゃんとケリつけときますよ」

　くだらねえ。うぜえ。くそったれ。

「何なら殺やっちまってもいい。死体の後始末は引き受けてやる」

　そして竹林はにいっと歯を剥むく。

「お前、殺したことは一度もねえだろ？　いい機会だ。経験しとくと強くなれっぞ？」

「…………」

「お前みたいな人間はよ、もう無む茶ちややって成り上がっていくしか道はねえんだ。まともに生きようなんて未練は持つなよ、なあ」

「…………」

「家も家族もクソッタレだ、捨てちまえ」

　なぜ、どうして――それが逆げき鱗りんだったのか、自分にもわからなかった。ただ、オレは一いつ瞬しゆんで臨界を迎えた怒りにまかせ、吐はき捨すてていた。

「…………が！」

　周囲の空気が冷えたのがわかった。

「……あ？」

　竹林がすっと目を細めた。

「聞き間ま違ちがいかなあ？　いまなんつった？」

「うるせえクソ野郎が、と言ったんすよ」

　オレはまっすぐその視線を受け止めた。

「何を捨てず何を捨てるか、どう生きてくかはオレが決める。偉えらそうに指図してんじゃねえよ」

　竹林はしばし沈黙し、そしてまた歯を剥き出しにした。鋭くとがった犬歯が鈍にぶく光った。

「いいねえ」

　だらりと体の力を抜ぬいたのがわかった。害意がないのではない。むしろ逆。攻撃のための予備動作だ。

「いいねえいいねえ。一回くらい逆らってくれねえと、面おも白しろくねえよな。たたきのめして、二度と歯向かわねえように教育してやることができねえもん――なあ！」

　その瞬しゆん間かん、竹林は視界から消えた。

　同時にオレはありえない力でブッ飛ばされ、壁かべにたたきつけられる。

「がっ……！」

　一瞬呼吸が止まった。だが致ち命めい的てきなダメージではない。

　呻うめきながらも体を起こし、身構えようとして――オレは自分の目を疑った。

　巨きよ大だいな虎とらがそこに居た。

　いや……違う。虎の上半身に人間の下半身を持った、おぞましいバケモノだ。

　仲間たちも蒼そう白はくな顔で唖あ然ぜんとしている。どうやらオレだけに見えている幻げん覚かくというわけではないらしい。

「この街にはちょっと特とく殊しゆな事情があってなぁ」

　口の構造が変わったせいだろうか、幾いく分ぶん聞き取りづらい声で竹林は言った。

「俺らみたいな化け物が、いくら暴れても、普通の人間の記憶には残らねえそうだ。端はしくれとはいえ、お前みたいな魔術師は例外らしいがな」

　逃とう走そうは不可能だ。オレは地面を蹴って懐ふところに飛び込むと、単音節の呪じゆ文もんを唱え、術を発動。不可視の力で竹林の肩の骨を叩き折る。

「は、ざまあ――」

　が、嘲あざ笑わらおうとしたオレは言葉を失った。

　虎とら男おとこは体を一揺すり。それだけで何事もなかったかのように骨は接合したようだった。なんだ、その回復力は。

「つまり、俺の正体と、圧あつ倒とう的てきな実力差をお前は忘れることができねえってことだ。わかるか？　――安心しろ。殺しゃしねえよぉ」

　竹林はたった一歩で軽々と数メートルの距離を詰め、オレの目の前に立った。

「な――」

「徹てつ底てい的てきになぶって痛めつけて、俺への忠誠を叩きこんでやるだけだ。泣いて土下座して許してくださいと叫ぶまでなぁ！」

　巨大な爪つめを備えた前まえ脚あしが振ふり上あげられる。オレはまったく動くことができない。

　――大量の生温かい液体が飛び散った。

「…………な、あ？」

　だが、オレの口からもれたのは驚きの声だった。

　衝しよう撃げきも苦痛もまったく感じなかったのだ。

　竹林は目の前に居た。――ただし、下半身だけとなって。

「は、人虎の小こ僧ぞうごときが調子に乗りおって。これは、わしの獲え物ものぞ」

　老ろう婆ばのような、しわがれた《魂喰らい》の声。だが、今は頭の中ではなく――耳を通して聞こえたようだった。

　巨大な、それこそ先ほどまでの竹林など問題にならないほど、巨大な獣けものがいた。

　頭部はワニ。竹林の上半身を咀そ嚼しやくしており、牙きばの間から血が垂れて床に水みず溜たまりを作っている。胸部は金色の獣じゆう毛もうにおおわれたライオン。下半身はざらついて硬かたそうな皮ひ膚ふ、カバかあるいはゾウか。

「まあ、わしが本気で気配を殺していたゆえ、獣人ごときでは気付けぬのも無理はないがの。……ふむ、心臓の味は悪くない。悪行をたっぷりと積んでおるのう」

　ごくんと竹林の半分を飲み下すと、《魂喰らい》はオレに視線を向けた。

「さて……」

　茫ぼう然ぜんとしているオレの胴どうを風が薙ないだ。

　すとんと視点が落ちる。膝ひざをついた姿勢になり、ようやく腹を爪で切きり裂さかれたのだと気付いた。

「『天てん秤びんの会かい』に気け取どられかけておるところに、見境なく騒さわぎを起こされては困るのでな。予定と少し違うがここでお別れじゃ、ショウマ。――もう少し熟成させれば、さぞうまい心臓ができたろうにの。青あお臭くさいので我が慢まんしなければならんのが口くち惜おしいわ」

《魂喰らい》はその爬は虫ちゆう類るいの目でぐるりと周囲を見み渡わたす。

　状じよう況きように全く付いてこられない《ＦＦフエイクフイスト》の面々が固まっていた。

「まあ、味の不ま味ずさは量で補うとしようかの」

　意図を悟さとったオレは、遠ざかる意識を必死につなぎ留め、残った力を振り絞しぼって大声をあげた。

「お前ら、にげろおおぉぉぉぉぉぉぉぉッ！」

　絶叫を合図とするように、巨きよ体たいが動く。牙の並んだあぎとが、常識ではあり得ない速度で、最前列のカイへと襲いかかった。
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　雪崩なだれを打って逃にげ出だしてくる不良たちの流れに逆らって、俺は全速力で廃工場の中に飛び込んだ。

　同時に、鼻び腔こうがむせかえるような血の臭においをとらえる。奥おくの一角に真しん紅く一色の大きな水みず溜たまりがあり、その真ん中に下半身だけになった死体が転がっていた。

　そしてもう一人、壁かべ際ぎわにうつ伏ぶせに倒れて動かない男。あれは……翔しよう馬まか。

　駆かけ寄よろうとし――だが、俺は足をとめていた。

　異様な光景がそこにあった。

　地球上のものではありえない巨大な獣、黄金の毛皮とざらついた灰はい褐かつ色しよくの皮膚を併あわせ持もった、何者とも表現しがたい幻げん獣じゆうが――

　喰われていた。

「な……に――？」

　呟きが漏もれる。なんだこれ。何が起こっている？

　一人のおとなしそうな少年――たしか、『カイ』とか呼ばれていた翔馬の仲間だ――が、グロテスクな巨体を、丸まる呑のみにしていた。

　物理的には絶対ありえない光景だ。にもかかわらず、滑こつ稽けいなほど必死にもがく獣の体は徐じよ々じよに、確実に、少年の口の中に消えていく。

　やがてすべてを飲み込み終えると、彼はぐぇっぷと音を立てて空気を吐はいた。

「うん、そうなんだよ。気配を消してると、格下の存在には察知できなくなるんだよねえ。ごめんね、俺との力の差に気付いてたら、君もこんな無む謀ぼうなことしなかっただろうに」

　カイは腹を撫なでながらそう語り、そして周囲を見回した。

「あーあ、みんな居なくなっちゃった。どうしようかなあ……」

　と、カイは片かた隅すみに転がっている翔馬に目を留めた。

「そっか、そういやリーダーは記憶残るんだよな。めんどくさいからー、食べちゃお、っか、なー」

　歩み寄ると襟えり首くびを掴んで引きずり起こし、そして口の中へ――

「やめろっ！」

　ここに至ってようやく呪じゆ縛ばくが解ける。俺は突とつ進しんし、殴りつけた。

　コンクリートの巨大ビルを叩いたような感覚。相手は微び動どうだにしなかった。

「ありゃ、人間にしてはちょっと力が強いね。人じゃないのかな？」

「……聞きたいのはこっちだ。何者だよ？　お前」

　一歩退がって睨にらみつける。

　こいつは、やばい。本能が最大音量で警告している。

「ああ、よく見たら君、あの半天使ネフイリムか」

　俺の言葉など聞こえていないかのように少年は肯く。

「ん、でも邪じや魔まだな。――ちょっと死んでてよ」

「え――？」

　拳が振るわれる。

　無造作にただ腕うでを振り回したというだけの動き。だが、それは俺の反応速度を遥はるかに越こえていた。

　身じろぎ一つできないまま、上半身を粉々に吹ふき飛とばされる自分の姿がリアルにイメージされる。ああ、俺、死んだ。そう確信する。そして――

「――うちの子に、何してくれちゃってるのかなあ」

　耳元で聞き覚えのある声が聞こえた。

　万ま那なさんが少年の拳を受け止めていた。同時にその体を蹴り飛ばす。

　カイは翔馬の体を放ほうり出し、腕でブロック。そのまま吹っ飛んで体ごと工場の壁に激突したが、土つち煙けむりの中から何事もなかったかのように立ち上がった。

　俺のことなど歯し牙がにもかけていなかった少年が、ゆっくりと万那さんに視線を向けた。

「んー……もしかして『天てん秤びんの会かい』かな？」
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　まったく怯ひるんだ様子はなかった。つまりこいつも〝神〟というわけか。

　自分の挑いどんだ相手がどんな存在だったのか認識すると、今さらのように冷ひや汗あせが吹き出した。

「そういう君は、どこの子っかなー？」

　軽い口調で、しかし油断なく身構えながら万那さんが問いかける。

　答えたのは――遅おくれて工場の入り口に姿を見せた亜あ夜や花かだった。

「海かい里り……兄さん？」

「亜夜花！」

　ぱっとカイの顔に笑えみが広がる。

「久しぶりだね！　会いたかったよ！　元気にしてた？　なんとなく会えそうな予感はしてたんだよ。最近、街の方に出てきてなかった？　このあいだちょっと気配を感じて、もしかしたらって――ああ、そうだ、『天秤の会』の御お方かたには自己紹しよう介かいしておこうか。俺は、えっと、人間風に名乗れば、氷ひ室むろ海里っていうんだ。亜夜花の兄にあたる」

「……こちらに来ていたとは知りませんでした。ここで、何をしてるんですか？」

「すべてはお前のためだよ、亜夜花！」

　カイはニコニコと笑って両手を広げた。

「ずっとこの人間世界との関かかわり方に悩んでたろ？　人間の中に留とどまって、でも人間とは触ふれ合あわずにさ。だからさ、俺も人間の中で生活して、人間のことを知ろうと思ったんだ。そうしたら、この種族がお前を悩ませる価値のある存在かどうか、判断できるからね」

　そして首を巡めぐらせ、血溜まりや倒れた翔馬に視線を向ける。

「まあ、思わぬ乱入者があったおかげで少し予定が狂くるっちゃったけど、大体のところはわかったつもり。一様に弱くて愚おろかで、個性がない。あまりにも愚か過ぎて逆に楽しかったりするけど、それが評価に値あたいするかというと、そういうわけでもないし。――結論を言うと、やっぱり亜夜花が心を割くような価値はないよ」

「……もしかしたら、同意していたかもしれません。少し前までなら」

　亜夜花はそう答えた。

「え？　今は違うの？」

「…………」

「どちらかというと、亜夜花も人間に悪印象を持っていたみたいだから、一ひと押おしすれば心が決まるかと思ったんだけど……お前、ちょっと、変わった？」

「だとしたらどうなんです？　変わることは――悪ですか？」

「そもそも変わる必要がどこにあるの？」

　カイは心から不思議そうに首を傾げた。

「うーん、なんか様子がおかしいな。やっぱり、人間なんかには見切りを付けて、お前は俺たちのところに帰ってくるべきだ。それがいい」

「それは――私が決めることです」

「え？　なんで？」

　目を丸くする。心底驚いているようだった。

「今まで決め切れなかったんだろ？　そこで俺が正しい理り屈くつと正しい答えを示した。受け入れない理由がなくない？　やっぱ、ちょっと言ってること変だよ、お前」

「身勝手な講こう釈しやく中ちゆう、申し訳ないけど」

　万那さんが苛いら立だったように前に出る。

「あんたの用事はどうでもいいのよねー。こっちとしては、邪魔されたうえに身内に手を出されたのが我慢ならないわけで」

「ああ、それは悪かった、ごめん」

　カイは大げさに両手を合わせた。

「君たちと対立するつもりはないんだよ、ほんとに。《魂喰らい》を殺っちゃったのは、いきなり襲いかかられたからで、邪魔するつもりじゃなかったんだ。そこの半天使も君たちが飼ってるんだよね？　知ってたら手は出さなかったよ。不幸な事故だ」

「……飼ってる？」

　万那さんが、聞いたことのないような声でぼそりと言うと、一歩進み出た。

　俺は背筋に寒いものを覚える。

「……気に食わない。あたし、あんたが徹底的に気に食わないなあ」

「うん？　何か悪いこと言ったかな？」

　カイは困った顔で首を傾げた。

「気分を害したなら謝るよ。ごめんね」

「ううん、謝らなくていいよ」

　万那さんはあはは笑い、そして唐突に笑みを消した。

「――その体で思い知れ」

「ダメだよ、万那ちゃん」

　そのとき、そんな声が万那さんの動きを停止させた。いつのまにか千せん那なさんが、カイの背後、翔馬の傍かたわらに立っていた。

「優先順位間違えちゃダメ。今、お仕事中」

「お姉……」

「人虎さんの方は手て遅おくれだけど、こっちの子はまだ息がある。――連れて行って構いませんよね？　《世界なる蛇へび》さん」

「もちろん、もちろん」

　カイは大きく肯く。

「さっきも言ったけど、俺は君たちに敵意はないんだ。えっと、君が《勝利の処おと女め》で、ということは妹さんが《天空の主》かな？　邪魔して悪かった。――あ、じゃあ、こっちは片付けておくね」

　カイはそう言うと、床に転がっている下半身のみの死体を拾い上げ、つるんと丸呑みにした。俺は胃から酸すっぱいものがせり上がってくるのを必死でこらえる。

「じゃ、亜夜花、またいずれ会いに行くね。それまでは仕事頑がん張ばるんだよ。どんなものでも、引き受けた責任はおろそかにしちゃいけないからね」
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　重苦しい沈黙が部屋を満たしている。

　着き替がえるのもおっくうで、俺は帰るなりベッドに横になり、そのままぼんやりとしていた。宿題をしたりマンガを読んだりするような気分にはなれない。かといって眠ねむいわけでもない。

　翔馬は応接室に運ばれ、コウタの手当を受けている。俺も世話になったことがあるから、腕は信用している。命は取り留めるはずだ。

　万那さんは今、ホテルまで蛍ほたるちゃんを迎えに行っている。ほどなくここにやってくるだろう。兄との久しぶりの対面を果たし、一応、今回の件はこれで終わりということになる。

　しかし――この無力感は何なのだろう。

　何もできなかった。相手に自分という存在を認にん識しきさせることすら。あいつは――カイは俺をゴミのように無視した。

　俺が大きく息を吐いたとき、部屋を仕切っているカーテンの端から亜夜花が顔を覗かせた。表情に乏とぼしいながらも、気まずさを感じている様子が見て取れる。

「……怪け我がは？」

「ああ、俺の？　大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。万那さんが庇かばってくれたし、ちょっとびっくりしただけ。――先に言っとくけど、君が責任感じる必要はないからな。兄は兄、妹は妹だ」

「う……」

　先回りされたというように、亜夜花は言葉を呑み込んだ。

　俺は半身を起こす。

「で、どうするんだ？　あいつ、亜夜花を連れて帰りたがってたけど、帰るの？」

「いいえ！」

　強い口調。そしてその音量に驚いたように口を閉じると、今度は囁ささやくほどの声で続ける。

「いいえ、そんなつもりは……ありません」

「そっか、よかった。じゃあ、何とかして説得しないとな」

　笑って見せる。

　――説得、か。

　正直可能なのかどうかわからない。価値観の違いは強きよう烈れつに感じた。カイは人間が憎にくいのではなく、嫌きらいなのでもない。本当に眼中にないのだ。彼にとって亜夜花の主張は『床に落ちている塵ちりに人生を捧ささげます』というのに等しい。納なつ得とくできるはずもないだろうし、むしろそちらの方が神々としては多数派なのである。いつか万那さんが言っていたように。

　そして、俺はあいつにとって塵の側の存在だ。

　と、そのとき、部屋のドアがノックされた。

「居るー？　入るよ」

　万那さんだった。

「蛍ちゃん、到とう着ちやく。翔馬の意識も戻もどりそうだし、しばらく二人きりで話させるから、応接室は立ち入り禁止ね」

「了りよう解かいです。……あの、どんな様子でした？」

「蛍ちゃん？　表面上は特に。ガード堅い子だからね」

　内心はどうなのだろう。兄を心配しているのか、いい気味だと思っているのか。もしかしたら、『任せろ』とか大口叩たたいておきながら、みすみす大おお怪け我がさせてしまった俺を、恨うらんでいるかも。

「……どうも、思考が自じ虐ぎやく的てきになってるな」

　俺は呟いた。
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　力に対する恐きよう怖ふ。オレがそれを最初に覚えたのはごくごく幼いころだ。

　医者だった親おや父じは、恐おそろしいほどの癇かん癪しやく持ちだった。母に何度も手を上げ、ときには足あし蹴げにもした。

『お父さんはね、ときどき悪い虫にとりつかれるのよ。みんなに尊敬されるすごい人なんだけど、ときどき、虫が悪さをして、性格を変えてしまうの』

　そんなことをよく母は言っていた。むろん、現実にはあり得ない話だ。幼い子どもが父に対する敬意を失ったり、過か剰じように怯おびえてさらに刺し激げきしたりすることのないよう頭を悩ませた結果、絞り出した方便だったのではないかとオレは思っている。母が早くに亡なくなったのは、心労も大きな一因となっていたのだろう。

　さて、母親の死後、親父の癇癪は小学校に上がったオレにも向けられるようになった。表面的には躾しつけの形を取っていたが、それは紛まぎれもなく暴力だった。

　朝起きるのが遅れると殴られた。おはようございますの声が小さいと殴られた。運動会で上位の成績を修めると『一番以外に価値はない』と殴られた。熱が出ると『たるんでいる』と殴られた。テストで満点を取らないと殴られた。満点を取っても嬉うれしそうにしていると『慢まん心しんが見える』と殴られた。

　やがて親父は再さい婚こんした。再婚相手には蛍ほたるというオレより三つ年下の女の子がいた。そして新しい母も彼女も平等に親父の暴力に晒さらされるようになった。

　このころオレは、絶対不ふ可か侵しんの存在であった親父に、疑いを覚え始めていた。

　百歩譲ゆずって自分が殴られるのには理由があるとしよう。しかし、蛍はオレよりはるかに小さく弱い存在だ。それが、オレと同じように結果を求められ、オレと同じように殴られるのはおかしなことではないだろうか。

　――それはどう考えても不公正だと、オレは結論した。

　間違いは正されなければならない。

　オレが最初に試みたのは、親父の注意をそらすことだった。蛍が殴られそうな場面に遭そう遇ぐうすると、しゃしゃり出て行ってわざと親父を怒おこらせるのだ。そうすれば大たい抵ていの場合矛ほこ先さきはオレに向き、蛍への折せつ檻かんは忘れ去られた。

　そして少し大きくなると、今度は親父をどうにかしなければ根本的な解決にはならないということに気付いた。具体的にはどうするのか？　そう、親父より強くなればいい。その暴力を上回るほどの力を身につければ、親父を超えられる。

　強くなって、強大な敵を打うち倒たおす――そんな物語の主人公になることができる。

　強くなれば、オレは――




　うっすらと目を開ける。天てん井じようが見えた。普ふ段だん寝ね起おきしている廃はい工こう場じようのものではない。

　どうやらオレはソファに寝ねかされているようだった。どこかの屋や敷しきの応接室というところだろうか。

　体を起こそうとする。と、腹部に激痛が走った。オレは思わず小さな呻うめき声ごえを上げた。

「動くと痛むよ」

　声が聞こえた。小学生くらいの子どもが、どこか醒さめた目でオレを見下ろしていた。

「自分の名前言える？」

「……十と川がわ翔しよう馬ま」

「一〇から一まで逆に数えてみて」

「なんで、んなことしなきゃ、ならねんだよ？」

「意識障害のチェック。ま、心配なさそうだね。もう一回痛み止めの術重ねるから、それで大分マシになるはず。といっても、傷は塞ふさいだだけで治ったわけじゃない。次、開いたら命の保証はないから、おとなしくしててね」

　指で小さく複雑な紋もん様ようを描えがき、呪文を唱える。オレの傷に不可視の力が浸しん透とうしていくのが感じ取れた。痛みと重い不快感がすうっと和やわらぐ。

「……魔術、か？」

　どうやら手当をしてもらったようだ。

「あんたのへっぽこ魔術と一いつ緒しよにしないでね。大した才能もないのに中ちゆう途と半はん端ぱに手を出すから大おお火傷やけどするんだよ、まったく」

　一言もない。自じ嘲ちようの笑みが漏れる。

《魂喰らい》はオレに素質があるとか言っていたような気がするが――この子の手並みを見れば、自分とは天地の差があるのがわかる。オレは結局、半可通の素人しろうとでしかなかったわけだ。

「……〝人ならざるもの〟が書物に自分の召しよう喚かん方法を載のせるのは、この世界に招かれることが奴らの得になるから。基本的にはね。おいしい話だと思ってほいほい乗るからしっぺ返しを食くらうことになるんだよ。覚えておくんだね」

　ま、あんたの記憶がどうなるか知らないけど、とか何とか呟つぶやいたようだった。

《魂喰らい》は何と言ってたっけか。『少し熟成させれば、さぞうまい心臓ができたろうに』？　そう、奴は悪行を積んだ人間の心臓を食いたがっていた。

　なるほど、つまりオレは食用に太らされてた豚ぶただったわけだ。こりゃ滑稽だな。

「ここは、どこなんだ？」

「ニュートラルハウス」

　答えたのは、先ほどとは別の声だった。

「んー、まあ、人じゃないもの関連のトラブル相談所とでも思ってくれればいいかなあ」

　長い髪かみを後ろで束ねた女だった。非の打ち所のない美人だが、眠そうな目とのんびりした口調が印象を柔らかくしている。

「で、私はここの責任者の御み子こ神がみてとらといいます。えーと、事情を色々と伺うかがいたいんだけど――ね、コウタちゃん、もう怪我平気かなあ、この子。話聞いても大丈夫？」

「話だけなら。あんまり興奮させないでね」

　コウタと呼ばれた子どもが素っ気なく答えた。

　ま、命を助けてもらったみたいだし、今さら隠かくすようなこともない。オレは魔術書を手に入れたことから、《魂喰らい》に襲われ、そしてカイが《魂喰らい》を捕ほ食しよくしたところまでを話した。

「はい、ご協力どうもー。ではまあ、この件に関しては終わったと考えて良いね。後処理はこちらで引き受けるので、安心して元の生活にお戻りくださいー」

　……元の生活、か。オレにとってはどっちがそうなんだ？　十川家のか？　それとも《ＦＦフエイクフイスト》の頭あたま？

「そういえば……」

　てとらは首を小さく傾かたむけた。

「ちょっと疑問なんだけど……。どうして召喚術なんか試ためしてみようと思ったの？　ふつう、信じないしやらないよねえ、よっぽどなオカルトマニアでもない限り」

「好こう奇き心しん旺おう盛せいなんでな」
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　そして――少し考えて、付け加える。

「……『力を授さずける』ってフレーズに、ちょっと心惹ひかれたのかもな」

「どうして力が欲ほしかったの？」

「オレは底辺のクズだ。強くなってのし上がるしか、生きていく道はねえからだよ」

　そぉ？と、あまり納得していないような表情でてとらは言い、そしてすぐにその話題には興味を失ったようだった。

「ああ、そうそう、ご家族が来てるから呼んでくるねえ。一応『ケンカしてお腹なかをナイフで切られた。傷は浅いから心配ない』って説明してあるよ。話を合わせるか、真実を語るかはお任せするので、好きなように」

　それじゃあ、お大事にねーと、言い残し、てとらとコウタは部屋を出ていった。

　二人に軽く頭を下げ、入いれ違ちがいに少女が一人、ソファの傍そばにやってきた。膝を突ついて、オレの顔をのぞきこむ。

「……よお、久しぶり」

　背が伸のび髪も長くなり、顔つきは少し大人びていた。でも見み間ま違ちがえようはない。

「大体二年と数ヶ月ぶり、というところですね、兄さん」

　蛍は表情を動かさずにそう言った。

「人相が少し悪くなりましたか？」

「食うために色々なことに手を出したからな。中身が荒すさめば外見にも表れる」

　くっくとオレは笑う。

「で、ずっと音信不通かと思ったら、ケンカで怪我ですか。愚かなことですね」

　ケンカというのは少し違うが、愚かはその通りなので反論せずにおいた。

「お父様が知ったら、お怒いかりになるでしょう」

「あいつが今さら怒るかよ」

　オレは唇くちびるを歪ゆがめた。

「価値のねえ奴には何の感情も持たねえよ、あの男は。そもそも、十川を継つぐ人間ということなら、もうお前が居るだろ。直接血は引いていなくともな。――今、中三だっけ？　進路はもう決まってるのか？　さぞ凄すごいところに進むんだろうな。お前は優ゆう秀しゆうだから」

「……ええ、まだ確定ではありませんが、おそらく推すい薦せんを受けられます」

　蛍は全国的に有名な名門進学校の名前を挙げた。

「そいつは、おめでとう。十川家にとっても素す晴ばらしいことだ」

「そうですね。なんせ、本来の後継ぎが目指したものの、推薦が取れず、一いつ般ぱん入試でも合格の目め処どが立たず、直前で逃にげ出だした学校ですものね」

　淡たん々たんとした口調で蛍は言う。

　事実だ。オレは高校受験直前に家を出、行ゆく方えをくらませた。まあ、確かにあのまま受けてたところで、どうせ受からなかっただろうが。

　ただ――家出の原因は、受験ではない。

「あの、《紫し電でんの堕だ天てん使し》はお前の差し金か？」

「……方法まで依頼したわけではありませんが、確かに見付けて引き合わせてくれるよう手伝いをお願いしました」

「おかげで嫌いやな記憶をたっぷり思い出したぜ。――なぜだ？」

「……なぜ、とは？」

「なんで、オレを捜す？　オレはもう十川家に必要ねえだろうが」

　蛍の目の奥で何かの感情が動いた気がした。怒りか、侮ぶ蔑べつか――あるいは憎ぞう悪おだったのかもしれない。

「それで済むとでもお思いですか？　あなたは逃げ出したんです。全部を私一人に押おしつけて」

「でも、お前はそれを全部乗のり越こえて、十川にふさわしい人間として認められつつある」

「だから許せるとでも？　兄さんは負ふ債さいを返済すべきです」

「謝あやまれっつーなら、謝るけどな……どうすりゃ気が済むよ？」

　蛍は言葉に詰まったように沈ちん黙もくした。気持ちを鎮しずめるように二度、三度と小さく息を吐き、そして口を開く。

「……戻ってきませんか、家に」

　今度はオレが沈黙する番だった。蛍は続ける。

「多少の要求を通せる程度の成果は積んできました。私が十川家に兄さんの居場所を作ります。今いま更さら後を継げと言われないでしょう。少しは全まつとうに生きる苦労をしてみてください。私の一〇〇分の一でも」

「……アホか」

　ようやく言うべき言葉を見つけた。

「オレを一番必要としていないのはお前だろうが」

　蛍はかすかに目を見張ったようだった。

　幼い頃は確かに庇ってやったこともある。だが、程ほどなくオレはそれがよけいなお世話だと気が付いた。成長するにつれ、蛍は勉学においても日常生活においても、その輝かがやくような優秀さを発現させるようになっていった。そう、蛍は親父の設定したハードルを、独力で、軽々と越えることができる資質を持っていたのだ。

　護まもってやる必要など、最初からどこにもなかった。オレが親父に抗こうする術すべを求め、強くなることを夢見て妄想に浸ひたっている間に、こいつは一人で遥はるかな高みにまで飛んで行ってしまった。

　オレの高校受験に先だって、蛍の名門中学への入学が決まった。その夜、オレは姿を消した。十川家の誰にとっても、オレは不要な存在だったからだ。

　別の選せん択たくはあったのか？

　別の、正しい選択はあったのか？

　――あったのかもしれないし、なかったのかもしれない。

　一つ言えるのは、今さら考えても意味なんかねえってことだ。

「家からの評価は、苦労して築いたお前の財産だろうが。もう少しマシなことに使うんだな。オレに割さくのはただの浪ろう費ひだ」

「兄さんは――！」

　蛍は感情を露あらわにして大声を上げた。

　が、それも一瞬のことだった。一呼吸の間に蛍は十川の人間としてふさわしい冷静さを取り戻していた。

「……決けつ裂れつですね」

「そうだな」

　ゆっくりと立ち上がり、蛍は背を向けた。




　これでいい。

　この選択は間違いじゃない。

　――何も間違いは、ない。




＊　＊　＊




　応接室前の廊ろう下かで、ちょうど出てきたてとらさんとコウタに行き会った。

　改めて命には別状ないことを聞き、ほっと胸をなで下ろす。

「……とすると、翔しよう馬まはこれからどうなるんです？」

「んー、今後魔術に手を出さないでいてくれるなら、それでいいんじゃないかなあ。街を出ていくと言うならもっと話は早いし。今、妹さんと話し合ってるみたいだから、その結果次し第だい？」

「そういや、呼び出した人外のものとの契けい約やくは、もう切れたことになるんですよね。この場合、認識修正の結界ってどう働くんですか？」

「えーとね、普ふ通つうは非常識なことを目もく撃げきしたという認識がトリガーになって起動、まず過去、未来における因果に矛む盾じゆんが起こらないかをシミュレートしてえ、でもって、一番蓋がい然ぜん性せいの高い事象を記き憶おくとして自動的に置おき換かえることになるんだけど――」

「あ、いえその」

　俺はあわてて口を挟はさんだ。

「翔馬が魔術から手を引いた場合、あいつの魔術に関する記憶はどういう扱あつかいになるのかな、と思って」

「それなら自由に編集できるよー。結界の管理してるの、私だし。マニュアルに切きり替かえてちょいちょいっと」

「……扱いきれない力のことなんて、忘れちゃった方が幸せだよ」

　コウタがぼそりと呟いた。あるいは、そうなのかもな。

　ともあれ、これで自分の初仕事は終わりだ。あまり役に立てなかったが。

　いや、卑ひ屈くつになるのはよくないな。どうも、あのカイとかいう奴に出会ってから調子が出ないようだ。無力な自分のことはとっくに受け入れたつもりだったけど、それでも――

　そのとき、応接室のドアが開き、蛍ほたるちゃんが姿を現した。

「あ――」

　彼かの女じよは俺たちの姿を見ると、一瞬顔を伏ふせ、そして顔を上げた。

「お世話になりました。兄の分もお礼申し上げます」

「いえいえー、お気をつけてー」

　蛍ちゃんはてとらさんに一礼して、寮の玄げん関かんへ向かおうとする。

「あの、蛍ちゃん！」

　思わず声をかける。

「……何か？」

　だが、俺は言葉を継げなかった。蛍ちゃんはもう一度頭を下げ、ゆっくりと歩き去っていった。

　あの子――部屋から出てきたとき、泣いてなかったか？

　一瞬で完かん璧ぺきに立て直して見せたけど、ひどく傷ついた表情をしていたような気がする。

　俺は早足で追おうとし――そして、途と中ちゆうで足を止めた。

　自分に何ができるのだろう。

　今回、俺が『天てん秤びんの会かい』として初めて引き受けた事件は、俺の預かり知らないところで勝手に終結した。恥ずかしい思いをしたというのはまあいいとして（いや、本当はあまりよくないが）、何の役にも立たなかったという思いが、さっきからずっと俺の心の中にわだかまっている。

　関わり合いになり、知り合った以上、幸せな結末を迎むかえてほしいと思う。蛍ちゃんにも、翔馬にも。

　でも、それに自分が関かん与よできると思うのは傲ごう慢まんなんじゃないか？

　過去にそうして見境なく首を突っ込んで失敗したんじゃないか？

『天秤の会』としては、もう終わったも同然の話だ。組織の一員なら、ここで自分も満足しておくべきなのではないか？　これ以上踏ふみ込むのは正しいことなのか？

「何を突つっ立たってるんですか」

　抑よく揚ように乏しい声を背後からかけられ、俺は飛び上がりそうになった。

「あ、亜あ夜や花か？　自主的に部屋から出てきたのか、珍めずらしいな」

「あの子――蛍さんなら、もう行きましたよ。ウルリカに見送りを命じました」

　そして、表情を変えないまま続ける。

「その際、少しだけ引き留めておくように伝えました。どこかの誰かが、追いかけていくかもしれませんから」

　俺は目を瞬またたかせる。

「私に〝人間〟を知ってほしいと願う誰かなら、間違いなくそうするでしょうし、〝人間〟のやりかたを見せてくれると期待してるんですが、間違ってますか？」

　亜夜花は口を閉じ、俺の答えを待つような視線を向ける。

「……そうだな、ありがとう」

　一つ息をついて歩きだした。

　そうだ、思い出せ。俺は完全無敵のヒーローじゃない。弱くて無力な人間にすぎない。誰かを『救ってやる』ことなんかできない。

　だから手を尽つくして、そして彼ら自身によって救われてくれるように祈いのるのだ。

　それが人間として生きるということ。

　雨は小降りになっているが、それでも雨具が不要というほどではない。

　門のところでカサを差した蛍ちゃんが困った顔をしていた。ニコニコ笑うウルリカに袖そでを掴つかまれている。

「ああ、居た。あんまり急いで帰るから、ちょっと気になってさ。もう少しだけ話してもいいかな？」

　蛍ちゃんは一いつ瞬しゆん逡しゆん巡じゆんの色を見せたが、結局あきらめたように息を吐いた。

「ええ、いえ……こちらこそ、失礼しました」

「まず、謝らないといけない。お兄さんのこと、ごめん。怪我する前に何とかできればよかったんだけど」

「お詫わびには及およびません。兄の自じ業ごう自じ得とくです。手当をしていただけただけで十分です」

〝兄〟、と言うときに、一瞬声が震ふるえた気がした。

「で、あのさ」

　俺は少しためらい、そして直ちよく截せつ的に切り込んだ。

「お兄さんとは、仲直りできなかったの？」

　蛍ちゃんは眉み間けんにしわを寄せた。

「……別に、仲直りが目的だったわけではありませんから。自分の責任を痛感させて、家に連れ戻すのが私の役目だと思ったまでです。ただ――思った以上に、頑がん迷めいで話になりませんでした」

　そしてふふっと笑う。

「仕方ないのかもしれないですね。私も兄も変わってしまった。お互たがい進む道が別々になったということです。もうきっぱりと諦あきらめます。ありがとうございました。では、これで」

　蛍ちゃんは少し疲つかれたように笑って、頭を下げる。

「それでいいの？　お兄さんとこのままで？」

「いいも何も、兄の存在自体は私にとっては大して重要ではありません。私が自分の内面をどう整理するかという問題で。最初から居なかったものと考えることにしますよ」

「それは――そんなはずは、ない、と思う」

「何がですか？」

「重要じゃないなんてはずはないだろ！　だって君は――」

　俺は思わず声を高くする。

　そのとき――

　ごく短い時間の間に、いくつかのことが起こった。

　一匹ぴきの野の良ら猫ねこが蛍ちゃんの足元に歩み寄る。

　ウルリカが鼻をうごめかし、あれ？と呟く。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、亜夜花が目を見張り声を上げる。

「離はなれて！　それは――」

　同時に――猫ねこの胴どう体たいがにゅるんと伸び、そして蛍ちゃんを頭から呑のみ込む。

　ふぁさりと蛍ちゃんのカサが地面に落ちる。

「な――」

　俺はすべてが終わるまで、一歩も動くことができなかった。

　猫はいつの間にかカイの姿になり、目の前に立っていた。

「簡単な幻げん術じゆつだよ。お気きに召めした？　やあ、約束通りまた会いにきたぞ、妹よ。仕事のほうは、もう一区切りついたかな？」

「……兄さん」

「ああ、殺してはいない。俺の腹の中に確保しただけだ」

　カイは笑う。

「いろいろ考えてさ、ちょっといいこと思いついたんだ。亜夜花にも聞いてほしかったんだけど、どうも俺『天秤の会』に嫌われてるっぽいし。どうしよーかな、と思ってたら、なんと、亜夜花が外に出てきてくれたじゃないか。想おもいって通じるんだねえ！」

　ウルリカが亜夜花を護るように立ちはだかって、牙を剥むいている。だが、俺に対するのと同様、カイは一いつ顧こだにする必要すら感じていないようだった。

　亜夜花はウルリカをそっと押しのけて、前に出た。

「それで？」

「うん、俺は一つ、お前に取引を持ちかけようと思うんだ」

　取引？と亜夜花が小さく繰くり返かえす。

「そう。――お前がニュートラルハウスを出て俺たちのところに戻ってこないと、さっき呑み込んだ人間を殺す」

　何か言いかけた亜夜花を、カイはニコニコした表情のまま遮さえぎった。

「いやいや、怒らずまず話を聞いてくれ。亜夜花の意思も尊重したうえで、俺の目的も果たす、どちらも満足できる解決方法はないものかとずっと考えててさ。――お前の所属する『天秤の会』というのは、秩ちつ序じよを以もつて人間との共存を推おし進すすめるのがその役割なんだろう？」

　何を言い出そうというのだろう。カイは自信たっぷりに続ける。

「だったらさ、お前はこの人間を取り戻せば、会に貢こう献けんできるわけだよね？　で、お前が俺おれと来ることに同意すれば、俺はこの娘むすめを解放してやれる。亜夜花は最後に仕事をこなし、俺は亜夜花を連れて帰れる。これこそがすべてを丸く収める、いい妥だ協きよう案あんじゃないか！」

「ふざけんじゃねえ！」

　恐怖を忘れて、思わず俺は怒ど鳴なっていた。我慢できなかった。

「そんな勝手な理屈のために人の命を犠ぎ牲せいにすんのか？　さっさと蛍ちゃんを――」

「どうかな？」

　カイはあっさりと無視した。いや、敢あえて無視したのではない。耳に入れてさえいなかった。――死すら覚かく悟ごした、俺の心からの怒りを。

「…………」

　亜夜花は答えあぐねている。

「うーん、これ以上の譲じよう歩ほは難しいんだけどなあ。このあたりで我わが儘ままを収めてくれたら、俺としても嬉しいんだけど、どうだろう？」

　譲歩でも何でもない。俺に言わせればこんなのはただの脅きよう迫はくだ。だが、カイは自分の善意を疑ってすらいないようだった。

　何だろう、この感覚のズレ、この気持ち悪さは。つまるところ、カイにとって人の命というのは徹てつ頭とう徹てつ尾び『どうでもいい』ものでしかないのだ。

「断ったらどうなりますか？」

「まあ、また別の手を考えるよ。無む理り強じいはしたくないしね」

　もちろんその場合、蛍ちゃんは戻って来ないだろう。

「……と、長居するとまた怖こわい女め神がみ様たちが来るかな？　決心がついたら、そうだな、東の山の山頂にいるから、会いにおいで」

　じゃあ、とにこやかに手を振ふって、海里は消えた。

「なんだ、あの野郎……」

　改めてふつふつと怒りが湧わいてきた。

　強力な存在ではあるのだろう。俺なんて眼中に入れる必要すらないほどの。畏い怖ふを感じないといえば嘘うそになる。だが、それ以上に、腹立たしい。あの価値観が。人間をゴミ程度にしか思っていない、無自覚な傲慢さが。

　しかし――どうすればいい？

　俺に何ができる？

『天秤の会』は動くか？　犠ぎ牲せい者しやは人間一人。とはいえ、仕し掛かけてるのは大物だ。敵対するつもりはないと言っていたが、わざとかたまたまか、とにかく相当にこちらを刺激する行動をとっているのは間ま違ちがいない。

「亜夜花さま……」

　ウルリカが気き遣づかわしげに主人のほうを見る。

　はあ、と亜夜花はため息をついた。

「天たか人とさんにとっては喜ばしいでしょうね。部屋を独どく占せんできることになるんですから」

「何だよ、いきなり」

　一瞬、その言葉の意味を把は握あくし損そこねた。そして気付く。

「……まさか、あいつの要求を呑むつもりなのか？」

「他に方法がないでしょう。あなたはあの少女を助けたくはないんですか？」

「助けたいに決まってる」

「私も誇ほこりに懸かけて人間の犠牲の上で自分の居場所を確保するような真ま似ねはしたくありません。とはいえ、あの兄が簡単に諦めるとも思えませんし、むしろ手段をエスカレートさせるでしょう。私がここに居る限り」

「あのな」

　俺は眉を寄せた。

「なんで、君の方はそんな簡単に諦めるんだよ。『天秤の会』の力を借りて、人ひと質じち取り戻すとか、いろいろ手段はあるだろ」

「『天秤の会』は動けませんよ、多分」

「……なぜわかる？」

「海里兄さんが〝神殺し〟だからです」

「〝神殺し〟っていうのはねー」

　突とつ然ぜん声がして、俺は危あやうく飛び上がりそうになった。

「神話の中で文字通り神を滅ほろぼしてる存在のこと。要するに、強さの称しよう号ごうね。ないから弱いとは限らないけど、これを持っている神は間違いなく強い」

「万ま那なさん？と千せん那なさんも。いつのまに……」

「海里さん、もう帰ってしまったんですね」

　千那さんは少し残念そうな微び笑しようを浮うかべた。

「やー、蛇へび臭くさい気配がしたんで見に来たんだけど、一足遅おそかったわけだ」

　万那さんはそう言うと、何かを企む表情で俺と亜夜花の肩を抱だいた。

「……さてさて、ちょっと中で相談しようか」




「で、『天秤の会』が動けないってのは、どういうことなんです？」

　俺は尋たずねた。

　食堂。ウルリカにお茶を入れてもらって、作戦会議を開いている。

「リスク管理の問題。動けないってわけじゃないんだけどね。協定があるって話したでしょ、前に」

　万那さんが言った。

　神々同士では争あらそわないことになっているってあれか。周囲に与あたえる被ひ害がいが甚じん大だいになるからという話だったが。

「向こうは敵意のないことを表明している。しかも人間は掠さらっただけで殺してない。この条件ではまだ、実み尋ひろ市しが吹ふっ飛とぶリスクを冒おかしてこちらから〝神殺し〟にケンカを売ることはできない」

「『秩序の維い持じ』が建前ですからね。組織の正当性が主張できなくなります」

　千那さんが注ちゆう釈しやくを加えた。

「じゃ、見殺しにするしかないってことですか？」

「そうは言ってないです」

　千那さんは優やさしく笑う。

「建前は建前でしかないですから」

「不測の事態は常に起こりうるよねー」

「…………」

　いいのか、それで、という気がしないでもない。が、彼女たちが力を貸してくれる可能性があるというなら、ありがたい話ではある。

　俺の腹はもう決まっている。あとは……

「改めて聞くけど、亜夜花はどうしたいんだ？」

　亜夜花はびくっと身を震わせた。

「『どうするべきか』じゃなくて、どうしたいか。あいつと一緒に帰りたいのか、それともここに留とどまりたいのか、どっちなんだ？」

「わ、私は……」

　亜夜花が言葉に詰つまりながらも言った。

「私は……まだ、ここに居たいです」

「だったら、さらわれた蛍ちゃんを救出して、自分もここにいられる方法を考えないとだめだろ。あっさりカイの言い分を呑んでどうするんだ――と、自分の知る誰だれかさんなら言うんじゃないか？」

　亜夜花が去って蛍ちゃんを助けるか、亜夜花が留まって蛍ちゃんを見殺しにするのか、カイが迫せまったのはそういう二択たくだ。ふざけるな、と思う。どちらかが犠牲にならなければならないなんてことを認めてたまるか。

「……バカで欲張りなんですね、その誰かさんは」

「知らなかったのか？」

「知ってました」

「よし、なら話は決まりだ。俺が機会を作ってやる。一緒にあの兄貴に答えを突きつけようぜ。『私は絶対行きません』ってな」

「……ほんと、バカなのですね」

　少し視線を伏せてそう呟くと、亜夜花は柚ゆず原はら姉妹に向き直った。

「私、これから少し山の方へ深夜の散歩に出ようと思います。ウルリカ、支し度たくを手伝って下さい」

　はいですー、と控ひかえていたウルリカが後に続く。と、くるりと俺の方を向いた。

「……ウルリカ、おバカさんな天人さま、大好きなのですよー」

　にっと笑うとぱたぱたと行ってしまった。

「で……えーと、天人」

　珍しく万那さんが何か言い辛づらそうにしている。

「なんですか？」

「あの、さ……あたし、あんたのこと、『飼ってる』とか、そんな風に下に見たこと、ないから」

　一いつ瞬しゆん何のことかわからなかったが、すぐに思い出した。カイが廃工場で言っていたセリフだ。『天秤の会』が俺を飼っている、とあいつはそう表現した。力関係からいえば、そう解かい釈しやくされても仕方ない。俺はあまりにも脆ぜい弱じやくな存在だ。

　でも、俺はそんな扱いを受けたことは、一度もない。

「当たり前でしょう」

　俺にとっては自明のことなのだ。だから忘れてしまっていた。

《紫電の堕天使》の例を挙げるまでもなく、確かに万那さんはときどきはた迷めい惑わくな人だし、なんかこう、世の中の男は自分の下げ僕ぼく的てきな考えを持ってるふしも見受けられるが――それでも、この世界での生活を心から愛し楽しんでいることを、俺は知っている。

　人間や俺のような半はん端ぱな存在をカイのように侮蔑したり、取るに足りないものとしてその存在を抹まつ消しようしたりはしない。絶対に。

「そんなこと気にしてたんですか？　万那さん」

「な、あ、あたしが気にするわけないでしょ！　天人が傷ついたかなと思って気を遣つかってあげたのにっ！」

　万那さんは少し顔を赤くしながら、頬ほおを膨ふくらませた。

　うん、変に殊しゆ勝しようなのより、こっちの表情の方が綺き麗れいだよな。

　千那さんはそんな俺たちの様子を見てくすりと笑い、そして話題を元に戻した。

「さて天人君……こんなに暗くなってから、山道へ、しかもひきこもりで外出に慣れていない女の子が散歩に行くというのは、実に危ないと思いませんか？」

「思いますね」

　俺は肯うなずく。

「人間的な思いやり精神に則のつとるとすれば、心配になって後をこっそりつけたくなっても不思議じゃないです」

「そしたら、たまたま不ふ審しんな男に遭遇するかもしれないよねー」

　万那さんが続けた。

「そして、たまたまボコっちゃうかもしれない。で、その後、たまたまどこかの〝人ならざるもの〟だと気付くことになるかもしれない。ま、起こっちゃったことは仕方ないし、不幸な事故だよねーうふふふふふふふふ」

　楽しそうな笑え顔がおだった。




◆　◆　◆




　手洗いに立つ、と見せかけて、ここから抜ぬけ出すつもりだった。

　助けてもらったのは感謝するが、もうオレにはこの寮りようにもこの街にも居る理由がなかったからだ。行くあてがあるわけではないが、居場所ではないところに長居するべきではない。そう思った。

　無人の廊下を歩き――

　そして、ふと足を止める。

　食堂らしき部屋から、会話が漏もれ聞きこえてきたのだ。

「…………」

　頭の中で、今聞こえた会話の中身を整理する。

　オレは少し考え……そして、応接室へと戻った。







四章　人の用いし天秤は







　雨はもう上がったようだ。山道は湿しめった土と草の匂においがする。

　夜が更ふけて気温が下がった。山を登るに従ってさらに寒くなるだろう。

　とはいえ、今、俺の額には汗あせが滲にじんでいる。冷気がかえって心ここ地ちよい。半天使ネフイリムの体力は人並み以上とはいえ、夜の山道を駆けるのは結構な難行だった。先に行った亜あ夜や花かと一緒に、ウルリカの背中に乗せてもらえれば楽ができたかな？

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　隣となりを行く千せん那なさんがそう尋ねた。こちらは息すら乱してない。

「ここからは歩きましょうか。そろそろ山頂が近いですし、気配はできるだけ消して」

「了解、です」

　荒あらい呼吸を繰り返し、体力を回復させようと試みる。

　そのとき、頭の中に万ま那なさんの声が響ひびいた。

『あー、テステス。天たか人と、お姉、聞こえてるー？』

「聞こえてます」

「大丈夫だよ」

『山頂に海かい里りの気配あり。見つからないようにねー』

　大おお雑ざつ把ぱな役割分担と作戦はこう。

　先頭に亜夜花とウルリカ。その後ろに姿を隠して俺と千那さん。さらに後方から万那さん。山頂に着いたら、まず亜夜花がカイと話し合いをする。決裂した場合、万那さんが状じよう況きようを見て指揮を担当。その指示に基もとづいて千那さんがカイの相手をし、隙すきを突いて俺が蛍ほたるちゃんを助け出す。

　カイの、あの何でもかんでも呑のみ込んでしまうという特性については、寮を出る前にコウタが教えてくれた。翔しよう馬まの看病疲づかれで眠そうな顔をしながらではあったが。

『魔ま術じゆつに似たようなのがあるよ。すごーく単純化して言うと、この世界じゃない異空間に大きな袋ふくろがあって、そこに出入口が通じているって感じかな。多分、そいつの口が異界に繋つながってるんだ。気分によって呑み込んだものを保管したり、消化しちゃったり、自由自在なんだろう。で、本来の出入口を通さず中のものを取り出したいのなら――』

　袋を切きり裂さいてしまえばいい、か。

　自分の両手を見つめる。多分、俺にはできる。一枚だけの切り札を、完璧に正しく使いこなすことができれば、という条件付きで。大きな危険を伴ともなう方法だが――少なくとも、不可能ではない。

　わずかに手が震えた。怯えてはいけない。俺はそれをやるために、ここに来たのだ。

「緊きん張ちようしてます？」

　千那さんが穏おだやかに話しかけてきた。

「い、いえ、全然平気でしゅ」

　噛かんだ。

「いや、心配無用です、千那さん。ほんとに。亜夜花に加護かけてもらいましたから、そうそう最悪の状況にはならないでしょうしね」

　亜夜花は生物の位相を生の側に固定することができる。噛み砕くだいて言えば、『絶対に死なない状態にする』という能力だ。力が弱まったとはいえ、さすがに生死を司つかさどる冥めい界かいの神である。

　もっとも不死などというチートな状態が簡単に手に入るはずもなく、いくつかの制限が存在する。まず二四時間程度しか持たないこと、そして肉体の修復には何の寄き与よもしないということ。つまり、俺がカイに挑いどんで敗れ体をバラバラにされたとすると、二四時間そのままで生き続け、その後死ななければならないというわけだ。

「そんなに気負わなくても大丈夫ですよ。天人君の出番があるとは限りませんしね」

「だといいんですけどね」

　俺は少し硬かたい笑いを浮うかべた。

「そういや……勝手にこんな真似して、てとらさん怒りませんかね？」

「怒るならもうとっくに怒ってますよ。何も言ってこないなら、多分、黙もく認にんするよって意思表示だと思います」

　とっくに俺たちの行動はお見通し、そのうえで、ってことか。そうかもなあ。ぼーっとしているが、一応あれでもすごい神様なわけだし。

「まあ、だからこそ、失敗はできないわけですけどね」

　千那さんは穏やかな声で厳しい現実を指し摘てきした。

　責任は、てとらさんが負うことになるのだろう。顔向けできるような結果を出さなければならない。

「千那さんはよかったんですか？　こんなことに荷か担たんしちゃって」

「戦いくさ神がみですから、私」

　優しく笑う。

「戦うことが存在意義の一つなのですよ。とくに彼かれほどの力を持った存在と対たい峙じできる機会はそうそうないでしょうし、楽しみでもあります。それに――先日、少しお話ししましたよね。兄様が大切にしていた『天てん秤びんの会かい』は私も大切に思っている、と。ですから、外から会を乱そうとする動きには、あまり良い感情を持てませんね」

「その……お兄さんが大好きなんですね……」

「大好きです」

　何のためらいもなく、千那さんは笑顔で即そく答とうした。

「兄様の愛したものを私は愛しますし、兄様が憎にくむものを私は憎みます。兄様に肯こう定ていされることが至上の喜びで、兄様に否定されることは言葉にできないほどの悲しみです。兄様に死ねと言われれば死にますし、殺せと言われれば殺します。兄様の敵なら、殺すなと言われても殺します。――今は自由にお話しできなくなったのが残念ですけどね」

　そう言って、あの形見だという携けい帯たい電話を愛いとおしそうに両手で包み込む。

　あー、うん……そういや、重度のブラコンだって万那さんが言ってたなあ。これはちょっと引くレベルかもしれない。いや、おかげで手を貸してもらえるんだから、その兄様なる神には感謝しないといけないんだろうけど。

　そんなことを考えていると、千那さんがぽつりと言った。

「あと一つ……少し責任を感じているからということもあります」

「責任？」

「ええ。少し前から、かすかに……気のせいかなと思うほどほんのかすかにですが、街に気配を感じていたんです。多分、万那ちゃんも」

　申し訳なさそうに言葉を続ける。

「私たちからここまで気配を隠すことのできる存在はそうそう居ませんし、居たとしても害意を持っているとは限りません。だから様子見でいいかな、と判断したのですが……裏目に出てしまいましたね。最悪を想定して行動を起こしていれば、こうはならなかったかもしれません」

　ああ、千那さんと万那さんが俺の初仕事にやたら絡からんできたのは、万が一を心配してくれていたのか。確かに後手を踏んだかもしれないが、廃工場に彼女たちが駆かけつけてくれたおかげで、俺はカイに殺されずに済んだわけだ。文句を言う筋合いはない。

「天人君こそよかったんですか？　付いて来ちゃって」

「人ひと質じちの子は知り合いですから。何かあったらさすがに寝ね覚ざめが悪い。それにやっぱり俺もあの海里とかいう奴やつは気にくわないですし、一ひと泡あわ吹ふかせたいですよ」

「でも本来、これは亜夜花ちゃんの問題であって、あなたの問題ではないでしょう？」

「そうなのかもしれませんけど――やっぱり、困ってる人を見るのが嫌だって気持ちは、消しようがないんですよね。余計なことに首を突っ込むのやめようとも思ったけど、俺には無理みたいだし」

『いらん苦労を背せ負おうタイプだよねー』

　万那さんの茶々が入る。うるさいなあ。

「だから割り切りました。やりたいと思うこと、やるべきだと思うことをやろう。ただし救おうとするのは止やめよう」

「救おうとするのは止める――？」

「『自分の手で救ってやろう』と思うと、色々余計な感情が付いてくるんですよ。上う手まくやりたい、褒ほめられたい、感謝されたい――そういう気持ちが大きくなっちゃうと、多分、俺はまた失敗する。だから、何がこの事態を解決するのにベストなのか、ただ、それだけを考える」

　本当は無敵のヒーローになりたかった。あらゆる不幸を見過ごさず、あらゆる人を救い出す存在でありたかった。でも俺は挫ざ折せつして、それが無理だと思い知らされた。

　だから、ずっと揺ゆれ続つづけている。

　どうすることが正しいのか、どうすることが正しくないのか。

　自分は何を変えられて、何を変えられないのか。

　悩なやみながら前に進もうともがいている。

「疲れませんか？　無関係の人にそこまで関かかわるのは」

「それについてはこう思ってます。――俺が何とかしたいなと思った時点で、その人は俺にとってもう無関係じゃない」

　それに亜夜花には蛍ちゃんのことで背中を押してもらった恩もあるし。

　だらしなくて虚きよ弱じやく体質な、手のかかるひきこもりだけど、やはり俺を理解しようとしてくれたのは嬉しかったのだ。〝対価〟などと言う気はないが、もらった分は返したい。

「――ん、なかなか面おも白しろい物言いだと思いますよ、私は」

　千那さんはくすりと笑った。

「あなたを見てると思い出すんですけど――」

『ちょっと待った』

　万那さんの鋭するどい声が千那さんの言葉を遮った。

「どうしたの？」

『ヤツの気配が消えた』

　カイは山頂で待ち受けていたはずだ。

　身を隠したのか、それともどこかに移動したのか――

「気付かれたんですかね？」

『わかんない。でも油断しないで、いったん――』

　そのとき突然、俺は千那さんに突き飛ばされた。

「え？」

　宙に浮いていたわずかな間に、何者かの攻こう撃げきが千那さんを捕とらえたのが見えた。

　ありえない形に折れ曲がる四し肢し。

　華きや奢しやな体が吹ふき飛ばされ、はるか背後の地面に叩きつけられる。

　俺は地面に転がると同時に跳はね起おきた。何だ、今のは？　庇かばわれた――のか、俺？

「察知できなかったことを、恥はじる必要はないよ。忍しのび寄よる蛇へびを見つけるのはむずかしいものだから」

　背筋が凍る。無個性な少年の姿が、いつの間にかそこにあった。

　カイの視線は俺を素す通どおりして動かなくなった千那さんに向けられていた。

「でも、なんで邪じや魔ましにくるかなあ。俺の目的はただ妹を連れて帰ることだけなんだけどなあ。ちゃんと君らの顔も立ててあげてるのになあ」

『天人、逃げて！　早く！』

　万那さんの声には珍しく本気の焦あせりが含ふくまれていた。

「で、でも……」

　俺は躊ちゆう躇ちよした。千那さんも心配だし、何よりここで逃げては蛍ちゃんを助けられない。再度のチャンスがあるという保証はどこにもないのだ。

（一人でやれる……か？）

　とっておきの切り札が一枚ある。これを切るべきだろうか。

『ちょっと、天人！　何突っ立ってんのよ！　状況わかってないでしょ、あんた！　やばいって！　そこから逃げて！　でないと――』

　頭の中に万那さんの怒鳴り声が響く。

『――巻まき添ぞえになる！』

「……は？」

　巻き添え？　カイにぶっ飛ばされるとか殺されるとかではなく？

　どういうことですか？と問い返そうとしたとき――突然全身が総毛立つような感覚に襲おそわれた。

「…………………………………………」

　背後から何かをぶつぶつと呟く声。

　ゆっくりと身を起こすような気配。

　ザク、ザク、と濡ぬれた下草を踏ふみ分わけながら歩いてくる足音。

　ゴキャ、と何かが鳴る。

　ゴキャ、ともう一度。

　骨の音だと気付く。

　そう、まるで捻ねじ曲まがってあらぬ方向を向いていたモノを、無理やり正常な位置に戻したかのような。

　俺は振り返ることはおろか指一本動かすことができなかった。何だ……この圧あつ倒とう的てきなまでに禍まが々まがしい存在感は。

　それ――千那さんの姿をしたそれは、ゆっくりと俺の横を通過する。

　歩を進めながら具合を確かめるように首筋をなで、次いで壊こわれた人形のようにぶらぶらしている右みぎ肩かたを、左手で掴んで力ずくではめ込んだ。ゴキャ。

　服は汚よごれ、お下げにしていた髪は解けて広がっている。普ふ段だんとは似ても似つかない姿だ。

　だが、もっとも大きな違いはその顔に浮かんだ表情だった。穏やかさや優しさの欠片かけらもない、血に飢うえた、淫いん蕩とうとも表現しうる微笑。

「……………た顔も、……が…………くれた髪も、兄様が………てくれた手も……」

　地面を蹴けって加速する。
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「兄様がきれいだと褒めてくれた指も、兄様がきれいだと褒めてくれた爪つめも、全部全部全部全部こんなになってしまって、ああ、ああ、どうしましょう、どうしたらいいんでしょう、こんなにしてくれたあなたを私はどうすればいいんでしょう――」

　加速する。加速する。

「ああそうか殺せばいい壊してしまえばいいんだ引ひき裂さいてふみつけてつぶしてのばしてあとかたもなくなるまできりきざんできりきざんできざんできりきざんできりきざんできざんできりきざんできざんできざんできりきざんできりきざんできざんできりきざんできざんできざんできりきざんできりきざんできざんできりきざんで――――」

　目で追えたのはそこまでだった。

『バカッ！　せめて離れてッ！』

　万那さんの警告と同時に、カイのいた付近の地面が爆ばく発はつする。

　俺はあわてて後ろに飛んだ。

　そこで展開されたのは――おそらく魔術だの奇き跡せきだのの超ちよう常じよう的な現象が介かい在ざいしない、純じゆん粋すいな肉体同士のぶつかり合いだったはずだ。

　だが、それは俺の知覚能力をはるかに超こえていた。

　大木がなぎ倒たおされ、地面に巨きよ大だいな穴が穿うがたれる。空気が震え、地面が揺れる。

　カイの体が地面に叩きつけられ大きくバウンドした一瞬、辛かろうじて視し認にんできた。薄うす笑わらいが消えて、必死な形相になっていた。

（――もしかしたら）

　明らかに俺が介入できるようなレベルではない。

　だが、ふとそう思った。

（もしかしたら、行けるか？）

　千那さんとカイが闘たたかっている。奇き襲しゆうを受けた以外は当初の予定通りだ。だったら、これは好機だと言えるんじゃないか？

　手持ちのカードを確かく認にんする。

　カイは取るに足らない存在である俺をまったく認にん識しきしておらず、油断している。

　亜夜花の加護が働いている今、少なくとも即そく死しすることはない。

　そして、とっておきの切り札が、一枚ある。

「作戦通り、やってみます。何とかするつもりですけど、もし失敗したらあとのこと、よろしくお願いしますね」

『え、ちょ……！』

　声を無視して集中に入る。

　俺の中には大きな力がある。いや、『ある』というよりは『借りられる』という方が正しいだろうか。唯ゆい一いつ神《在りて在るもの》から神の奇跡――人間の尺度では表現できないほどの力を引き出し、発現させることができるのだ。

　俺は神の手足となるべく作られた代行者の血を引いている。とある事件の際、救命と引き換えに神に対する従属の立場を得た。そのときに手に入れた力だ。

　もっとも半人間ハーフである俺は出力装置として極きわめて脆弱だ。接続先のごく一部、砂すな粒つぶほどの力を扱うだけで精せい一いつ杯ぱい。それも制せい御ぎよを誤れば、バラバラになって髪かみの毛け一本残らないだろう。成功しても失敗しても一度きりの、大きな賭かけになる。

『――勝手なことしないでよ！　死にたいの!?』

　一瞬、手足から力が抜けかける。万那さんがその能力で俺の体を操あやつり、無理やり止めようとしたのだ。だが、遅い。万那さんとのものより古くから結ばれている〝契約〟が起動、干かん渉しようを弾はじき飛ばす。

　イメージは巨大なエネルギー体に接続された自分。繋がれた鎖くさりを通して伝わってくる力を体内で変へん換かんし、蓄ちく積せきする。一時的に神の域まで能力が高まり、千那さんとカイの姿を認識できるようになる。

『せめて、もうちょっとだけ待――あーもうっ！　このアホッ！　バカぁッ！　死ね！　ウソやっぱ死ぬな！』

　……やっぱ意外にいい人だよなあ、万那さん。でも、これは俺の体であり俺の意思だ。どこまでリスクを背負うかは――俺に決めさせてください。

　目標、氷ひ室むろ海里の腹部。

　奴の胃い袋ぶくろを――こじ開ける！

　俺は地面を蹴った。

　狙ねらいは二人の交こう錯さく後。チャンスは一度。

　もしも失敗したら俺は――いや、考えない。

　万那さんの教えの通りに――

「結果を恐おそれず、目の前の一手に――集中ッ！」

　二人の激げき突とつの半呼吸後に踏み込む。

　斜ななめ下したから手を伸ばす。

　カイの腹の中に手を突きこむ。

　蛍ちゃんを捉えることに成功、引き上げる。

　――そしてそのまま大きく後方に飛んで、距きよ離りを取る。

　すべては一瞬の間の出来事。着地と同時に膝ひざが崩くずれそうになった。力を使い切ったのだ。

　カイが裂かれた腹を押さえて――初めて俺に視線を向けた。

「やぁっと、ようやく、こっちを見たな」

　俺はわずかに口元をほころばせた。少し愉ゆ快かいな気分だった。

「半人間ごときにしてやられた感想はどうだ？　蛇へび野や郎ろう」

　割れそうなほどの頭痛に吐はき気け。手足に力が入らない。大きすぎる力の代だい償しようだ。

　しかし、俺は――目的を果たした。

　蛍ちゃんがうっすらとまぶたを開けた。おにいちゃ――と小さく唇くちびるが動き、そこで大きく目を見張る。

「……いえ、名な塚つかさん？　どうして？」

　何か安心させる言葉を――と、思ったその瞬しゆん間かん、万那さんに怒鳴られた。

『バカッ！　油断すんなって教えたでしょ！』

　同時に、カイの体が爆ばく発はつ的てきな勢いで膨ふくれ上あがった。

　急激な体積の変化は文字通りの爆ばく風ふうをもたらし、俺たちや飛びかかった千那さんや周囲の木々や岩を吹き飛ばした。

「ぐ――」

　地面を二回、三回と転がった後、何とか体を起こす。蛍ちゃんは？と周囲を見み渡わたそうとし――そして俺は言葉を失った。

　巨大な、いや、巨大という表現では生ぬるい、比ひ喩ゆ表現抜きで山に匹ひつ敵てきする大きさの大だい蛇じやが、そこに出現していた。

「な――こ、れは……」

「何か不思議かい？　半人間」

　蛇は鎌かま首くびをもたげ、遥はるか上から俺を見下ろした。

「あんな窮きゆう屈くつな格好じゃ本気出せないからね。――〝神殺し〟に歯向かった意味、思い知るといいよ」

　そのとき、千那さんが大木を蹴ってカイのさらに上から襲いかかった。

　だが大蛇は巨きよ体たいに似合わない俊しゆん敏びんさで攻撃を避さけると、胴どうをねじる。大きく振られた尾おは周辺の樹木ごと千那さんを捕らえ、弾き飛ばした。

　そのまま上空から第二撃。空中にあった千那さんの体は地面に叩きつけられる。カイはさらに容よう赦しやなくハンマーのように尾を振りおろし、追い打ち。一いち撃げきごとに地面が揺れ、樹木が弾け飛ぶ。見る見る間に地形が変わっていく。

　威い力りよくが先ほどとは全く違う。まともに食くらってはさすがに神といえども無事に済むとは思えなかった。

　助けなければ――と踏み出しかけたとき、背後から小さな悲鳴が聞こえた。

　土つち煙けむりの中、倒れ込んだ少女の姿と、そしてカイによって薙なぎ倒たおされた木々が彼女に落ちかかっていく光景が見えた。

「蛍ちゃ――！」

　駆け寄ろうとする。が、体に思うように力が入らない。

　悟さとる。駄だ目めだ。間に合わない。くそ、動け、このクソ足。動け動けよ――

　必死に駆けようとしたつもりだったが、実際にはコンマ数秒のことでしかなかったのだろう。ほとんど距離を詰められないまま、地じ響ひびきを立てて、巨きよ木ぼくが落ちた。俺は最悪の光景を想像し――

　そして自分の目を疑った。

　砕かれた太い木の幹。そして少女を庇うように立つ、痩やせた男の影かげ。

「おに、いちゃん？」

　蛍ちゃんの呟つぶやきが聞こえた。

　同時に十と川がわ翔馬は膝をついた。腹の傷が開いて血が滲んでいる。まさか、寮から抜け出してきたのか？

「くっそ、ダセぇ……」

「そんな体で何しに来たんだよ！　死にたいのか！　あんたは！」

「うっせぇ！　かまってられるような状況か！」

　怒鳴り返される。確かに、翔馬がいなければ蛍ちゃんが危なかった。

　カイの爬は虫ちゆう類るいの目がゆっくりこちらを向いた。

「んー、それ、リーダーかな？」

「お前、その声、カイ――？　てめえか、蛍を殺そうとしやがったのは」

「まったく、そこの半天使ネフイリムといい、どうして身みの程ほどを弁わきまえずしゃしゃり出てくるのかなあ。イライラするなあ。――おかげで皆みな殺ごろしにしないと気分が収まらないや」

　ああ、くそ。結局状況は全然よくなってない。

「蛍、早く逃げろ」

　翔馬は背後を振り返らないまま、言った。

「で、でも……」

「急げ」

「あんたもだよ、十川翔馬」

　俺は割り込んだ。

「俺が時間稼かせぐから、蛍ちゃん連れて逃げろ」

「あ？　お前、一人であんな化け物と戦う気か？」

「戦えるわけないだろ！　時間稼ぐだけだっての！　あんたより俺のほうが強いんだから仕方ないだろ！」

　大蛇が迫ってくる。急がず、ゆったりと、こちらの恐きよう怖ふをあおるように。

　普通に逃げたって逃げ切れそうにない。なら一番持もち堪こたえられる人間が残るべきだ。合理的に考えれば。

「オレは……残る」

　翔馬は強ごう情じようだった。

「残って蛍を護まもる」

　蛍ちゃんが息を呑んで身をこわばらせた。

「オレは一度、逃にげた。間違えた分の、罪つみ滅ほろぼしをしなきゃいけねえんだ」

「兄さ――」

「あーもう！」

　俺は大声をあげた。兄きよう妹だいの驚おどろいたような視線がこちらを向く。

「勝手に自分の世界に入んなよ！　あんたの自己満足なんか知ったことか！　人間誰でも間違えるし失敗するし挫折するし後こう悔かいするんだよ！　俺も！　あんたも！　その度たびにいちいち死んでちゃ、やってられないだろうが！　間違えたんなら、生きて取り返せ！　甘あまえてんじゃねえ！」

「んだと――」

　何か言い返そうとした翔馬は、そのときふと眉まゆを寄せた。

「お前……もしかして牙が龍りゆう院いん煌こう夜や、役の……？」

　気付いてなかったのかよ。――あ、そういえば、仮装なしで顔合わせるのはほとんど初めてだったな。

　俺は大きく息を吐いた。

「弱者は消えよ。ここで奴を討うち果はたすは、我に課せられた使命なり」

「…………」

「――大だい丈じよう夫ぶ、〝紫電の堕天使〟は負けない。信じろ」

　わずかの間逡しゆん巡じゆんの表情を見せ、そして翔馬は背を向けて走り出した。ぺこりと頭を下げて蛍ちゃんも続く。

　――あー、確か、牙龍院煌夜って妹を助けるために戦ってたんだよな。

　多分、何となくではあるけれど、あの黒歴史ノートに翔馬が刻みつけた想いがわかるような気がした。それを大切に大切にずっと持っていた、蛍ちゃんの気持ちも。

　なあ、十川翔馬。

　どんなに望んでも焦こがれても、人はそうそう簡単に無敵のヒーローになることはできないんだよ。俺はそのことをよく知ってるんだ。

　――でも、まあ、ほんの少し共感はする。

　だから、今、このわずかな間だけ、俺はあんたの理想を、なりたかった姿を肩かた代がわりしてやってもいい。

「頑がん張ばって逃げて生き延びてくれよ」

　我はそう言うと、大蛇を正面から睨にらみ付つけた。




◆　◆　◆




　先刻、御み子こ神がみとかいう変な女に『どうして力が欲しかったの？』と訊きかれた。

　オレはのし上がるためだ、と答えた。




　オレはずっと強くなりたかった。

　――しかし強くなれなかった。




　空手や柔じゆう道どうの本を山ほど読んだ。ランニングや筋トレにも時間を費やした。

　しかし、親おや父じの前に出ると身がすくんだ。親父の怒ど声せいを聞くとたやすく心が折れた。

　オレは悔くやしさを、鬱うつ屈くつした思いを、自分の不ふ甲が斐いなさへの怒いかりを、稚ち拙せつな筆でノートに叩たたきつけた。そして強く、気高く、人知れず誰かを護るヒーローを創つくり出し、活かつ躍やくさせた。

　こうありたいと願った理想だった。

　――現実のオレは理想のようにはなれなかった。どれだけ頑張っても。

　結局オレは親父を超こえられず、打だ倒とうすることはできなかった。

　そして妹にとっても不要となったオレは、家を出た。




　オレはずっと強くなりたかった。

　のし上がるためじゃない。金のためでもない。

　――ただ、護るための力が、護る存在であるための力が欲ほしかった。




　オレの足が遅おくれがちになる。

　ガーゼと包帯を通過して溢あふれる血がシャツを濡らす。ああ、傷が開いたら命の保証はないと言われてたっけな、そういえば。

「早く！」

　蛍ほたるは振ふり向むいて、苛いら立だったようにオレの手を引いた。

　背後からは地響きと轟ごう音おんが途と切ぎれることなく響いてくる。あの男がまだ足止めをしてくれているらしく、蛇が迫ってくる気配はない。

　しかし、オレの体力はどんどん消しよう耗もうしていく。限界は近いだろう。

「……もういい」

　何度目かに蛍が振り返ったとき、オレはそう言って足を止めた。

「これ以上は足手まといにしかならねえよ。先に行け。後で追いつくから」

「…………」

　蛍は激しい目で俺をにらむと、オレの左に回り肩かたを貸して無理やり歩かせようとした。

「おい、んなことしてたら、お前まで……」

「私は、誰かを、置き去りに、していくような、人間には、ならないんです！」

　前を見み据すえ一歩一歩足を進めながら、蛍は言った。

「兄さんは、知らないでしょうね、置いて行かれるのが、どれだけ、辛つらいかなんて！」

「悪かったよ」

　そう素直に言うと、蛍は驚いたように口を噤つぐんでオレを見た。

　気持ちを伝える最後の機会かもしれない。オレはあのとき、確かに間違えた。

「……僻ひがみだったんだと思う」

　妹があっさりと名門中学に合格を決めたときの感覚。自分が惨みじめでちっぽけな存在だという、消せない思い。

「多分オレは、ずっとお前のことを見下していた。年下で、小さくて、後から十と川がわ家にやってきたお前を……自分より劣おとると、色々教えてやり護ってやるべき対象だと勝手に思っていた」

　何かを『してやる』。上からの、強者の目線だ。自分がそうである根こん拠きよなんて、どこにもなかったのにな。

「思い上がった話だよ。だから、お前があっさりと家の期待に応こたえる姿を見て、抜かされた気がして、やりきれなかったんだ。――認めるべきだった」

「認め、る？」

「お前が優すぐれた人間であること。他人の助けなんか必要としてないってこと。全部オレの自己満足に過ぎなかったこと。素す直なおに負けを認めるべきだったんだ」

　劣れつ等とう感かんを認める勇気さえあれば、オレは逃げ出さずに家に残れたかもしれない。潔いさぎよい敗者として生きていけたかもしれない。全すべてを蛍に押おし付けずにすんだはずだ。

　それが、オレの間違いだった。

　家を出たときから――いや、一〇年以上前に蛍と出会ったときから抱かかえ続けてきた心の淀よどみを、ようやく全部吐き出せた気がした。

　蛍は沈ちん黙もくしていた。やがて、唇が小さく動く。

「…………がう」

　眉をひそめ、どうした？と訊こうとした瞬間、射い抜ぬくような強い視線がこちらに向けられた。

「全然違ちがう！　なんにも私のことわかってない！」

　激した声。だが、その目に涙なみだが浮かんでいるのを見て、オレはたじろいだ。

「物心もつかないような子どもがいきなり知らない家に連れてこられて、どれほど心細かったかわかる？　しかもいきなり怒ど鳴なり散ちらして、殴なぐりつけるような人が新しいお父さんになって、どれだけ怖かったかわかる？　――そんな中で、私を庇ってくれるお兄ちゃんがいて、それがどれだけ嬉うれしいことだったかわかってるの？」

「…………」

「私……お兄ちゃんが私の代わりに怒おこられてくれるのが頼たのもしくて、でも申しわけなくて、だから必死に頑張ったんだよ！　だって、私がお父様の期待にこたえれば、怒られなくなるから！　お兄ちゃんも私を庇う必要なんかなくなって、痛い思いせずに済むから！　だから、頑張れば、絶対褒めてくれるって、そしていつまでも仲良くいられるって信じてたのに……どうして居なくなるのよ！」

　俺は圧あつ倒とうされて、何も言い返せなかった。

　――嬉しかった？

　――頑張った？　オレのために？

「私、気付いてなかった。頑張れば頑張るほど、お兄ちゃんを傷付けてたなんて、思いもしなかった」

　蛍はぐすっと鼻を一つ啜すすると、言葉を継ついだ。

「……そっか、ちょっとずつ、すれ違ってたんだ、私たち」

「――かもな」

　背後でズシンというひときわ大きな音がした。

　振り返るとあの男――名前も知らない牙龍院煌夜が、ボロ雑ぞう巾きんのようになってぶっ飛ばされていた。

　すまん、と心の中で謝あやまる。

　オレの軟なん弱じやくでクソッタレな体のせいで、思ったより距離は稼げていない。あの巨体なら、一瞬で追いつかれるだろう。

　カイと視線が合った。表情のない目になぜか嗤わらわれたような気がした。

　大蛇は追ってこなかった。代わりに体をねじり、一揺すりする。恐ろしいほどの遠心力を乗せた太い尾が、襲い掛かってきた。

「おにい――」

「どけ！」

　蛍を突つき飛ばし、その前に立ちはだかる。

　どれだけ体を鍛きたえても、どれだけ修しゆ行ぎようを積んでも、結局、黒衣の天才拳士にはなれなかった。

　封ふう印いんされた力なんて最初からないし、雷かみなりと化した霊れい気きをまとうこともできない。

　龍りゆうや虎とらを出したりしねえし二五六倍の威力になったりもしねえし最終奥おう義ぎなんて使えねえしダークエンペラーモードなんて知らねえ。

　少しだけ覚えたケチな魔術は、多分紙の盾たてより役に立たずだ。

　だったら――仕方ねえよな。

　オレはこの体も命も含めた持てるすべてを叩きつける。一ミリでも軌き道どうをずらすことができれば、一グラムでも衝しよう撃げきを和やわらげることができれば、それだけ大切な人を護れる確率が高くなるはずだからだ。

　背後で蛍が何かを叫さけんだ。

　死が迫る。

　恐ろしい。

　でも、逃げない。

　オレは、今度こそ、蛍を――




　化け物の尾が標的を捕らえる轟音に、オレの思考は断たち切られた。




＊　＊　＊




　すさまじい音が周囲に響ひびき渡わたった。




　倒たおれ伏ふして意識を失いかけていた俺は、現実に引き戻もどされる。

　ぼやけた視界が、次し第だいに焦しよう点てんを結ぶ。

　目の前の地面に土つち埃ぼこりに汚れた携帯電話が落ちていた。見覚えのある人形のストラップ。千せん那なさんの、か？　俺は半ば無意識に携帯を拾い上げると気力を振ふり絞しぼって立ち上がり、歩き出す。

　力は使い果たしている。額がざっくりと切れ、肩とか肋ろつ骨こつとか色々な骨が折れてる気もする。しかし、動けないなどと言ってはいられない。

　先ほどのを最後に、周囲は静せい寂じやくを保ったままだ。

　あの二人はどうしただろうか。逃げ切れたのか、それとも――と視線を上げ、彼らが向かった方に巨大な蛇の胴体を発見する。そして、その下から覗のぞく、見覚えのある二つの人ひと影かげを。

「あ――」

　心が冷えた。駄目だったのか、俺のしたことは無む駄だだったのか。

　だが、次の瞬間気付いた。

　――違う、潰つぶされてなどいない。

　誰かが盾となって翔しよう馬まと蛍ほたるちゃんを護っている。

　二人の前に立ち、大蛇の尾を片手で軽々と受け止めているのは――

「身を挺ていして妹を守る兄。心を打つ光景ですね。……うん、とっても素す敵てきだと思います」

　彼かの女じよは微笑ほほえんで、一つ肯いた。

「兄は妹を護り、妹は兄を想おもう。こうでなければいけませんよね」

「千那……さん？」

「あ、天たか人と君、大丈夫でしたか？　――少し我を忘れました。悪い癖くせなんですよね、頭に血が上ると抑おさえが利きかなくなって……ごめんなさいね。巻き込まれませんでした？」

　穏やかな、いつもの千那さんだった。

「ふーん、神が人間を庇うのかあ。そんな価値があるかなあ、そいつらに」

　カイが意外そうに言った。

「ほっといて俺に不ふ意い討うちでもすれば、ちょっとは有利になったかもしれないのにね。わからない感覚なんだよなあ、そういうの」

「――人は弱くて脆もろくて数多いだけのつまらない生き物、ですからね」

　まるで歌うように、千那さんの唇から言葉が紡つむがれる。

「そう、私が兄様のように人間を愛するのはきっと無理でしょう。でもね、儚はかないがゆえに崇すう高こうであり価値を持つこともあるのだと、私は兄様に教えられています。そして、ときには『ああ、これがそうなのだ』と感じ入ったりするのですよ、こんな私でも」

　そして振り向いて呆ぼう然ぜんとしている兄妹に笑いかける。

「あなたたちにはお礼を言わないといけませんね。良いものを見せてくれてありがとう。おかげで目を醒さますことができました。どうか、その絆きずなを大切に」

　そのとき、頭の中に声が響いた。

『……天人、無事？　生きてる？』

「万ま那なさん？　今まで何やってたんですか？」

『必死に被ひ害がいを食い止めてたの！　あのアホ蛇とアホお姉が見境なく暴れ回るから、麓ふもとの人家が全ぜん滅めつしそうになったちゅーの！』

　ああ、おつかれさまです……。

『で、コウタがそっち行ったから、人間二人連れて撤てつ収しゆうして。あの蛇野郎はあたしらで何とかする』

　言葉が終わる前に俺のすぐ近くの空間に亀き裂れつが入り、コウタの顔が覗いた。これも魔術って奴か、便利だな。

「迎むかえに来た。――あの、ごめん。うとうとした隙を突かれて、あの兄ちゃんに逃げられた。ボクの責任だ」

　こいつにしては珍めずらしく、神しん妙みように目を伏せる。

「よし、罰ばつとして明日のおやつ抜きな。――それはそれとして、あの二人を回収して安全なところに運んでくれる？」

「そ、それはいいけど……天人は？」

「俺はまだやることが残ってるからな。後で帰る」

　コウタは異を唱えたものかどうか少し迷ったようだが、結局、わかったと答えて顔を引っ込める。ややあって、向こうに空間の亀裂が出現、翔馬と蛍を招き入れ、そして消えた。

　カイは人間たちには興味を示さず、鎌首をもたげて千那さんと睨にらみ合あっていた。

「……リーダーが魔術使って戦うの見てさ、いつも思ってたんだよね、器用だなあ、って。だって俺じゃ狙って骨一本だけ折るなんて、どう手加減しても絶対できないからさ。――で、まだ戦うつもりかな？　そのちっぽけな体で。今度は跡あと形かたもなく消し飛ぶよ？」

　千那さんも無傷ではないだろう。どの程度のダメージなのかは測りかねるが、動きが重く足を少し引きずっている。少なくとも先さき程ほどまでのように、機動力を生かした戦い方はできなさそうだ。

　だが、戦の女神は髪かみの毛一筋ほどの怯おびえも見せなかった。

「ご心配なく。今からは少しばかり本気ですから」

　言葉と同時に、その手の中に巨大な木ぼつ剣けんが出現した。

　いや、〝剣けん〟と言えるほど形は整えられていない。切り出した木を大雑把に削けずり、武器として扱あつかえるようにした――その程度の原始的な代しろ物ものだ。

「〝追放するものヤグルシ〟といいます。本来は兄様のものなのですけどね」

　千那さんはカイに微笑みかける。

「ではこれから冷静に、確実に、効率的に、そして徹てつ底てい的てきに――頭ず蓋がい骨こつを叩たたき割わらせていただきますね。楽しませてください」

　次の瞬間、俺は思わずうお、と声を上げていた。

〝追放するものヤグルシ〟の無造作な一ひと振ふり。だが、たったそれだけで、カイの巨体は木々をなぎ倒し地面を大きくえぐり取りながら、吹き飛んでいた。

「ご存じないですか？　私もまた〝神殺し〟であり、これも〝神殺し〟の神器ですよ」

　楽しそうな口調と表情だった。

「油断しないでくださいね。簡単に終わると面白くないですから」

「ふん……確かに雷らい神じんの槌つちと同じくらいには、痛かったよ」

　カイはカッと口を開いて千那さんに襲いかかる。この巨体だというのに、俊敏さは些いささかも損そこなわれていない。

　千那さんは避さけなかった。木剣を真まっ直すぐ突き出し、その突とつ進しんを受け止める。瞬間、ドンッと空気が震ふるえた。大きさと質量の圧倒的な差に抵てい抗こうの余地もなく吹き飛ばされる――そんな光景を俺は予想したが、彼女は地面に溝みぞを刻みながら、わずか一メートルほど後退しただけで踏ふみとどまった。

　もはや声も出ない。

　さっきの超ちようスピードでの殴り合いも相当なものだったが、今度ははっきりと目に見えている分、人知を超えた戦いであるということがより鮮せん明めいに理解される。『神とはいえ人の姿を取っている以上、物理法則の影えい響きようを受ける』とか何とか以前に聞いた気がするけど……絶対嘘うそだろ、あれ。

　とんでもないエネルギー同士の拮きつ抗こう状態から、千那さんはすっと体を開いて力を側方に流す。わずかに体勢の崩れた隙を突き、今度は斜ななめ上じよう方ほうから蛇の首元を一撃。カイは地面に叩きつけられた。大地が揺れて悲鳴を上げる。

　千那さんの戦い方は、先程までの暴走状態とは明らかに異なっていた。本能に任せて動き回るのではなく、静かに構えて相手に攻せめさせたうえで迎げい撃げきしている。カイは鋭い動きで四方八方から襲いかかるが、まるで付け入る隙を見み出いだせていなかった。

　俺は何となく、巨きよ大だい怪かい獣じゆうの周囲をぶんぶん飛び回って次々と撃げき墜ついされる戦せん闘とう機きを連想した。大きさの比率はまるで逆なのだが。

　次第に優ゆう劣れつが明らかになる。大蛇の動きがはっきりと鈍にぶってきたのが俺にもわかった。

「的が大きいとよく当たりますね」

　ふふっと千那さんは口元を緩ゆるめた。カイは答えず、少し距離を取って動きを止めた。

「？　終わりですか？」

「いや……俺も少し、本気を出そうかな、と思ってね。なぜ蛇が恐れられるのか、なぜ俺が〝神殺し〟と呼ばれるのか、その所以ゆえんを見せよう。加減利かないから、あんまり使いたくなかったんだけどね」

　カイは口を大きく開いた。尖とがった牙きばが剥むき出しになる。

　俺は思わず後あと退ずさった。ある種類の蛇が恐れられる理由。獲え物ものを死に至らしめる武器。つまり――毒か。

　だが、千那さんは落おち着つき払はらっていた。

「……この武器、実は二本一組であることはご存じですか？」

「なに？」

「兄様の所有していた神器、今はこの〝追放するものヤグルシ〟を私が、もう一本の〝反発するものアイムール〟を妹がお預かりしているのです。そしてもう一点」

　千那さんはふわりと笑う。

「――これが本来接近戦用の打だ撃げき武器ではなく、遠えん距きよ離り用の投とう擲てき武器であることはご存じでしたか？」

　カイは何かに気付いたように視線を宙に向けた。だが遅い。

　頭上から光の矢――向こうの峰みねから万那さんによって投じられた神器がカイを襲う。十分に力を込められたそれは、これまでの千那さんの攻撃をすら上回るほど速く重く、恐ろしい威力で蛇の頭部へ落ちかかってきた。

　千那さんはぽかんとしていた俺を抱え、大きく飛び離れた。直後、まるでミサイルの直撃のような大だい爆ばく発はつが起きた。

　耳が潰れるような轟音。土と砂じや利りの交じった爆風が、俺の顔に吹き付ける。

　そして、土煙が晴れたあとには――ズタボロになった大蛇が転がっていた。あれで原形を留とどめているのは、さすがというべきか。

「よっし、おおあたりー！　ざまあみろバカ蛇ー！」

　俺のすぐ傍そばに万那さんが姿を現した。まるで意思を持っているかのように戻ってきた〝反発するものアイムール〟を手元に収め、お行ぎよう儀ぎの悪い口調で勝かち誇ほこる。

「……おや、さすがに頑がん丈じようですね。まだ滅ほろんでない」

　千那さんは笑顔のまま、半死半生のカイに歩み寄った。

「うまく私という囮おとりに食いついていただいて、ありがとうございました」

「……全部……フェイク、だったの……か。……戦いに、興じる姿も……殺し合いへの熱ねつ狂きようも……」

「いいえ、とんでもない」

　心外そうに言うと、千那さんは木剣を振ふり下おろした。頭を叩きつぶす紙かみ一ひと重えのところで停止。カイは口をつぐむ。

「どちらも大好きですよ。ただ私は《勝利の処おと女め》。戦うことだけではなく、味方に勝利をもたらすのも、お仕事の一つなので」

「要するに勝てばそれでいいの。――じゃ、天人」

　万那さんが視線を向ける。

　最後の仕事だ。俺はぼろぼろになった体にむち打って歩を進め、もはや完全に抵抗の意思をなくしたカイの頭に腕うでを回した。

「んじゃ行こうか。亜あ夜や花かに用があるんだ、ろっと！」

　重力を反転。カイの巨体が宙に浮く。木々をなぎ倒しながら、斜しや面めんの向こうへと落ちていく。そのまま小川の流れる沢さわに着地、というか落下。

　水しぶきの上がる中、俺は手を離はなして大の字になり、大きくあえいだ。

「――仕事、完かん了りよう！　ほら、お前の前に引きずり出してきてやったぞ！」
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　そこには亜夜花、そして彼女を運んできた犬の姿のウルリカが待機していた。

　すべてはこのため、カイを話し合いのテーブルに着かせるためだ。

　最後は亜夜花自身がＮＯを突きつけてやれば、俺たちの勝ちが決定する。

　亜夜花はズタボロになった俺の姿を見、あきれたような、怒っているような、形容しがたい視線を向けた。

「ほんとに、あなたという人は……」

「バカで悪いな。でも約束は果たしたよ」

「…………」

　目を閉じて小さく息を吐き、そして兄に向き直る。

「……やあ、妹よ」

　カイは力のない声で言った。

「海里兄さん、あなたは、自分のやったことの意味をわかってますか？」

「何だよぉ、傷つくなあ、そういう言い方。俺は、お前のためを思って――」

　言葉は途と中ちゆうで切れた。

　ゆっくりとではあるが、カイの体が縮んでいる。

「言いい換かえます。私を怒らせたことの意味を、本当に理解していますか？」

　隣のウルリカがびくっと耳を伏せて後退った。いつも通りの、無表情で抑よく揚ようのない声。しかし、俺にも亜夜花がかつてないほど激げき怒どしているのがわかった。

「お前――」

「私の力はご存じですよね？　生死を司る権能。神々でさえ、その影響から逃のがれることはできない」

　見上げるほどの大きさだった蛇の胴どう体たいが、今は人間の腕で抱えられる程度にまで小さくなっている。そして、縮小はまだ止まらない。

「体が維い持じできなくなってきたようですね。死の側へとゆっくりと近づいていく気分はいかがですか？」

　淡たん々たんとした口調だったが、その言葉からは底知れない本気が感じ取れた。

「……ちょ……ちょっと、まて……お前、まさか……本当に……俺を……」

　カイは焦りのにじむ声で何か言おうとしたが、やがてその力も奪うばわれたのか、か細くなって聞こえなくなった。

「この行こう為いを以もつて、お返事とさせていただきます。海里兄さん」

　亜夜花は冷たい怒りを込めて、兄を見下ろした。

「あなたはやりすぎました。滅ほろび失うせて冥府で後悔してくだ――」

「このアホ」

　俺は手のひらで亜夜花の後頭部をぺしんと一撃した。

　亜夜花ははたかれた部分を押さえ、目を見張って振ふり返かえった。

「え？　た、天人さん？」

「なんで？みたいな顔すんなよ。俺がこんなになってまでこいつを引きずり出したのは、お前に殺し合いさせるためじゃないっての」

「で、でも――」

「人間を知りたいんだろ？　だったら、滅ぼすだの滅ぼされるだのでケンカを解決しようとすんな。それは人間がやっちゃいけないことなんだ。――ほら、やり直し。まず、言うべきことをはっきり伝えろ」

「…………」

　亜夜花は不満そうな、納なつ得とくいかなさそうな様子でカイに向き直った。相手はもうそのあたりのアオダイショウと変わらない大きさになり、怯えた様子で身を縮めている。

「……私はもっと人間を知りたいと思っています。ですから、この街での生活を手放すつもりはありません。これが私の返答です」

「よし、聞いたな、蛇野郎」
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　俺はカイを睨み付ける。

「このうえ、さらに無む茶ちやな方法でこいつを連つれ戻もどしにくるようなことがあるなら、俺が亜夜花を護る。そりゃ俺は弱っちい存在だけど、だからこそ本気で必死で対たい抗こうするぞ。死しにもの狂ぐるいになった人間は怖こわいぞ。恥はじも外聞もなく、考えつく手すべてで、ありとあらゆるコネを使って、お前に思い知らせてやるからな！」

「……頼たよりになるんだかならないんだか、わからないセリフですね」

　ぼそりとツッコミ。

　うるさいなあ。誰のためだと思ってんだ。

　亜夜花はため息を一つついて兄に語りかけた。

「ということです。海里兄さん、ご了りよう解かいいただけましたか」

　ややあって、蛇は不承不承というようにうなずいて見せた。

　俺は大きな安あん堵どを覚えた。やっと、ようやく、全部終わった。

「お話、済みましたか？」

　千那さんがやってきた。まだ右手にあの巨大な木剣を携たずさえている。

「ええ、ケリが付きました。一件落着です」

「それは何よりでした」

　千那さんは微笑む。

「――では、その蛇を遠えん慮りよなく殺すことができますね。そこを退いてください」

「…………え？」

　思わず俺は間ま抜ぬけな声を上げていた。

「え？　いや、全部終わったんですよ、どうして、殺す必要が……」

「全部終わったなら殺していいでしょう？」

　千那さんは不思議そうに首を傾かしげる。

「私はその方に殺されそうな目に遭あわされているわけですし、報むくいを与あたえる権利があると思いますけど。天人君の目的は、海里さんを亜夜花ちゃんと話し合わせることで、それはもう終わったんですよね？　だったら、手番を私に回してくれてもいいんじゃないでしょうか？」

　静かな口調なのに、恐ろしい圧力を感じる。

　俺は言葉に詰つまった。どうする？

「……いや、あの」

「…………」

「えっと――」

「…………」

　覚かく悟ごを決める。くそ、どうにでもなれ！

「――やっぱ、ダメです。認められない。こいつはここで解放します」

「……ふうん」

　千那さんの表情は笑え顔がおのまま動かない。

　しかし、俺はカイに対たい峙じしたときを上回る恐怖を覚えていた。

「殺しちゃダメなんです。な、なぜかというと――」

　俺おれは凍こおり付つきそうになる舌を必死に動かした。

「え、えっと、人間の寿じゆ命みようは高々七〇年か八〇年で、あなたたちからしたら瞬まばたきする間に生まれて死ぬようなもんなんだと思います。でも、人間は、俺たちはその間に泣いて笑って楽しんで悲しんで、精一杯生きるんです。だから、どんな国の法律でも、その時間を奪うことが、つまりは殺すことが最大の罪とされている。人間は年中争あらそってる生き物かもしれないけど、それでも殺して『はいこれで問題解決』なんてことが、認められちゃいけないんです」

　人間としての言葉が彼女の価値観に通用するかどうかは分からない。でも、いま俺にできるのはこれだけだった。

「人間にとっての死というのは、とても重いものなんです。亜夜花はもっと人を知るためにここに残りたいと言った。だったら、こんなことで、滅ぼして、殺して終わりなんて解決をするわけにいかない。許すわけにいかない。それは人間の取るべきやり方じゃないからです」

　俺がカイに反発を覚えたのは、奴が生命を軽視したからだ。だからこそ、こんな結末は認められない。殺してケリをつけるというなら、それはカイの価値感を認めたも同然なのだ。

　自分がちゃんと理路整然と話せているのか、わからなくなってきた。でも、もう止まれない。勢いに任せて、続ける。

「場合によっては、仕方ないかもとは、思います。『天てん秤びんの会かい』やってれば、どうしても実力行使が必要なことはあるでしょうし、例えば、先日の成なる島しまの一件とか、滅ぼしてしまわないとどうにもならなかった。でも、今回のこれは違う。バカ兄貴に、妹が振ふり回まわされた、それだけだ。だったら、人間式の、あいまいなぬるい解決で終わらせたって、いいじゃないですか」

「…………」

「こいつに人間をもっと見て知って欲しいと言ったのは、俺なんです。だから、俺は止めなくちゃいけない。それが俺の責任だからです。――解わかってください」

　俺は口を閉じる。

　千那さんは無言のままゆっくりと右手を持ち上げ、〝追放するものヤグルシ〟の切っ先を俺の胸に突き付けた。これの威力は知っている。その気になれば、千那さんは一撫なでするだけで、俺をミンチに変えることができるだろう。

「つまりあなたは……神に『人を理解しろ』と、そう命じるわけですか？」

「…………」

　心臓がバクバクしている。

「主張するのは自由ですけど、人の世界で生まれ育ち、大した力もないあなたがどうやってそれを通します？」

「……意志と言葉で。俺には他に何もないですから」

「退きませんか？」

「退きません」

「わかりました」

　千那さんは楽しげに言い、〝追放するものヤグルシ〟を大きく振りかぶる。

　――死ぬのか？　俺、ここで死ぬのか？

　まだ寮りようの屋根の修しゆう繕ぜんが終わっていないし、門の剥はげたペンキも塗ぬり直してない。裏庭はそろそろ草むしりをしなければいけない時期だし、来週あるスーパーの一〇〇円セールも楽しみだったのに――

　と、そのとき、あることを思い出した。

「ちょ、ちょっと待った、千那さん！」

「――何です？　命いのち乞ごいですか？」

「いや、その……先にこれ、渡しておこうと思って。それでぶん殴られたら多分、壊れちまうだろうし」

　俺は彼女の兄の形見だという携帯電話を差し出した。先ほど拾ったものだ。

「液えき晶しようは割れてるけど、通話は多分大だい丈じよう夫ぶだと思います」

　千那さんは一いつ瞬しゆんぽかんとした顔を見せ――そして、くすくすと笑いだした。

「土ど砂しやの中に埋うもれてしまったかなと思ったんですけどね、そっか、天人くんが拾ってくれてましたか。――ありがとう」

　神殺しの神器が消え、空いた手で千那さんは携帯を受け取った。そのまま俺の横を素通りし、歩いて行く。

「あ、あの――？」

「天人くんの言い分を容いれましょう。少し機き嫌げんも直りましたしね。シャワーを浴びたいので一足先に帰らせてもらいますよ」

　ひらひらと手を振って去っていく。

　その姿が見えなくなり、助かったという実感がわくと同時に膝の力が抜けた。俺はぺたんと地面に尻しりもちをついた。

「ここここここ怖かった！　めちゃくちゃ怖かったあ！　ぜ、絶対、殺されるかと……」

「偉えらそうに啖たん呵か切った割に締しまらないなあ、牙龍院煌夜」

　いつの間にか万那さんが隣となりに立っていた。

「い、居たんですか。その名前はやめて――てか、見てたなら止めてくださいよ！　死ぬかと思ったじゃないですか！」

「でも生きてるでしょ。――はいはい、亜夜花もそんな顔しない。結果オーライ結果オーライ」

　亜夜花は眉み間けんにしわを寄せていたが、やがてはあ、と息を吐くと肩の力を抜いた。そして俺に冷ややかな視線を向ける。

「……人に死ぬな殺すなと言うくせに、自分の命を軽視しすぎです、あなたは」

「そ、そうか？」

　もう一度ため息をつかれた。なんか呆あきれられてる？

「でさー、あれ、どうすんの？」

　万那さんが、大きな前まえ脚あしに押おさえ込まれてピチピチ暴れている蛇へびを指差した。どさくさにまぎれて逃げようとしたものの、目ざとい忠犬に捕つかまえられたものらしい。ウルリカは『噛かみ噛みしたいけど噛んじゃダメなのかなーこれ』という顔で見下ろしている。

「存分に囓かじりなさい」

「おい」

「冗じよう談だんです。ウルリカ、もういいですから、海里兄さんを解放して差し上げなさい」

　自由を取り戻した蛇は幾いく分ぶんおどおどとした様子で俺たちを見上げた。

「力は数ヶ月もすれば元に戻るでしょう。でも、二度と私の前に姿を見せないでください。――あなたは人のおかげで命を拾ったのです。お忘れなきよう《世界なる蛇》」

　蛇はがくりと頭を落とし、最後に俺に一いち瞥べつを向けると、茂しげみの中へと姿を消した。

　今度こそ、本当に、全部終わった。

「はいはい、おつかれー。じゃ、引き上げようか」

「……あ、ちょっと待って」

　俺は踵きびすを返しかけた万那さんを呼び止めた。

「何？　天人」

「ひとつ問題が。――あの、誰だれか、寮りようまで俺を担かついでいってくれないかな」

「怪け我がでもしましたか？」

　亜夜花が気き遣づかわしげに、早足で戻ってきた。

「いや、その……」

　俺は気まずい思いで、白状する。

「腰こしが抜ぬけて、立てない……」







エピローグ１　変えるべきモノ、帰るべき場所







　数日ぶりに見る街は何も変わっていなかった。

　当たり前だ。オレが非日常な体験をしても、あるいは化け物に喰くい殺ころされていたとしても、このクソな世界は何も変わらない。

「大丈夫？　痛まない？」

　蛍ほたるが心配そうな視線をオレの腹に向けた。

　あの後、オレはニュートラルハウスで魔術による処置を受け、そして病院へと放ほうり込まれた。巨大な爪で切きり裂さかれた傷や、その異様な治ち癒ゆ速度について何の質問もされず、また、治ち療りよう費ひも請せい求きゆうされなかった。おそらくは連中の息の掛かかった施し設せつなのだろう。ま、深く知りたいとは思わねえが。

「平気だ。お前こそ大丈夫なのか？」

　蛍は退院するまでの数日、オレにずっとつきっきりだった。つまり都合一週間ほどこの街に滞たい在ざいしていたわけで、さすがに実家に事情がばれたらしい。

「もちろん、怒られるだろうね」

　蛍は苦く笑しようする。あまり困っていないように見えた。

「いいんだ、そうしたかったんだから。まあ、さすがにそろそろ帰らないとまずいけど、ちゃんと切り抜ぬけられるよ。――あ、ニュートラルハウスにも挨あい拶さつしてきたよ」

「……あいつ、どうなった？」

　あの、牙龍院煌夜。

「名な塚つかさん？　寝ね込んでるけど、大したことはないからすぐに良くなるって、万ま那なさんが言ってた」

「そうか……。他に何か、言われたか？」

「特に何も。これだけ助けてもらってタダってわけにもいかないし、謝礼どうしようか、って相談したんだけど、プリンでいいって」

「プリン？」

「何だっけ……たしか桜おう寿じゆ屋やさんとかいうところの。人気らしいよ」

「庶しよ民みん的てきだな」

　あんな化け物とやり合うような連中なのに。

「『幸せって、案外身近なもんよー』だって。そうなのかもね」

　くす、と笑い、そして蛍は呼吸を整えるようにひとつ息を吐いた。

　表情を改めてオレの顔を真っ直ぐ見ると、口を開く。

「――で、お兄ちゃん、これからどうするの？」

「…………」

「この街に来て、結構長いんだよね。生活とか、仲間とか、た、大切な人とか、きっと色々大事なものもあると思うんだけど……まだ、ここにいるつもりなの？」

　大事なもの、か。

　家を出て以降、そんなの持ったことはなかった。何も見付けられなかった。

　多分、オレにとって大切だったのは――

「そうだな、もう、この街はいいや」

「なら――」

　蛍は一度口を閉じ、そしてためらいを振り切るように強い声で言った。

「なら、帰ってきてもらえませんか？　兄さん」

「…………」

「お父様は絶対に説得します。だから、帰って来てください。私には兄さんが必要なんです。傍にいて欲しいんです」

　真しん剣けんな顔の中に、強さや決意や恐おそれや懇こん願がんや――様々なものが見えた。

　こいつは本当に張りつめたギリギリのところで戦って来たんだな、と思った。だったら、だからこそ、オレは逃げずに向き合わなければいけない。

「オレは帰らない」

「――――っ！」

　また置き去りにされるのか、傷つかなければいけないのか、とその目が言っていた。

　だが、蛍はもうオレを責めようとはしなかった。心の痛みを呑み込み、受け入れて、静かに笑った。

「……そうですね、兄さんの人生ですから。そう決めたのであれば、もう私は何も言えません。どうか、元気で」

「人生、か。――なあ、オレが家を出てからここに流れ着くまで、どんな人生を送ってきたと思う？　この街に居着いてからは？　オレがどうやって生きてきたか知ってるか？」

「え……」

「金がなければ生きられねえよな。でも、ガキが金を稼ぐのは簡単なことじゃない。だから、ありとあらゆることをやってきたんだよ、オレは」

　盗ぬすみや暴力が生活の種だった。この街に来てからも変わらない。ヤクザの下について非合法すれすれの、ときにはそのラインを踏み越えた仕事で金を手にした。大たい麻まやＬＳＤの売買に手を出す寸前まで行った。

「警察のご厄やつ介かいになって清算しなきゃならないことが山ほどあるんだ、オレには。――だから、今は、帰れない」

　法律の知識なんかねえから、どのくらいの罪に問われるのかわからない。あるいは、竹たけ林ばやしの死についても責任を取らなくてはならなくなるのかもしれない。

　それでも、オレはやらなければいけない。もう逃げないと決めたからだ。

　蛍はきょとんとした後、そっか、と呟いた。

「今は、なんですね？」

「今は、だ。――いつか、きっとお前のところに帰る。そしたら、二人で組んであの親父をぶっ倒たおそうぜ」

　オレは笑う。

「うん」

　蛍も笑う。その目から涙が溢れる。

「――待ってるよ。お兄ちゃん」




　クソッタレな世界は何も変らない。変えられない。

　オレが変えられるのは、ただオレ自身だけだ。







エピローグ２　着せ替えひきこもり







「はい、あーん」

「…………」

　俺は目の前に差し出された粥かゆを、ぱくりと口に含ふくむ。

「はい、もう一口。あーん」

「……なあ、梨り玖く」

「なに？　たか兄」

「あー、看病には大変感謝してる。でも、骨もくっついたことだし、『あーん』はやめてほしいと思うんだ」

　飯くらいは自分で食べられるし、何より恥ずかしくて死にそうになる。

　先日のカイの件が片付いて寮に戻ってきた俺は、高熱を出してぶっ倒れた。骨折やら裂れつ傷しようやら疲ひ労ろうやら、あと代行者の力を使った反動やら色々重なったのが原因らしい。酷こく使しされた体が抗こう議ぎしたわけだ。

　コウタに怪我を治してもらい、あとはひたすら気絶したように眠ねむる。数日間夢うつつの状態で、まともに意識を取り戻したのは今朝早くのことだった。熱はようやく三七度台まで下がってきたようだ。

「天たか人とさま、ごはん食べたくないのですかー？」

　ウルリカが梨玖の横からにゅっと顔を出した。

「いや、そういうわけじゃないけど……」

「どうして食べないのですかー？」

　無む邪じや気きに首を傾げるウルリカに、梨玖が微笑みかけた。

「ちゃんと食べないと体治らないのにねー。――あ、そうだ、ウルリカちゃんが食べさせてあげたら、もしかしたら食べてくれるかもしれないよ。やってみる？」

「そうなのですか？　やるのですー」

　ウルリカは笑顔で器を受け取ると、大おお雑ざつ把ぱな動きでがばっとスプーンを突っ込み粥をすくった。

「天人さま、あーんなのですー」

「……あーん」

　なんとなく拒きよ否ひしそこねて、そのまま何口か食べさせられる。ウルリカの介かい助じよには若じやつ干かん繊せん細さいさが欠けていたため、ときどき窒ちつ息そくしそうになった。

「――過保護ですね」

　部屋の向こうでパソコンに向かっていた亜あ夜や花かが、不ふ機き嫌げんそうに言った。

「本人がいいと言っているのだから、放っておいたらどうですか？」

「亜夜花さまはやらないのですかー？」

　ウルリカがぶんぶんとスプーンを振った。

「あーんする天人さま、なんかかわいーのですよー」

「…………やりません」

　答えるまでに少し間があったような。

「あれ？　いいの？　だって亜夜花ちゃん、たか兄が気絶してるあいだあんなに――」

「――――！」

　ガタン。

　音がしたかと思うと亜夜花がすっ飛んできた。

　部屋を仕切っているカーテンの陰かげにいたウルリカが、わ、と声をあげて粥の器とスプーンを取り落とす。

「おっと」

　梨玖が空中でキャッチ。亜夜花はその肩を掴つかんだ。

「梨玖さん、余計な――」

「余計な？」

　ニコニコとした笑顔。

「余計な、なぁにかなー？」

「…………」

「はい、どーぞ。最後の一口は亜夜花ちゃんから」

　器とスプーンが押し付けられた。亜夜花はどことなくムスッとした顔で、梨玖に視線を向けている。

「……あのー、結局、俺の飯は？」

　亜夜花がこちらを向いた。そして、無言で俺の顔と自分の手の中の食器とを見比べる。

　ややあって、おぼつかない手つきで粥を集めると、スプーンですくって差し出した。

「――口を開放してください」

　……いや、食器ごと渡してくれれば自分で食べられるんだけど。

　ムードないなあ、という梨玖の呟きを聞きながら、俺は口を開けようとする。

　と、そのとき――
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「たーかーとー！　起きてるー？」

　大声を上げながら万ま那なさんが部屋に入ってきた。亜夜花がびくっと身を震わせ、スプーンに載った粥と、器が掛かけ布ぶ団とんの上に落ちた。

「あれ？　何か取り込み中だった？」

「飯食ってただけですよ。――ごめん、ウルリカ、ティッシュ取って」

　幸い染しみ抜ぬきが必要なほどの汚よごれではなさそうだ。拭ふき取って、カバーを洗せん濯たくすれば大丈夫かな。ほとんど食い終わって最後の一口二口だったし、ダメージはないに等しい。

「あー、こぼしちゃったのか。――ん、どしたの？　亜夜花。あたしに用？」

「…………いえ、何でも」

　？　一瞬、亜夜花が涙目で万那さんを睨んでいたような気がしたが、気のせいだろうか。気のせいだろうな。こいつがそんな顔するとも思えないし。

「で、どうしたんですか？」

「そうそう、今、蛍ほたるちゃんが来てさ、これから家に帰るんだって。あんたにもよろしくって言ってた。で、改めてお礼ってことでこれくれたよ」

　万那さんは、大きな紙箱を掲かかげて見せる。

「あ、桜寿屋さんのなのですねー！」

　ウルリカは嬉しそうに言ってピンと耳を立てた。確かに桜寿屋のギフトセットの一番良いやつだな、これ。幾いくらだっけ、と反射的に頭の中で計算してしまう自分がちょっと悲しい。

　蛍ちゃんと翔しよう馬まの記き憶おくは、結局そのまま残されたと聞いている。街の人間ではないということ、また『多分、覚えてたほうが色々うまくいくんじゃないの？　あの二人』という万那さんの意見が通った結果だそうだ。

「翔馬も一いつ緒しよでした？」

「いや、あいつは警察に行ったらしい。ま、色々ヤバいことに首突っ込んでたみたいだし、けじめってやつじゃないのかな」

「そう、ですか……」

　せっかく兄きよう妹だいが再会できたのにな。

「あの……〝人ならざるもの〟が事件に絡からんだ場合、警察の捜そう査さではどう扱われるんですか？」

「一応、警察の上の方ともパイプはあるよ。〝人ならざるもの〟の処置は『天てん秤びんの会かい』に回って来ることが多いねー。それ以外は普ふ通つうに警察の領分。今回だと翔馬が手を出した犯罪は人間の法で裁かれるけど、あいつが直接やってないことの責任まで負わされたりはしない」

　少しほっとした。文字通り骨折った意味があったと信じたい。

　あとはもう、あの二人の問題だろう。どうか――どうか幸せな結末を。

　俺は小さく息をつき、自分の気持ちに区切りをつけた。今度こそ本当に、俺の仕事は終わったのだ。

「――あ、そういやさ、ちょっと思ったんだけど」

　みんなの顔を見渡しながら、口を開く。

「今回亜夜花がすげえ頑張ってたよな。俺が外に出ているときはほとんど一緒に居たし。これはもう、ひきこもりを返上したと言ってもいいんじゃないか？」

　亜夜花は、どうも、と小さく言った。無表情のままだが、少し喜んでいるように見えた。

　だが、他の三人の反応は微び妙みようだった。

「そうだっけ？」

「亜夜花ちゃん、結構、ひきこもってたような気がするけどなあ」

「あんまり変わった感じしないのですよー？」

　あれ？　なんで評価が違う？

　と、梨玖がぽんっと手を打った。

「あ、わかった、視点マジックだ」

「視点マジック？」

　なんだそれ。

「えーと、つまり――お月さまって、地球から観察したらずっと同じ面しか見えないよね。だからいつも同じ模様に見えるわけ」

　よくわからん。

「んー、例えを変えるとね、学校とかにさ、先生の前だけいい子にしてる子がいるとする。この場合、クラスメイトからみたらすごいいじめっ子でも、先生視点では優等生だよね」

「あー、つまり天人が外にいるときは外出しようとするから、天人の視点だとよく外で見るなあってことになるわけねー。そっかそっか、天人の前だと真剣に頑張るんだ」

「――――ッ！」

　亜夜花は顔を赤くして何か抗議したそうに口を開いたが、効果的な言葉が出てこない様子。これはフォローしてやらないとな。

「――いや、そりゃ仕方ないだろ。外に出ろ外に出ろ口うるさく言ってるのは俺なんだから。さっきの例だとさ、怖い先生の前ならいじめっ子も努力していい子でいようとする、みたいなもんじゃないの？」

「…………」

「…………」

　梨玖と万那さんは顔を見合わせた。そして二人で何やら内ない緒しよ話ばなし。

　ねえこいつすごい大物なの？それとも単に鈍いのかな？両方だと思いますよたか兄は昔っからこんな感じで――

　何をぼそぼそ言ってるんだろう。

　まあいいや。

「なあ亜夜花、俺の熱が下がったらさ、初体験やりなおそうか」

　そう言った瞬しゆん間かん、梨玖と万那さんがぎょっとして俺と亜夜花を見比べた。亜夜花はというと、二人以上に驚いた顔で目を見張っている。

　俺とウルリカは、きょとんとする。何だ？　何かまずかったか？

「えっと、この間、外出先の候補をネットで調べてただろ？　仕事で潰れちゃったけど、その仕事の分はカウント外ってことで、改めてお前の行きたいところから外出訓練始めよう。その方が気分よく外に出られるだろうしさ」

「ああ、そういうこと……び、びっくりした、手を出したのかと……」

「よかった……いくらたか兄の意思が第一だと言っても、いきなり知らされるのは心の準備が……」

　どうも、さっきから会話がかみ合ってない気がするな。何を言ってるんだろうか、この二人は。

「てか、『初体験』って言葉使ったの梨玖じゃなかったか？」

「そーでした、そーでした。うん、そういうことなら問題なし。――気にしてる？」

　なぜか警戒の視線を向けている亜夜花に、梨玖は笑いかけた。

「大丈夫だよー。私は独占する資格が自分にあるとは思ってない。今はまだ」

「…………」

「本当に、応援してるんだよ？　亜夜花ちゃんには価値がある。たか兄にとってのね」

　話の繋つながりがよくわからなかったが、亜夜花には通じたようだった。微妙に居心地悪そうな顔をし、そして俺に向き直る。

「……覚えていたんですね」

「まあな。偉そうなことを言った責任上、ちゃんとお前のことは見てるつもりだしな」

　一瞬何か言いたげな表情を見せたが、一つため息をついて、まあいいです、と亜夜花は呟いた。

「了解しました。では、まず天人さんはしっかりと体を治してください」

「ああ、わかっ――」

「よし！　そーいうことなら！」

　突とつ然ぜん万那さんが大声を出した。

「お姉さんに任せてもらいましょう！　男の子とお出かけする際の完かん璧ぺきな心構えとプランを伝授するわよー」

　何か変なスイッチが入ったっぽいな、この人。

「要いりません」

　心底迷めい惑わくそうに亜夜花は言った。

「まーそう言わずに。――ぶっちゃけるとね、この間の亜夜花の格好、あれはない。超ない。男と外出する女子としてあってはいけないレベル」

「…………」

　一転、亜夜花は沈黙する。万那さんの言葉に怯ひるんだように見えた。

「パジャマじゃないってだけで、ただの部屋着よ、あれじゃ。――うん、これからちょっと研究しましょ。あたしの服持ってきて、コーディネートの基本を教えてあげる」

「あ、それ、面おも白しろそう。サイズなら私の服の方が合いそうだよねー」

「必要ないです、わ、私は、自分で……」

　抵抗する亜夜花に、万那さんはむ、と眉をひそめた。

「強ごう情じような子。では、こちらも切り札を使うからね。――あの蛇兄貴を追い返すために体張ったのは誰だったかなー？　あたしは提供した労働力に対する〝対価〟を要求する！　内容は、『あたしたちの服をおとなしく着せられること』！」

「…………」

　亜夜花は言葉に詰まった。

「決まり。じゃあさっそく準備にかかろうか。――あ、天人、カーテン閉めるね。覗いちゃだめよー。あと、よさげな格好ができたら見せるから、思いっきり褒ほめること。これ男の義務だから」

　そう言い残して、万那さんは仕切りとなっているカーテンを引いた。そしてなにやら嵐あらしのごとき様子を呈ていし始めた向こう側。

　俺はウルリカに向かって、ため息交じりで話しかけた。

「……女の人のバイタリティってすごいよな」

「すごいのですねー」

「まあ、例外存在っぽい亜夜花が付き合わされてるのは気の毒だけど」

「でも、亜夜花さま、楽しそうなのですよー」

「そうなの？」

「なのです」

　なぜか自信ありげに肯うなずくウルリカも、俺の目には楽しそうに見えた。







エピローグ３　インスタントラーメンを食べながら







　夕刻。

　存分に亜あ夜や花かの着きせ替かえを楽しんだ万ま那なは、上じよう機き嫌げんで廊ろう下かを歩いていた。

　万那は愛や美とも関連の深い神である。良い素材を磨みがくのは楽しい。ただ、唯ゆい一いつ不満なのはあの手入れ不足で重たい髪かみの毛けだ。美容院に放り込んでさっぱりさせれば、さらに色々とお洒しや落れの余地が広がると思うのだが――

「まあ、嫌いやがるだろうなー」

　美容師さんと和わ気き藹あい々あい世間話をしながらおとなしく髪を切られる亜夜花というのは、どうにも想像できない。天たか人との好みの髪型だから、とか言えば釣つれるだろうか。

　空腹を覚えたので、食堂に向かう。

　食事係の天人はダウン中だし、昨日まで食事係代理を務めていた梨り玖くからは『今日一日は意識を取り戻したたか兄の看病に専念させてほしい』と要望が出ている。

　そんなわけで夕食は各自で済ませることになっていた。

　適当に作るかな、それとも手軽にインスタントにしようかな、などと考えながら食堂に入り――彼女は足を止めた。

「……何やってんの」

　部屋にいる天人、梨玖、亜夜花、ウルリカ以外の寮りよう生せいが、食堂に集合していた。しかも、全員の前にカップラーメンの容器が置かれている。

　時間的に夕食なのだろう。それはわかる。わかる、が――

「ラーメンなら律りち儀ぎに集まって食べる必要はないと思うんだけど」

「別に示し合わせたわけじゃないんだけどね」

　苦笑しながら答えたのは、リョウタだった。

「天人君のおかげで、みんなの腹時計がこの時間に合わせて調整されてるもんだから」

「寮りよう長ちようとしてはあ、万那ちゃんか、リョウタ君が何か作ってくれたらいいんじゃないかと思うんだけどー……。地形が変わっちゃったお山を元通りにしたり、謎なぞの轟ごう音おんを耳にした市民の皆みなさんの記憶を調整したりで、お腹なかが減ってるんだよねえ、私」

　てとらの言葉に、う、と気まずそうな顔で千せん那なが身を縮めた。ちなみに千那は食材破は壊かいの達人と認にん識しきされているので、料理当番候補の頭数には入っていない。

「ああ、ラーメンじゃなくて、こう、何か美お味いしいものが食べたいなあ……」

「謹つつしんでお断りします、てとらさん」

　リョウタはにこやかに拒否した。

「僕ぼくの手料理は僕と一夜を共にした女の子にのみ捧ささげられるもの」

「あたしもパス。大人数の夕食作るのはさすがにめんどい。別にラーメンも嫌きらいじゃないし。あー、でも冷蔵庫の食材はチェックしとかなきゃなあ。腐くさらせでもしたら天人、延々愚ぐ痴ちるだろうから。……てかあんた寮の責任者なんだから、料理くらい覚えようよ、《全能なるもの》」

「…………うん、たまにはこのフライ麺めんの不健康な食感も、なかなかいいと思うなあ」

「うわ、恥も外聞もないよ、この神」

　万那は少し迷って、結局自分もラーメンを食べることにした。

　お湯を注いで席に着くと、隣の千那が小声で話しかけてきた。

「ね、万那ちゃん、天人君の具合、どうだった？」

「熱はまだ下がってないけど、割と元気だよ」

「そう、よかった」

　千那は小さく息を吐はいた。

「気になるなら、自分でお見み舞まいにでも行けばいいのに」

「……一度行ったら、怖い顔した亜夜花ちゃんに入口で追い返された」

「ああ、そりゃお姉の自じ業ごう自じ得とくでしょ。あんな悪ふざけするから」

　まあ真に受ける天人も天人だが。本気で海かい里りを殺やる気だったなら、いちいち許可を求めるわけがないのだ。とはいえ、あそこで神を相手にムキになれるというのは、あの少年の好ましい部分でもある。

　千那は目に見えてしゅんとした。

「別に、ふざけたわけじゃないのよ。その……ちょっと覚悟のほどを試ためしたくなったというか……。ねえ、私、嫌われた？　天人君に嫌われた？」

「知らないっての」

　あうぅ、と呻うめいてぱたんとテーブルに突つっ伏ぷす姉を横目に、万那は続けた。

「気になるんなら、顔合わせてごめんなさいしてきたら？　謝あやまりたいことを伝えて、それでもダメなら貸し返せとでも言えば、亜夜花も突とつ破ぱできるだろうし」

　あのひきこもり、恩義の貸し借りに関しては律儀なのだ。

　そうしてみるー、とテーブルに額をつけたまま千那は言った。

　しかし――

（試したくなった、か）

　万那は姉の言葉を反はん芻すうする。その気持ちは少し理解できる。

　外見も性格もかなり異なっているはずなのに、天人はどこか似ている。上う手まい言葉が見つからないが、思い出させるのだ。

　――今はもう居ない、自分たちの兄神を。

「……ね、コウタは天人のこと、どう思う？」

　ここにいる唯一の〝純じゆん粋すいな人間〟に尋たずねてみる。その目には、どう映るのだろう。

　なんで自分に訊きくという顔をしたコウタは、興味ない、と答え、つまらなさそうな顔でラーメンをすする。そして、ややあってから、付け加えるようにぽつりと呟つぶやいた。

「でも、強しいて言えば……バカだと思う。ものすごく」

「ふむ」

　その言葉は、万那の心にすとんと落ちた。

　なるほどね、そう言えば亜夜花もよく言っている。

　存在を一言に要約するとそうなるわけだ。兄も、天人も。




　つまり――『愛すべきバカ野や郎ろう』と。







あとがき







※注意

　この物語には世界各国の様々な神様が登場します。

　神話や宗教、およびそれらに対する研究や信仰には大きな敬意を払うものですが、作劇の必要上、原典からの改変及び意図的な曲解を行った部分が存在します。あしからずご了承下さい。




　というわけでお久しぶり、あるいははじめまして、すえばしです。（はじめましての方は、一巻とセットにしてレジまでお持ちいただければとっても幸いです。作者的に）

　無駄に壮大な設定でお送りする神様日常物語第二弾、『ひきこもりの彼女は神なのです。２』をお届けします。

　本シリーズですが、今のところ、前シリーズである『スクランブル・ウィザード』よりも一巻完結の性格が強くなるかな、という感触です。どこまで続けられるかは読者の皆様の応援次第となっておりますので、この物語がお気に召したなら引き続きご支援いただけると嬉しく思います。




　かなり紙幅が余っているので、以下どうでもいいお話。

　今回は『質問』、特に『答えられない、答えにくい質問』について。

　他人からものを尋ねられる――普通に日常生活を送っていれば、誰もが普通に経験するすることでしょう。学生さんなら授業中先生に指されたり、社会人なら取引先に業務について訊かれたり。

　しかしながら、すべての質問に明確な答えが返せるわけではありません。答えを知らない場合はもちろんですが、知っていても回答しにくいケースもありますよね。例えば他人の悪口になっちゃうようなこととか、自分の好きな子の名前とか、えーと、人によっては年齢なんかも。

　私の場合は「次の巻の展開は？」とか「印税幾ら？」なんていうのが『知っていても回答しにくい質問』に属します。




　さて、ここからはちょっと特殊な経験。答えを知っていて、かつ回答することに何の障害もなかったというのに、私が過去最も返答に窮した質問のこと。




　仕事あるいは趣味のために、私は滋賀の田舎から年に数回ほど上京します。

　距離的な問題で日帰りは難しいため、たいてい東京に宿を取るんですが、手足を伸ばして湯に浸かるのが好きなもので、あらかじめ調べて大浴場のあるホテルを予約することが多いです。

　ある日の夜、東京をぶらついてホテルへ戻ってきた私は、疲れを癒すべく風呂に向かいました。深夜の利用時間ギリギリだったため脱衣所には私一人。おお、これは貸し切り状態かなー、なんて鼻歌交じりに服を脱いでると、一人の青年が入ってきました。二十代初めくらいに見える、ごくごく普通の若い男性です。面識があるわけでもなし、私は気にせず真っ裸になり浴室に向かおうとしました。

　と、そのとき、彼は私におずおずと声を掛けてきました。

「あの、ちょっとお尋ねしますけど……」

「はい？」

　何か困ったことでもあったのかな？

　私は普段外を歩いていても知らない人に道を訊かれたりすることが多いです。なんか話しかけやすそうな顔をしているのかもしれません（方向音痴なのであまり役には立てませんが）。まあ自分が親切な人間であるとか主張するつもりはありませんが、困ってる人がいるなら手を貸すのは当たり前のこと。さあカモン青年、わかる範囲かつ無礼な質問でないなら、何でも答えてあげよう！

　青年は少し顔を赤らめて言いました。

「ボ、ボク……やっぱり脱がないとダメなんでしょうか？」

「…………」

　どうしよう？

　Ａ　「当然だよ君ぃ！　さあ私と裸の付き合いを仕様じゃないか！」と豪快に笑う。

　Ｂ　「君は服を脱いでもいいし脱がなくてもいい」とクールに告げる。

　――いやね、仮にこれを女の子に言われたんだったら多分萌えます。ギャルゲ的、場合によってはエロゲ的選択肢の一〇や二〇は即座に頭に浮かびますよ。でも、男性に突然こんなことを訊かれてどう答えりゃいいんですか？　そりゃ常識的には「脱げ」が正解なわけなんですが、そう答えると何か新しい世界の扉を開いちゃいそうな気もするし、大体脱ぐのは風呂である以上当たり前なわけで――ってかそもそもなぜ私に訊くのか。

　私が口をぱくぱくさせている間に時間切れになったらしく、青年は「すみません！」と言うなりダッと脱衣所を出て行ってしまいました。あ、フラグ立て損ねた？　いや立てたかったわけでもないですけど。

　結局今に至るまで彼が何を思ってそんなことを訊いてきたのかわからないままです。何か悪いことしたような気もしますが、どう答えたらよかったんでしょうね、ほんと。




　※オマケ【返答に窮する質問・番外編】

　ピッ

「は、はい、もしもし……すえばしです……」

『おつかれさまです。原稿の方、調子どうですか？』

「…………」

『そろそろスケジュールに余裕なくなってきたんですが――』

「…………」

『いつ頃仕上がりますかね？』

「…………」

（オチはありません）




　――さて、今回も多くの方々のお力添えを頂きました。

　担当の前田様、毎回お手数をお掛けしてすみません。イラストのみえはる様、素晴らしいイラストをありがとうございます。特に口絵のウルリカと亜夜花がお気に入り。またデザイン、印刷、取次、および書店の皆様、その他出版流通に関わる全ての方々にも厚く御礼申し上げます。




　余談。

　前巻から三ヶ月ぶりなわけですが、実はこれ、私にとっての新記録です。前シリーズは四ヶ月間隔での刊行でしたし、『ひき神』一巻出すまでには八ヶ月かかってますから。

　一般的なライトノベルの基準で言えば特別早いというわけでもないのですが、筆の遅さに間違った自信を持ってる私にとっては実に画期的なことです。誰も褒めてくれないので自分で褒めます。すごいぞ私。偉いぞ私。

　次もできるだけ早くお届けできれば。




二〇一一年五月　すえばし けん
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

すえばし けん先生／みえはる先生
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